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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 - i - ＪＴ－Ｑ９２２ 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９２２に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション項目 

な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

な し 

 

2.3 上記国際勧告より削除した項目 

な し 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 平成 ４年 ４月２８日 制 定 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

5.1 本標準で参照するＴＴＣ標準、国際勧告等は、以下のとおりである。 

ＴＴＣ標準 

ＣＣＩＴＴ勧告 

：ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｑ９２０、ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｘ２５（８８） 

：Ｉ．１２２、 Ｉ．２３３、 Ｉ．３２０、 Ｉ．３７０、 

Ｘ．１、 Ｘ．２、 Ｘ．３、 Ｘ．４、 Ｘ．５、 Ｘ．２００、 

Ｘ．２１１、 Ｘ．２１２、 Ｘ．２１３、 Ｑ．９３３＊ 

 

ＩＳＯ標準 ：ＩＳＯ ８８８５/ ＤＡＭ３ 

 

＊ 本標準にて参照するＱ．９３３は、ＣＣＩＴＴ ＳＧＸＩの１９９１年９月会合（ジュネーブ）

における、勧告草案Ｑ．９３３の審議結果を指すものとする。 
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（注）　＊・・・・・内容としては標準となる事項であっても、表現の便宜上、特に取り出して本文に準

じてまとめたもの。

（標準の対象）

＊＊・・・・本文および付属資料に関する事項を補足するもので、標準でないもの。

（標準の対象外）
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１．概　要

　本標準はＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．２３３で定義された、ユーザプレーン（Ｕプレーン）におけるフレーム

モードベアラサービスをサポートするために、データリンクレイヤのフレーム構成、手順要素、フィール

ドのフォーマット、および手順を規定するものである。

　このフレームモードベアラサービスのためのデータリンクレイヤのプロトコルと手順の仕様はＬＡＰＤ

プロトコルと標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義された手順の拡張に基づいている。この手順はフレームモードベ

アラサービスに適用され、フレームモードベアラサービスへのリンクアクセス手順であるＬＡＰＦとして

規定されているが、制限はされない。（ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．２３３で定義されているように）データリン

クコアサブレイヤに相当するＬＡＰＦのサブセットはフレームリレーベアラサービスをサポートするため

に使われる。このサブセットは「データリンクコアプロトコル」（ＤＬ－コア）と名付けられていて付属

資料Ａ／ＪＴ－Ｑ９２２として提供されている。ＬＡＰＦの残りの部分はデータリンクコントロール（Ｄ

Ｌ－制御）プロトコルと呼ばれている。

　ＬＡＰＦの目的は、Ｂ、Ｄ、Ｈチャネル上でＩＳＤＮユーザ・網インタフェースを経由して、フレーム

モードベアラサービスのためのＵプレーン上においてＤＬ－サービスユーザ間でデータリンクサービス

データユニットを運ぶことである。フレームモードベアラコネクションはＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９３３に規

定された手順か、契約により（ＰＶＣとして）確立される。

　ＬＡＰＦは標準ＪＴ－Ｉ４３０シリーズに従う物理レイヤサービスを使う。ＬＡＰＦは単一のＩＳＤＮ

Ｂ、ＤまたはＨチャネル上で１つかそれ以上のフレームモードベアラコネクションの統計多重を可能にし

ており、その際ＬＡＰＦ及び互換性のあるＨＤＬＣ手順を使う。特にＬＡＰＦは以下のような特色がある。

－ＬＡＰＤの同位間手順との密接な関係

－ユーザ・網インタフェースに関する対称な手順。これにより網が受動的な形（またはＤＬ－コア－プ

ロトコルだけをサポートしている）で直接的なユーザ・ユーザ間インタワーキングも許容している。

－付属資料Ａ／ＪＴ－Ｑ９２２で与えられているようにＤＬ－コア－手順を含むコアサブレイヤ

－任意のＩＳＤＮチャネル（例えばＢ、Ｄ、Ｈチャネル）での適用

－ＬＡＰＤ（標準ＪＴ－Ｑ９２１）と同時にＤチャネルを分割使用

－Ｂ、Ｄ、Ｈチャネル上で多重化されたベアラコネクションに割り当てられているフレームモードバー

チャルリンクを特定するためのデータリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）の使用

－レイヤマネジメント専用のＤＬＣＩを準備

－下記のインタワーキングを可能とする階層プロトコル内での使用

－フレームリレーとフレームスイッチサービス

－フレームリレーとＸ．２５ベースサービス

－フレームスイッチとＸ．２５ベースサービス

　ＯＳＩコネクションオリエンテッドネットワークサービス（ＣＯＮＳについてはＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２

１３参照）のＮ－データ転送フェーズを提供およびサポートしているネットワークレイヤプロトコルは標

準ＪＴ－Ｑ９２２によって記述されているサービスによって運ばれることがある。

　そのような２つのネットワークプロトコルを以下に示す。

－標準ＪＴ－Ｘ２５（８８）のデータ転送フェーズ

－この付録で規定されたプロトコル

　ＤＬＣＩ割当は（付録Ⅱで定義されているように）グループ信号を使うか、加入契約か、事前の合意に

より決定される。

　データリンク機能と手順の概念、専門用語、記述、他の標準との関係は標準ＪＴ－Ｑ９２０において一

般用語で記述されている。
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　注１－標準ＪＴ－Ｑ９２０の記述と同様に「データリンクレイヤ」という用語は本標準の本文中で使わ

れる。しかし図表では主に「レイヤ２」と「Ｌ２」という用語が略語として使われている。さら

に「レイヤ３」という用語はデータリンクレイヤの上位のレイヤを示すために使われている。

　注２－「レイヤマネジメントエンティティ」および／又は「コネクションマネジメントエンティティ」

はデータリンクレイヤでのエンティティである。

２．同位間通信のためのフレーム構成

2.1　概　要

　すべてのデータリンクレイヤ同位間の手順は、図２－１／ＪＴ－Ｑ９２１に示されるフレームフォー

マットのうち、いずれかのフレームで行われる。

2.2　フラグシーケンス

　すべてのフレームは、１個の「０」ビットと６個の連続した「１」ビットおよび１個の「０」ビットか

らなるフラグシーケンスから始まり、終わるものとする。アドレスフィールドに先行するフラグを開始フ

ラグと定義する。フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールドに後続するフラグを終了フラグと定

義する。ある適用形態においては、終了フラグは次のフレームの開始フラグとして共用することがある。

しかしながら、すべての受信側は、１つまたはそれ以上の連続するフラグの受信を可能とする必要がある。

その適用可能性については、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ１に関する標準ＪＴ－Ｉ４３０お

よび標準ＪＴ－Ｉ４３１を参照すること。

　注－フラグは、Ｄチャネル以外のチャネルにおいてフレーム間を埋めるために使用することが推奨され

る。

2.3　アドレスフィールド

　アドレスフィールドは、２オクテット以上で構成する。アドレスフィールドのフォーマットは３．２節

で定義する。

2.4　制御フィールド

　制御フィールドの定義および使用は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

2.5　情報フィールド

　情報フィールドの定義および使用は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。情報フィールドの最大オ

クテット長は５．９．３節で定義する。

2.6　透過性

　透過性の定義および使用は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

2.7　フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）

　ＦＣＳの定義および使用は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

2.8　フォーマット規定

　フォーマットおよび番号規定の定義は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。
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2.9　無効フレーム

　無効フレームとは以下に示すいずれかのフレームである。

（ａ）２つのフラグによって正しく区切られていないフレーム

（ｂ）アドレスフィールド（３．２節で定義する）と終了フラグ間が３オクテット未満のフレーム

（ｃ）「０」ビット挿入前あるいは「０」ビット削除後にオクテットの整数倍で構成されていないフ

レーム

（ｄ）フレームチェックシーケンス誤りであるフレーム

（ｅ）アドレスフィールドが１オクテットのフレーム

（ｆ）受信側がサポートしていないＤＬＣＩをもつフレーム

　無効フレームは、送信側に通知されることなく廃棄される。無効フレームに対しては一切処理を行わな

い。

2.10　フレームアボート

　フレームアボートに対する処理の定義は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

３．データリンクレイヤ同位間通信のための手順要素とフィールドフォーマット

3.1　概　要

　手順要素は、データリンクレイヤコネクションを使う同位間通信のために利用されるコマンドとレスポ

ンスを定義する。

　手順はこれらの手順要素からなり５章で記述する。

3.2　アドレスフィールドフォーマット

　アドレスフィールドフォーマットは図３－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示す様に、アドレスフィールド拡張

ビット、コマンド／レスポンス表示、３ビットの順方向、逆方向明示的輻輳通知及び廃棄可能表示（付属

資料Ａ／ＪＴ－Ｑ９２２によりフレームリレーサービスで使用する）、データリンクコネクション識別子

（ＤＬＣＩ）フィールドと３または４オクテット「アドレスフィールド」の最終オクテットが下位ＤＬＣ

ＩかＤＬ－コア制御（３．３．７節参照）情報かを表示するビットを含んでいる。最短、およびデフォル

トのアドレスフィールド長は２オクテットで、その長さは３または４オクテットに拡張可能であり、拡張

の目的はＤＬＣＩのアドレス長をさらに大きくしたり、オプションとしてＤＬ－コア制御機能をサポート

することである。３オクテットアドレスフィールドフォーマットおよび４オクテットアドレスフィールド

フォーマットは、ユーザ・網または、網間インタフェースでサポート可能であり、ネゴシエーションまた

は両者の合意に基づいている。

　２オクテットよりさらに長いアドレスフィールドのサポートは両者の合意のもとに選択されるオプショ

ンである。このオプションは、アドレスフィールド長が、インタフェースベースで変るのか、チャネル

ベースで変るのかをサポートするための機能をもつ。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

デフォルト

アドレスフィール

（上位 DLCI） C/R EA

0

ドフォーマット

（２オクテット）

（下位 DLCI） FECN

注

BECN

注

DE

注

EA

1

または

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

３オクテット

（上位 DLCI） C/R EA

0

アドレスフィール

ドフォーマット

DLCI FECN

注

BECN

注

DE

注

EA

0

（下位 DLCI）　または

DL－コア制御

D/C EA

1

または

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

４オクテット

（上位 DLCI） C/R EA

0

アドレスフィール

ドフォーマット

DLCI FECN

注

BECN

注

DE

注

EA

0

DLCI EA

0

（下位 DLCI）　または

DL－コア制御

D/C EA

1

ＥＡ　　＝アドレスフィールド拡張ビット

Ｃ／Ｒ　＝コマンド／レスポンスビット

ＦＥＣＮ＝順方向明示的輻輳通知

ＢＥＣＮ＝逆方向明示的輻輳通知

ＤＬＣＩ＝データリンクコネクション識別子

ＤＥ　　＝廃棄可能表示

Ｄ／Ｃ　＝ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示

注－フレームリレーでの輻輳通知信号のためにリザーブされているこれらの３ビットの使用については、

付属資料Ａ／ＪＴ－Ｑ９２２、付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２２を参照のこと。

図３－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

アドレスフィールドフォーマット
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3.3　アドレスフィールド変数

3.3.1　アドレスフィールド拡張ビット（ＥＡ）

　アドレスフィールドオクテットのはじめに送られるビットでアドレスフィールドの最終オクテットを指

示することにより、アドレスフィールド長は拡張される。アドレスフィールドオクテットのはじめのビッ

トが「０」であることは、このオクテットにもう１つのアドレスフィールドのオクテットが続くことを示

している。アドレスフィールドオクテットのはじめのビットが「１」であることは、このオクテットがア

ドレスフィールドの最終のオクテットであることを示している。例えば、２オクテット長のアドレス

フィールドは、はじめのオクテットでは「０」に設定されたＥＡビットをもち、第２オクテットでは

「１」に設定されたＥＡビットをもつ。

3.3.2　コマンド／レスポンスビット（Ｃ／Ｒ）

　Ｃ／Ｒビットは、フレームがコマンドかレスポンスかを識別する。送られるフレームがコマンドフレー

ムのとき、Ｃ／Ｒビットは「０」に設定される。レスポンスフレームのときＣ／Ｒビットは「１」に設定

される。

3.3.3　順方向明示的輻輳通知ビット（ＦＥＣＮ）

　このビットは、フレームリレーサービスでの使用のためリザーブされており、付属資料Ａ／ＪＴ－Ｑ

９２２、付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２２で記述する。

3.3.4　逆方向明示的輻輳通知ビット（ＢＥＣＮ）

　このビットは、フレームリレーサービスでの使用のためリザーブされており、付属資料Ａ／ＪＴ－Ｑ

９２２、付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２２で記述する。

3.3.5　廃棄可能表示（ＤＥ）

　このビットは、フレームリレーサービスでの使用のためリザーブされており、付属資料Ａ／ＪＴ－Ｑ９

２２、付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２２で記述する。

3.3.6　データリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）

　ＤＬＣＩはユーザ・網または網間インタフェースにおいてベアラチャネル上（例：Ｄ、Ｂ、またはＨ

チャネル）のバーチャルコネクションを識別する。したがって、ＤＬＣＩは送受信する情報の引き渡しを

行うデータリンクレイヤエンティティを決定し、データリンクレイヤエンティティによってフレームで転

送される。ＤＬＣＩフィールドは非構造または構造どちらでもよい。前者の場合において最下位の有意

ビットは次のように決定される。

アドレスフィールドサイズ Ｄ／Ｃ＝０

注

Ｄ／Ｃ＝１

注２　オクテット

３　オクテット

４　オクテット

第３オクテットの第３ビット

第４オクテットの第３ビット

第２オクテットの第５ビット

第３オクテットの第２ビット

　注－適用外。ＤＬＣＩの最下位の有意ビットは第２オクテットの第５ビットである。
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　ＤＬＣＩフィールドの構成はユーザ・網または網間インタフェースにおいてネゴシエーションまたは両

者の合意により決定されることがある。記法上、アドレスフィールドの第１オクテットの最上位より６

ビット（第８ビット－第３ビット）は上位ＤＬＣＩと定義する（標準ＪＴ－Ｑ９２１のＳＡＰＩフィール

ドに相当する）。

　表３－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示すＤＬＣＩ値の範囲は標準ＪＴ－Ｑ９２１として使用するＤチャネル制

御として両立できるよう保証する。Ｄチャネル上でＤＬＣＩが使用されるときは、標準ＪＴ－Ｑ９２２の

２オクテットアドレスフィールドフォーマットが使用される。３オクテットまたは４オクテットのアドレ

スフィールドフォーマットが、Ｄチャネル上で使われるか否かについては今後の検討課題である。

表３－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＬＣＩの使用

１０ビットＤＬＣＩ値（注１）

ＤＬＣＩ範囲 機　　　　能

０（注２） インチャネル信号、必要時

１－１５ リザーブ

１６－５１１ 網オプション：Ｄチャネル以外のチャネルでユーザ情報をサポートす

る。

５１２－９９１ ユーザ情報をサポートするための論理リンク識別

（注６）

９９２－１，００７ フレームモードベアラサービスのレイヤ２マネジメント

１，００８

－１，０２２

リザーブ

１，０２３（注２） インチャネルレイヤ２マネジメント、必要時

１６ビットＤＬＣＩ値（注３）

ＤＬＣＩ範囲 機　　　　能

０（注２） インチャネル信号、必要時

１－１，０２３ リザーブ

１，０２４－

３２，７６７

網オプション：Ｄチャネル以外のチャネルでユーザ情報をサポートす

る。

３２，７６８－

６３，４８７

ユーザ情報をサポートするための論理リンク識別

（注６）

６３，４８８－

６４，５１１

フレームモードベアラサービスのレイヤ２マネジメント

６４，５１２－

６５，５３４

リザーブ

６５，５３５

（注２）

インチャネルレイヤ２マネジメント、必要時
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１７ビットＤＬＣＩ値（注４）

ＤＬＣＩ範囲 機　　　　能

０（注２） インチャネル信号、必要時

１－２，０４７ リザーブ

２，０４８－

６５，５３５

網オプション：Ｄチャネル以外のチャネルでユーザ情報をサポートす

る。

６５，５３６－

１２６，９７５

ユーザ情報をサポートするための論理リンク識別

（注６）

１２６，９７６－

１２９，０２３

フレームモードベアラサービスのレイヤ２マネジメント

１２９，０２４－

１３１，０７０

リザーブ

１３１，０７１

（注２）

インチャネルレイヤ２マネジメント、必要時

２３ビットＤＬＣＩ値（注５）

ＤＬＣＩ範囲 機　　　　能

０（注２） インチャネル信号、必要時

１－１３１，０７１ リザーブ

１３１，０７２－

４，１９４，３０３

網オプション：Ｄチャネル以外のチャネルでユーザ情報をサポートす

る。

４，１９４，３０４－

８，１２６，４６３

ユーザ情報をサポートするための論理リンク識別

（注６）

８，１２６，４６４－

８，２５７，５３５

フレームモードベアラサービスのレイヤ２マネジメント

８，２５７，５３６－

８，３８８，６０６

リザーブ

８，３８８，６０７

（注２）

インチャネルレイヤ２マネジメント、必要時

注１－これらのＤＬＩＣ値は２オクテットアドレスフィールドとして使用されるときかまたは、３オク

テットアドレスフィールドがＤ／Ｃ＝１として使用されたとき適用する。

注２－Ｄチャネル以外のときのみ適用する。

注３－これらＤＬＣＩ値はＤチャネル以外のチャネルにおいて、３オクテットアドレスフィールドが

Ｄ／Ｃ＝０として使用されるとき適用する。

注４－これらＤＬＣＩ値はＤチャネル以外のチャネルにおいて、４オクテットアドレスフィールドが

Ｄ／Ｃ＝１として使用されるとき適用する。

注５－これらのＤＬＣＩ値は、Ｄチャネル以外のチャネルにおいて４オクテットアドレスフィールドが、

Ｄ／Ｃ＝０として使用されるとき適用する。

注６－この範囲のＤＬＣＩ値は半固定フレームモードコネクションとして割り付けられる。
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3.3.7　ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御識別子（Ｄ／Ｃ）

　Ｄ／Ｃはそのオクテットの使用可能な残りの６ビットが下位ＤＬＣＩビットかＤＬ－コアの制御ビット

かを識別する。このビットはオクテットがＤＬＣＩ情報を含む場合は、０を設定する。このビットはオク

テットがＤＬ－コア制御情報を含む場合は１を設定する。この識別子は３または４オクテットタイプの

「アドレスフィールド」の最終オクテットとして使用することに限る。ＤＬ－コア制御としてこの識別子

の使用方法は、アドレスフィールドとして転送する付加的な制御機能が定義されていないためリザーブと

する。この識別子はプロトコルの将来の拡張性に対応するために付加したものである。

　注－オプションのＤＬ－コア制御フィールドは、アドレスフィールドの一部であり、図２－１／ＪＴ－

Ｑ９２１で定義されているＨＤＬＣの制御フィールドと混同してはならない。

3.4　制御フィールドフォーマット

　制御フィールドは、コマンドあるいはレスポンスのフレームの種別を識別する。そして制御フィールド

は必要によりシーケンス番号を含む。

　制御フィールドフォーマットは、番号制情報転送（Ｉフォーマット）、監視機能（Ｓフォーマット）お

よび非番号制の情報転送と制御機能（Ｕフォーマット）の３種類が規定される。制御フィールドフォー

マットを表３－２／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。
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表３－２／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

制御フィールドフォーマット

制御フィールドビット

（モジュロ１２８） ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

Ｉフォーマット

Ｎ（Ｓ） ０ オクテット４（注）

Ｎ（Ｒ）

P

／

F
５

Ｓフォーマット

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Su Su ０ １ オクテット４

Ｎ（Ｒ）

P

／

F
５

Ｕフォーマット Ｍ Ｍ Ｍ

P

／

F

Ｍ Ｍ １ １ オクテット４

－Ｎ（Ｓ）

－Ｎ（Ｒ）

－Ｐ／Ｆ

－Ｘ

－Ｓｕ

－Ｍ

送信側送信シーケンス番号

送信側受信シーケンス番号

コマンドとして送出する時にポール（Ｐ）ビット、レスポンスとして送出する時にファ

イナル（Ｆ）ビット

リザーブ（「０」に設定）

監視機能ビット

修飾機能ビット

注－図中のオクテットは２オクテットアドレスフィールドの場合である。図中のオクテット４およびオク

テット５は、３オクテットアドレスフィールドの場合はそれぞれオクテット５とオクテット６に、４

オクテットアドレスフィールドの場合はそれぞれオクテット６とオクテット７になる。
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3.4.1　情報転送（Ｉ）フォーマット

　Ｉフォーマットは、レイヤ３エンティティ相互の情報転送を行うために用いる。Ｎ（Ｓ）、Ｎ（Ｒ）お

よびＰ／Ｆビット（３．５節／ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている）の機能はそれぞれ独立である。すなわ

ち、各Ｉフレームは１個のシーケンス番号Ｎ（Ｓ）、データリンクレイヤエンティティによって受信され

たＩフレームの認識に使用される１個のシーケンス番号Ｎ（Ｒ）および、「０」または「１」に設定され

たＰ／Ｆビットを有する。　Ｎ（Ｓ）、Ｎ（Ｒ）およびＰ／Ｆビットの使用方法は５章／ＪＴ－Ｑ９２１

で定義されている。

　注－ＬＡＰＦではＦビットを用いることができるため、このＩフォーマットはＬＡＰＤのフォーマット

と異なる。

3.4.2　監視（Ｓ）フォーマット

　Ｓフォーマットの使用方法は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

3.4.3　非番号制（Ｕ）フォーマット

　Ｕフォーマットの使用方法は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

3.5　制御フィールドパラメータと対応する状態変数

　制御フィールドフォーマットに関連する各種パラメータは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

3.6　フレームタイプ

3.6.1　コマンドとレスポンス

　ユーザ側および網側のデータリンクエンティティで使われるコマンドとレスポンスを表３－３／ＪＴ－

Ｑ９２２に示す。各データリンクコネクションは、インプリメントされている各適用形態に対して全ての

コマンドとレスポンスをサポートする。２つの適用形態のそれぞれに関与するフレームタイプを表３－３

／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。

　インプリメントされていない適用形態に関与するフレームタイプは捨てられ、その結果としてのアク

ションはとられない。

　各適用形態のＬＡＰＦ手順の目的上、表３－３／ＪＴ－Ｑ９２２にないフレームタイプは未定義のコマ

ンドおよびレスポンス制御フィールドとなる。取るべきアクションは５．８．５節で記述する。

　表３－３／ＪＴ－Ｑ９２２のコマンドおよびレスポンスは、３．６．２節で定義する。
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表３－３／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コマンドとレスポンス（モジュロ１２８）

コーディング

適用形態 ﾌｫｰﾏｯﾄ ｺﾏﾝﾄﾞ ﾚｽﾎﾟﾝｽ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

I I I Ｎ（Ｓ） ０

Ｎ（Ｒ） P/F

RR RR ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

Ｎ（Ｒ） P/F

非確認形およ S RNR RNR ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

び確認形マル Ｎ（Ｒ） P/F

チフレーム情 REJ REJ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

報転送 Ｎ（Ｒ） P/F

SABME ０ １ １ Ｐ １ １ １ １

DM ０ ０ ０ Ｆ １ １ １ １

U UI ０ ０ ０ Ｐ ０ ０ １ １

DISC ０ １ ０ Ｐ ０ ０ １ １

UA ０ １ １ Ｆ ０ ０ １ １

FRMR １ ０ ０ Ｆ ０ １ １ １

コネクション

マネジメント

（注１）

U XID XID １ ０ １ P/F １ １ １ １

注１－輻輳マネジメントは、コネクションマネジメントに含まれる。

注２－ＳＲＥＪフレームの使用は今後の検討課題である。
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3.6.2　情報コマンド／レスポンス

　情報（Ｉ）フレームの機能は、レイヤ３から与えられた情報をフレーム中の情報フィールドに入れ、順

番に番号付けてデータリンクコネクションを介して伝送することである。Ｉコマンドは、ポイント・ポイ

ントデータリンクのマルチフレーム動作で使われる。Ｉレスポンスは、ポイント・ポイントデータリンク

のマルチフレーム動作で、データリンクレイヤエンティティが受信することができる。

　注－情報レスポンスフレームを付加しているところがＬＡＰＤと異なる。

3.6.3　拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンド

　ＳＡＢＭＥ非番号制コマンドは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.4　切断（ＤＩＳＣ）コマンド

　ＤＩＳＣ非番号制コマンドは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.5　非番号制情報（ＵＩ）コマンド

　ＵＩ非番号制コマンドは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.6　受信可（ＲＲ）コマンド／レスポンス

　ＲＲ監視フレームは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.7　リジェクト（ＲＥＪ）コマンド／レスポンス

　ＲＥＪ監視フレームは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.8　受信不可（ＲＮＲ）コマンド／レスポンス

　ＲＮＲ監視フレームは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.9　非番号制確認（ＵＡ）レスポンス

　ＵＡ非番号制レスポンスは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.10　切断モード（ＤＭ）レスポンス

　ＤＭ非番号制レスポンスは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.11　フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンス

　ＦＲＭＲ非番号制レスポンスは、同一フレームの再送によって回復できないエラー状態を通知するため

に、データリンクレイヤエンティティによって送信または受信される。このエラー状態とは、すなわち、

有効フレームの受信により生じる次のエラー状態の少なくとも１つに該当する場合である。

ａ）定義されていない、もしくはインプリメントされていない制御フィールドをもつコマンド／レスポン

スを受信したとき

ｂ）長さが正しくない監視フレーム、非番号制フレームを受信したとき

ｃ）Ｎ（Ｒ）が有効でないフレームを受信したとき

ｄ）最大長を越える情報フィールドをもつフレームを受信したとき
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　定義されていない制御フィールドとは、表３－３／ＪＴ－Ｑ９２２にないコーディングをもつものであ

る。

　有効なＮ（Ｒ）の値とは、Ｖ（Ａ）≦Ｎ（Ｒ）≦Ｖ（Ｓ）の範囲にあるものである。

　ＦＲＭＲレスポンスフレームの情報フィールドは標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

3.6.12　識別情報交換（ＸＩＤ）コマンド／レスポンス

　ＸＩＤフレームは、コネクションマネジメントアプリケーションのために、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義

されている。輻輳マネジメントに使用されるＸＩＤフレームは、付属資料Ａ／ＪＴ－Ｑ９２２で定義する。

４．レイヤ間通信のための要素

4.1　概　要

　本標準では、レイヤ間通信およびデータリンクレイヤとレイヤマネジメント間の通信は、プリミティブ

を介して行われる。

　プリミティブとは、データリンクレイヤと隣接するレイヤ間の情報と制御の論理的交換を、抽象的に表

現したものである。プリミティブはインプリメントを規定するものでも強制するものでもない。

　レイヤマネジメントエンティティとシステムマネジメントとともに、ＣプレーンとＵプレーン両方のレ

イヤとサブレイヤに共通した関係を示している機能モデルを図４－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。このモデ

ルで、キーとなる構成要素はＣプレーンとＵプレーンの両方のネットワークレイヤ内の同期とコンバー

ジェンス機能（ＳＣＦ）である。

　このＳＣＦはＣプレーンとＵプレーン間のコネクションの設定と解放の調整を行う。ＳＣＦとＵプレー

ンレイヤ３機能は本標準の適用外である。

　メッセージとサービスプリミティブのフローを説明している概略モデルを図４－２／ＪＴ－Ｑ９２２か

ら図４－５／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。これらの図は図４－１／ＪＴ－Ｑ９２２で説明したモデルに、さら

に詳しいフロー情報を示している。表示の簡略化のため、Ｃプレーンレイヤ３機能ブロックはＳＣＦおよ

びＵプレーンレイヤ３機能ブロックを統合し表示している。ＤＬ－ＳＡＰはＵプレーンのみ示している。

信号送出をサポートするＣプレーンのＤＬ－ＳＡＰは記述していない。

　プリミティブは下位レイヤまたは上位レイヤへのサービス要求に関するコマンドとそのレスポンスから

なる。プリミティブの一般的な形式は次の通りである。

ＸＸ－　一般名－　種別：パラメータ

　ここで、ＸＸはプリミティブが流れるインタフェースを示す。本標準ではＸＸは次の通りである。

－ＤＬ－コア

－ＤＬ

－ＰＨ

－ＭＣ

－ＭＤＬ

－Ｍ２Ｎ

ＤＬ－コアユーザとＤＬ－コア間の通信（Ａ．４節に記述）

レイヤ３とデータリンクレイヤ間の通信

データリンクレイヤと物理レイヤ間の通信

ＤＬ－コアとレイヤ２マネジメント間の通信（Ａ．４節に記述）

レイヤ２マネジメントとデータリンクレイヤ間の通信

レイヤ３とレイヤ２マネジメントエンティティ間の通信

　Ｕプレーン内のフレームタイプとＣプレーン内のレイヤ３メッセージのプリミティブ相互作用の概略説

明を図４－２／ＪＴ－Ｑ９２２から図４－５／ＪＴ－Ｑ９２２に記述する。

　Ｕプレーンのレイヤ２機能ブロックは標準ＪＴ－Ｑ９２２に従うレイヤ２プロトコル手順をサポートす

る。レイヤ２ＵプレーンサービスはＤＬ－ＳＡＰによって提供される。サービスユーザからＤＬプリミ

ティブを用いてレイヤ２Ｕプレーンサービスを要求することができる。
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　レイヤ３機能ブロックはＣプレーン（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３呼制御手順）内の呼制御機能とレイヤ３

Ｕプレーン機能とＣプレーンレイヤ３エンティティとＵプレーンレイヤ３エンティティ間の調整を行う機

能を含む。

　Ｕプレーンレイヤマネジメント機能ブロックはサービスユーザの呼制御とサービス提供者の呼制御間の

コネクション設定とコネクション解放の調整を行う。

　Ｍ２Ｎ－割当－要求とＭＤＬ－割当－要求プリミティブによってレイヤ３からレイヤ２へのＵプレーン

レイヤ２コネクションを識別することでＤＬＣＩを通過させ、ＤＬ－ＣＥＩとＤＬＣＩ間の関係を確立す

る。

　コネクションが解放された時、ＤＬＣＩを解除し、ＤＬ－ＣＥＩとＤＬＣＩの関係を解放する。

　図４－２／ＪＴ－Ｑ９２２と図４－３／ＪＴ－Ｑ９２２にコネクション設定を記述する。

　全てのＵプレーンレイヤ２プロトコルエンティティは「ＴＥＩ割当」状態にある。

　信号フローは発側（図４－２／ＪＴ－Ｑ９２２）の呼設定（ＳＥＴＵＰ）メッセージで始まり、ＤＬ－

設定－確認プリミティブで終わる。発側の呼設定（ＳＥＴＵＰ）メッセージは、図４－３／ＪＴ－Ｑ９２

２に示す着側信号フローの始まりである着側の呼設定（ＳＥＴＵＰ）メッセージとなる。

　図４－４／ＪＴ－Ｑ９２２にコネクション解放についての信号フローを記述する。

　同じフローがコネクション解放が（図中のユーザ側で）始まるユーザ・網インタフェースとコネクショ

ン解放が（図中の網側で）始まるユーザ・網インタフェースに適用される。

　コネクションを解放するためには、最初にＵプレーンレイヤ２コネクションを解放し、続いてＣプレー

ンの呼解放を行う。

　図４－５／ＪＴ－Ｑ９２２にＵプレーンレイヤ２サービスユーザに対し用意された種々の情報転送能力

を示す。
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図４－１／ＪＴ－Ｑ９２２

機能モデル全体図

ＣプレーンＵプレーン

N(ｃ)-SAPN(u)-SAP

Ｎ（ｃ）－プリミティブ

Ｍ２Ｎ－プリミティブ

Ｎ（ｕ）－プリミティブ

ＤＬ－プリミティブ

ＤＬ－プリミティブ

SAPI = 0

SAPI = 63

注２

DL-ｺｱ-SAP

ＭＤＬ－プリミティブ

ＭＤＬ－プリミティブ

Ｃプレーンサービスを
提供するための DL-SAP

Ｕプレーンサービスを
提供するための DL-SAP

Ｄチャネル多重手順Ｂチャネル多重手順

物理レイヤプロトコル　例としてＪＴ－Ｉ４３０

Ｂチャネルサービスを
提供するためのＰＨ－ＳＡＰ

Ｕプレーン
レイヤ２
エンティティ

システム
マネジメント

Ｕプレーン
レイヤ２
マネジメント
（ＤＬＣＩ）

同期とコンバージェンス機能

レイヤ３
Ｕプレーン

ＤＬ－制御
－サブレイヤ
エンティティ

ＤＬ－コア
－サブレイヤ
エンティティ

レイヤ３
Ｃプレーン
呼制御
(CCITT
Q.930 ｼﾘｰｽﾞ)

JT-Q921

データリンク
エンティティ

Ｃプレーン
レイヤ２
コネクション
マネジメント

Ｄチャネルサービスを
提供するためのＰＨ－ＳＡＰ

JT-Q921
Ｂ－
データリンク
エンティティ

Ｃプレーン
レイヤ２
マネジメント
（ＴＥＩ）

レイヤ３

レイヤ２

レイヤ２

レイヤ１

注１－ＤＬ－制御－プロトコルとして、ＪＴ－Ｑ９２２プロトコル手順、その他のＣＣＩＴＴ勧告プロトコル、ＴＴＣ標準プロトコル、あるいはＤ
Ｌ－コア－サブレイヤサービスと互換性のあるＤＬ－コア－サービスユーザのようなエンドシステム間を接続するすべてのプロトコルが適用
可能である。

注２－Ｂは放送形を意味する。
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注１－図４－３／ＪＴ－Ｑ９２２参照。

注２－使用するＤＬＣＩは、「呼設定(SETUP) 」メッセージに対する最初の応答、例えば「呼設定受付

(CALL PROC) 」メッセージで表示される。

注３－この図は「ＭＤＬ－割当－要求」が最初に送出される場合を示しているが、そうでない場合、Ｕプ

レーンのレイヤ２エンティティがＤＬＣＩを得るために、まず「ＭＤＬ－割当－表示」を送出する

ことになる。

図４－２／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コネクション設定のためのフレームおよびメッセージに関するプリミティブの関係（発側）

ＣプレーンにおけるＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３手順

着側から

「最初の応答」（注２）

呼設定 レイヤ３

網側

レイヤ３
開始

ユーザ側

Ｍ２Ｎ－割当－要求
応答

応答確認

ＤＬ－ＳＡＰ

ＵプレーンにおけるJT－Q922手順

ＳＡＢＭＥ

ＵＡ

注３
ＭＤＬ－割当－要求ＭＤＬ－割当－要求

Ｕプレーン
レイヤ２

マネジメント
ＡＳＰ
（網側）

Ｕプレーン
レイヤ２

マネジメント
ユーザ側

Ｕプレーン
レイヤ２

エンティティ

Ｕプレーン
レイヤ２

エンティティ

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

D
L－

設
定
－
表
示

D
L－

設
定
－
要
求

D
L－

設
定
－
確
認

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｍ２Ｎ－割当－要求

（注１）

＋
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注１－割り当てるＤＬＣＩの範囲を設定する初期化手順は、このモデルの範囲外である。レイヤ３の網側

はＵプレーンのレイヤ２コネクションを設定するためにＤＬＣＩをその範囲内で確保する。

注２－割当てられ確認されたＤＬＣＩは、「呼設定(SETUP) 」メッセージに対する最初の応答、例えば

「呼設定受付(CALL PROC) 」メッセージで表示される。

注３－この図は「ＭＤＬ－割当－要求」が最初に送出される場合を示しているが、そうでない場合、Ｕプ

レーンのレイヤ２エンティティがＤＬＣＩを得るために、まず「ＭＤＬ－割当－表示」を送出する

ことになる。

図４－３／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コネクション設定のためのフレームおよびメッセージに関するプリミティブの関係（着側）

ＣプレーンにおけるＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３手順

「最初の応答」（注２）

呼設定 レイヤ３

ユーザ側

レイヤ３
開始

網側

Ｍ２Ｎ－割当－要求 応答

応答確認

ＤＬ－ＳＡＰ

ＵプレーンにおけるJT－Q922手順

ＳＡＢＭＥ

ＵＡ

注３
ＭＤＬ－割当－要求ＭＤＬ－割当－要求

Ｕプレーン
レイヤ２
マネジメント
ＡＳＰ
（網側）

Ｕプレーン
レイヤ２
マネジメント
ユーザ側

Ｕプレーン
レイヤ２
エンティティ

Ｕプレーン
レイヤ２
エンティティ

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

D
L－

設
定
－
表
示

D
L－

設
定
－
要
求

D
L－

設
定
－
確
認

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｍ２Ｎ－割当－要求

（注１）

＋
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注－網側とユーザ側のいずれがコネクションの解放を開始したかにより、左側を網側とし右側をユーザ側

とすることもできるし、その逆も可能である。

図４－４／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コネクション解放のためのフレームおよびメッセージに関するプリミティブの関係

ＣプレーンにおけるＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３手順

切断
レイヤ３レイヤ３

Ｍ２Ｎ－解除－要求 解放

開始

解放完了

ＤＬ－ＳＡＰ

ＵプレーンにおけるJT－Q922手順

ＤＩＳＣ

ＵＡ

ＭＤＬ－解除－要求ＭＤＬ－解除－要求

Ｕプレーン
レイヤ２
マネジメント

Ｕプレーン
レイヤ２
マネジメント

Ｕプレーン
レイヤ２
エンティティ

Ｕプレーン
レイヤ２
エンティティ

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

D
L－

解
放
－
表
示

D
L－

解
放
－
要
求

D
L－

解
放
－
確
認

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｍ２Ｎ－解除－要求
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注－インチャネルマネジメントに対して、あらかじめ割当られたＤＬＣＩによって識別されるリンク上に

限る。

図４－５／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

データ転送のためのフレームに関するプリミティブの関係

レイヤ３レイヤ３

ＤＬ－ＳＡＰ

ＵプレーンにおけるJT－Q922手順

ＭＤＬ－ＸＩＤ－要求

  Ｉ

ＸＩＤ

ＸＩＤ

　CCITT Q.933 手順に
より認識される DLCI

ｲﾝﾁｬﾈﾙのﾚｲﾔ２ﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ手順のため
のＤＬＣＩ

ＵＩ（注）

ＵＩ

ＭＤＬ－ＸＩＤ－表示

Ｕプレーン
レイヤ２
マネジメント

Ｕプレーン
レイヤ２
マネジメント

Ｕプレーン
レイヤ２
エンティティ

Ｕプレーン
レイヤ２
エンティティ

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

D
L－

デ
ー
タ
－
要
求

D
L－

ユ
ニ
ッ
ト
デ
ー
タ
－
要
求

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

D
L－

デ
ー
タ
－
表
示

D
L－

ユ
ニ
ッ
ト
デ
ー
タ
－
表
示

ＭＤＬ－ＸＩＤ－確認

ＭＤＬ－ﾕﾆｯﾄﾃ゙ ﾀー－表示ＭＤＬ－ﾕﾆｯﾄﾃ゙ ﾀー－要求

ＭＤＬ－ＸＩＤ－応答

コネクション
マネジメント

コネクション
マネジメント
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4.1.1　一般名

　一般名は実行される動作を規定する。本標準でサポートするプリミティブの概要を表４－１／ＪＴ－Ｑ

９２２に示す。全てのプリミティブが関連するパラメータを持つわけではないことに注意する。

表４－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

プリミティブ種別

種　　別 パラメータ
一般名

要求 表示 応答 確認 優先順位識別子 ﾒｯｾｰｼﾞﾕﾆｯﾄ
ﾒｯｾｰｼﾞﾕﾆｯﾄの内容

レイヤ３－レイヤ２　マネジメント

M2N－割当 Ｘ － － － － Ｘ DL-CEI,DLCI（注１）

M2N－解除 Ｘ － － － － Ｘ DLCI

レイヤ３－レイヤ２

DL－設定 Ｘ Ｘ 注２ Ｘ － －

DL－解放 Ｘ Ｘ － Ｘ

注３

－ －

DL－データ Ｘ Ｘ － － － Ｘ ﾚｲﾔ 3 同位間ﾒｯｾｰｼﾞ

DL－ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ Ｘ Ｘ － － － Ｘ ﾚｲﾔ 3 同位間ﾒｯｾｰｼﾞ

レイヤ２－レイヤ２　マネジメント

MDL－割当 Ｘ Ｘ － － － Ｘ DLCI,DL-CEI

MDL－解除 Ｘ － － － － Ｘ DLCI

MDL－エラー － Ｘ Ｘ － － Ｘ エラーの理由

（付録 V/JT-Q922 参照）

MDL－ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ Ｘ Ｘ － － － Ｘ ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ同位間ﾒｯｾｰｼﾞ

MDL－XID Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ － Ｘ ｺﾈｸｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ情報および

輻輳ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ情報

レイヤ２－レイヤ１

PH－データ Ｘ Ｘ － － Ｘ

注４

Ｘ ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸﾚｲﾔ同位間ﾒｯｾｰｼﾞ

PH－起動 Ｘ Ｘ － － － －

PH－停止 － Ｘ － － － －

Ｘ：有り　　－：無し
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注１－オプショナルパラメータ；これらの値がない場合は、デフォルト値か付録Ⅲ／ＪＴ－Ｑ９２２に示

す手順を使用する。

注２－ＤＬ－設定－応答プリミティブは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２１２には示されているが、標準ＪＴ－Ｑ

９２２では示していない。本標準では付加的な状態（応答待ち）を追加する必要はない。

注３－ＤＬ－解放－確認プリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２２には示されているが、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．

２１２では示していない。ここでは、本標準のレイヤ２およびレイヤ３の同期性動作を示すために

用いられている。

注４－レイヤ１のための優先順位識別子は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２１１には示されておらず、基本インタ

フェースのＤチャネルにのみ使用される。ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２１１は優先順位をレイヤ１品質

サービスパラメータとみなさない。

4.1.1.1　ＤＬ－設定

　ＤＬ－設定プリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.1.2　ＤＬ－解放

　ＤＬ－解放プリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.1.3　ＤＬ－データ

　ＤＬ－データプリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.1.4　ＤＬ－ユニットデータ

　ＤＬ－ユニットデータプリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.1.5　ＭＤＬ－割当

　ＭＤＬ－割当－要求プリミティブは、データリンクレイヤがプリミティブのメッセージユニットに含ま

れるレイヤ２のアドレス値を、特定のデータリンクコネクションエンドポイント識別子（ＤＬ－ＣＥＩ）

と、下位の物理レイヤコネクションに対応させるよう要求するためにレイヤマネジメントエンティティに

より使われる。

　注－付加パラメータ、オプショナルパラメータを含むことがある。これらのパラメータは、レイヤ３、

デフォルト値または付録Ⅲ／ＪＴ－Ｑ９２２に応じて取り決められた手順によって生じることがあ

る。

　ＭＤＬ－割当－表示プリミティブはまた、プリミティブメッセージユニットの中に指定されたレイヤ２

アドレスとＤＬ－ＣＥＩ値を対応させる必要があることを、レイヤマネジメントエンティティに表示する

ために、データリンクレイヤによって使われる。

4.1.1.6　ＭＤＬ－解除

　ＭＤＬ－解除プリミティブは、レイヤマネジメントエンティティにより使用される。レイヤマネジメン

トエンティティは、特定のレイヤ２アドレス値とＤＬ－ＣＥＩとの対応をデータリンクレイヤが解除する

よう要求する。レイヤ２アドレスは、ＭＤＬ－解除プリミティブメッセージユニットにより指定される。



ＪＴ－Ｑ９２２ - 22 -

4.1.1.7　ＭＤＬ－エラー

　ＭＤＬ－エラープリミティブは、前回のマネジメント機能要求に関係したエラーや、データリンク同位

エンティティとの通信の結果検出されたエラーが起きたことをコネクションマネジメントエンティティに

表示するために使われる。レイヤマネジメントエンティティがレイヤ２アドレス値を得られない場合、レ

イヤマネジメントエンティティはＭＤＬ－エラープリミティブで応答することがある。

4.1.1.8　ＭＤＬ－ユニットデータ

　ＭＤＬ－ユニットデータプリミティブの使用は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.1.9　ＭＤＬ－ＸＩＤ

　ＭＤＬ－ＸＩＤプリミティブは、コネクションマネジメントアプリケ－ションのために標準ＪＴ－Ｑ９

２１で定義されている。輻輳マネジメントとしてＭＤＬ－ＸＩＤ－応答プリミティブは、ＣＬＬＭの輻輳

信号情報を通知するために使われる。

4.1.1.10　Ｍ２Ｎ－割当

　Ｍ２Ｎ－割当－要求プリミティブは、レイヤ２マネジメントエンティティに対しメッセージユニット内

に示されるＤＬＣＩとデータリンクコネクションエンドポイント識別子（ＤＬ－ＣＥＩ）を関係づけるこ

とを要求するために、Ｃプレーンレイヤ３エンティティによって用いられる。付加パラメータ（例えば、

物理チャネル、Ｔ２００、またはウインドウサイズ）がメッセージユニットに含まれることがある。レイ

ヤ２マネジメントエンティティは、４．１．１．５節に従ってレイヤ２エンティティよりＭＤＬ－割当－

表示プリミティブを受ける用意をする。

4.1.1.11　Ｍ２Ｎ－解除

　Ｍ２Ｎ－解除－要求プリミティブは、レイヤマネジメントエンティティに特定のＤＬＣＩとそれに対応

するＤＬ－ＣＥＩの関係の解除を要求するために、Ｃプレーンレイヤ３エンティティによって用いられる。

レイヤ２マネジメントエンティティは、４．１．１．６節に従ってＭＤＬ－解除－要求プリミティブを使

用する。

4.1.1.12　ＰＨ－データ

　ＰＨ－データプリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.1.13　ＰＨ－起動

　ＰＨ－起動プリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.1.14　ＰＨ－停止

　ＰＨ－停止プリミティブは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.1.2　プリミティブ種別

　プリミティブ種別は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。
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4.1.3　パラメータ定義

4.1.3.1　優先順位識別子

　レイヤ１のための優先順位識別子は、標準ＪＴ－Ｉ４３０で定義され、基本インタフェースのＤチャネ

ルに対してのみ使用される。

ユーザ・網インタフェースのどちら側にも複数のサービスアクセスポイント（ＳＡＰ）が存在することが

あるため、あるＳＡＰによって送られるプロトコルメッセージユニットが、メッセージ転送に用いられる

物理リソースに関して、その他のＳＡＰのプロトコルメッセージユニットと競合することがある。優先順

位識別子は、競合した場合にどちらのメッセージユニットが優先順位が高いかを決めるために使用される。

優先順位識別子は、ユーザ側において、ＳＡＰによって送出される上位ＤＬＣＩ値が「０」のメッセージ

ユニットを、その他のメッセージユニットと区別するためにのみ必要となる。

　注－このパラメータは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．３７０で定義される「転送優先度」と同じものではなく、

付属資料Ａ／ＪＴ－Ｑ９２２で記述する。

4.1.3.2　メッセージユニット

　メッセージユニットは、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

4.2　プリミティブ手順

　プリミティブ手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。放送形式リンクは、標準ＪＴ－Ｑ９２２

では使用しない。
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５．データリンクレイヤの同位間手順の定義

　以下の節でデータリンクレイヤが使用する手順を規定する。

　適用される手順要素（フレームタイプ）は

ａ）非確認形情報転送（５．２節参照）では

ＵＩ－コマンド

ｂ）確認形マルチフレーム情報転送（５．５節から５．８節参照）では

ＳＡＢＭＥ－コマンド

ＵＡ－レスポンス

ＤＭ－レスポンス

ＤＩＳＣ－コマンド

ＲＲ－コマンド／レスポンス

ＲＮＲ－コマンド／レスポンス

ＲＥＪ－コマンド／レスポンス

Ｉ－コマンド／レスポンス

ＦＲＭＲ－レスポンス

ｃ）コネクションマネジメントエンティティ情報転送（付録Ⅲ／ＪＴ－Ｑ９２２参照）では

ＸＩＤ－コマンド／レスポンス

ｄ）ＣＬＬＭ輻輳マネジメント情報転送（Ａ．７節参照）では

ＸＩＤ－レスポンス

ｅ）今後の検討課題

ＴＥＳＴ－コマンド／レスポンス

ＳＲＥＪ－コマンド／レスポンス

である。

5.1　Ｐ／Ｆビット使用のための手順

　Ｐ／Ｆビットの使用は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.2　非確認形情報転送手順

5.2.1　概　要

　非確認形動作による情報転送に提供する手順を以下で定義する。

　データリンクレイヤのエラー回復手順は、非確認形動作には適用できない。

5.2.2　非確認形情報転送

　非確認形情報は、ＤＬ－ユニットデータ－要求プリミティブやＭＤＬ－ユニットデータ－要求プリミ

ティブをそれぞれ使用するデータリンクサービスユーザ（ＤＬサービスユーザ）、またはマネジメントエ

ンティティによってデータリンクレイヤエンティティに渡される。ＤＬサービスユーザやマネジメントの

メッセージユニットは、適当なＤＬＣＩ値を用いてＵＩコマンドフレームによって転送する。

　Ｐビットは、「０」に設定する。

　継続的レイヤ１停止の場合、データリンクレイヤに適当な指示によって通知する。この指示を受け付け

ると、全てのＵＩ送信キューを廃棄する。
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5.2.3　非確認形情報の受信

　受信側がサポートしているＤＬＣＩ値を持つＵＩコマンドフレームを受信すると、情報フィールドの内

容は、データリンクレイヤからＤＬサービスユーザに対するプリミティブであるＤＬ－ユニットデータ－

表示を用いてＤＬサービスユーザに渡され、マネジメントに対するプリミティブであるＭＤＬ－ユニット

データ－表示を用いてマネジメントエンティティに渡される。もし、受信側にサポートされていないＤＬ

ＣＩ値ならば、ＵＩコマンドフレームは廃棄される。

5.3　ＤＬＣＩ管理

　フレームモードベアラサービスを使用している場合、ＤＬＣＩ値はＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９３３呼制御を

使用している時のＣプレーン上で取り決められるか、またはＰＶＣを使用する時の契約時に電気通信事業

者によって割当てられる。

　一旦ＤＬＣＩ値が割当てられると、ＭＤＬ－割当－要求プリミティブがレイヤマネジメントからＵプ

レーンデータリンクレイヤエンティティに送られてくる。これには、割当てられたＤＬＣＩ値と対応付け

られたＤＬ－ＣＥＩが含まれている。

　注－回線交換ベアラサービスを使用している場合のＤＬＣＩ管理については、今後の検討課題である。

5.4　データリンクレイヤパラメータの自動ネゴシエーション

　２つのネゴシエーションの方法が利用可能である。それは、（ｉ）コネクション確立手順（例、ＣＣＩ

ＴＴ勧告Ｑ．９３３を使用）の一部としてのネゴシエーション、および（ii）付録 III/ＪＴ－Ｑ９２２で記

述するＸＩＤフレームを使用したデータリンクコネクションの中で行うネゴシエーションである。

　パラメータ値のデフォルトの使用は許容される。使用されるデフォルト値は、５．９節で定義する。

5.5　マルチフレーム動作での設定と解放手順

5.5.1　マルチフレーム動作での設定

5.5.1.1　概　要

　マルチフレーム動作での設定についての概要は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

5.5.1.2　設定手順

　設定の詳細は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

　注－標準ＪＴ－Ｑ９２１の本節に対応する文章には、「ＴＥＩ割当」状態が使用されている。「ＴＥＩ

割当」状態という名称は、歴史的な理由と用語上の互換性から残されている。この状態は、ＤＬＣ

Ｉが論理リンクに割当てられて、リンクが設定されていない間の状態として定義する。

5.5.1.3　タイマＴ２００のタイムアウトについての手順

　タイマＴ２００のタイムアウトによるアクションのための手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されてい

る。

5.5.2　情報転送

　情報転送のための手順については、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。
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5.5.3　マルチフレーム動作の終結

　マルチフレーム動作の終結のための検討と手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

5.5.4　ＴＥＩ割当状態

　ＴＥＩ割当状態（５．５．１．２節の注を参照）中の動作のための検討と手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１

で記述されている。

5.5.5　非番号制コマンドとレスポンスの衝突

　非番号制コマンドとレスポンスの衝突は、標準ＪＴ－Ｑ９２１に従って処理される。

5.5.6　勧誘されないＤＭレスポンスと、ＳＡＢＭＥまたはＤＩＳＣコマンド

　勧誘されないＤＭレスポンスと、ＳＡＢＭＥまたはＤＩＳＣコマンドは、標準ＪＴ－Ｑ９２１に従って

処理される。

5.6　マルチフレーム動作における情報転送のための手順

　Ｉフレームの送信に適用される手順について以下に規定する。

　注－「Ｉフレームの送信」という用語は、データリンクレイヤが物理レイヤに対してＩフレームを渡す

ことをいう。

5.6.1　Ｉフレームの送信

　Ｉフレームの送信は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されているとおりである。

5.6.2　Ｉフレームの受信

　確認形マルチフレーム情報転送動作において、コマンドまたはレスポンスとして送信されたＩフレーム

を受信する。

　タイマ回復状態と無関係に、データリンクレイヤエンティティが自受信ビジー状態でなく、かつ現在の

受信状態変数Ｖ（Ｒ）の値に等しい送信順序番号Ｎ（Ｓ）をもつ有効Ｉフレームを受信したとき、データ

リンクレイヤエンティティは以下の処理を行う。

－このフレームの情報フィールドをＤＬ－データ－表示プリミティブを用いてレイヤ３へ引き渡す。

－受信状態変数Ｖ（Ｒ）の値を１加算し、条件に応じて以下の動作を行う。

5.6.2.1　Ｐビットが「１」のとき

　Ｐビットが「１」に設定されたＩフレームについての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.6.2.2　Ｐビットが「０」のとき

　Ｐビットが「０」に設定されたＩフレームについての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.6.2.3　Ｆビットが「０」のとき

　タイマ回復状態と無関係に、データリンクレイヤエンティティがＦビットが「０」に設定された有効Ｉ

フレームレスポンスを受信したときは、Ｐビットが「０」に設定された有効Ｉフレームコマンドとして扱

い、５．６．２．２節／ＪＴ－Ｑ９２１に従って処理する。
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5.6.2.4　Ｆビットが「１」のとき

　Ｆビットが「１」に設定されたＩフレームを受信したときデータリンクレイヤエンティティがタイマ回

復状態でなければ、ＭＤＬ－エラー－表示プリミティブを発行し、Ｆビットが「０」に設定されているも

のとして処理する。

もし、タイマ回復状態であれば、

１）　タイマＴ２００を停止する。

もしインプリメントされている場合には、タイマＴ２０３を起動する。

Ｖ（Ｓ）を受信したＮ（Ｒ）の値に設定する。

相手受信ビジー状態を解除し、マルチフレーム設定状態に遷移する。

２）　もし、データリンクレイヤエンティティが自受信ビジー状態でないときに、

－送信すべきＩフレームが無ければ、データリンクレイヤエンティティはＦビットを「０」に設定

したＲＲレスポンスを送信する。または、

－送信すべきＩフレームがあれば、データリンクレイヤエンティティは、５．６．１節／ＪＴ－Ｑ

９２１で定義されるように現在のＶ（Ｒ）値をＮ（Ｒ）値に設定したＩフレームを送信する。

　３）　もし、データリンクレイヤエンティティが自受信ビジー状態であれば、Ｐビットが「０」に設定

されたＩフレーム受信として扱い、５．６．６節／ＪＴ－Ｑ９２１に従って処理する。

5.6.3　確認の送信および受信

　確認の送信および受信は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.6.4　ＲＥＪフレームの受信

　ＲＥＪフレームの受信は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.6.5　ＲＮＲフレームの受信

　ＲＮＲフレームの受信は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.6.6　データリンクレイヤの自受信ビジー状態

　データリンクレイヤの自受信ビジー状態についての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.6.7　確認待ち

　確認タイミングについての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。
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5.6.8　輻輳マネジメント

　Ｕプレーンでの輻輳は、到着するトラヒックが網のキャパシティを越えた時に発生する。それはまた、

他の原因（例えば設備の故障）でも発生し得る。網の輻輳は、スループット速度、遅延およびエンドユー

ザへのフレームの配送に影響を及ぼす。

　エンドユーザは網が輻輳状態になった場合、網に対する負荷を減らすようにする。輻輳時にエンドユー

ザが網に対する負荷を減少することが、結果的には効果的なスループットの向上になる。

　もし、ＬＡＰＦまたは、そのサブセットであるデータリンクコアサブレイヤが輻輳の起こり得る環境で

使用されている場合（例えば、フレームリレーベアラサービス）、いずれかの輻輳マネジメントの方式が

必要とされる。

　ａ）　ＬＡＰＦが用いられ、３．３節に定義されている輻輳マネジメントビットが使われていない場合、

付録Ｉ．１節に記述されている輻輳マネジメントの手順を使用することがある。

　ｂ）　データリンクレイヤ手順の有無に関わらず、３．３節に定義されているデータリンクレイヤコア

サブレイヤの輻輳マネジメントビットが用いられている場合、付録Ｉ．１節とＩ．２節に記述され

ている輻輳マネジメントの手順を、付属資料ＡのＡ．６章で示したように使用することがある。

5.7　マルチフレーム動作の再設定

　マルチフレーム動作の再設定についての基準および手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.8　異常状態の通知と回復

　異常状態は、物理レイヤエラーまたは、データリンクレイヤの手順エラーの結果生じる。

　データリンクレイヤでの異常状態の検出に続いてとられる回復に有効な誤り回復手順は本節で規定する。

　ＭＤＬ－エラー－表示プリミティブの受信後にコネクションマネジメントエンティティがとる処置は、

付録Ⅴ／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。

5.8.1　Ｎ（Ｓ）シーケンスエラー

　Ｎ（Ｓ）シーケンスエラーについての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.8.2　Ｎ（Ｒ）シーケンスエラー

　Ｎ（Ｒ）シーケンスエラーについての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.8.3　タイマ回復状態

　タイマ回復状態の定義は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で規定されている。

5.8.4　無効フレーム状態

　無効フレーム状態についての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。
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5.8.5　フレームリジェクト条件

　フレームリジェクト条件は、以下の条件のどれか１つによって発生する。

－未定義のコマンドあるいはレスポンスフィールドをもつフレームを受信したとき

－長さが正しくない監視フレーム、非番号制フレームを受信したとき

－Ｎ（Ｒ）が有効でないフレームを受信したとき

－最大長を越える情報フィールドをもつフレームを受信したとき

　マルチフレーム動作においてフレームリジェクト条件が発生すると、

データリンクレイヤエンティティは、

－ＭＤＬ－エラー－表示プリミティブを送出し、

　－オプションとして、ＦＲＭＲレスポンスフレームを相手データリンクレイヤエンティティ

に対して送信し、

－再設定を開始する（５．７．２節／ＪＴ－Ｑ９２１参照）。

　その他のフレームリジェクト条件についての手順および区切られていないフレームの検出についての情

報は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されている。

5.8.6　ＦＲＭＲレスポンスフレームの受信

　ＦＲＭＲレスポンスフレームの受信についての手順は、標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されている。

5.8.7　勧誘されないレスポンスフレーム

　勧誘されないレスポンスフレームの受信時に、取るべき処置は表５－１／ＪＴ－Ｑ９２２で定義する。

　勧誘されないＵＡレスポンスの受信により、データリンクレイヤエンティティはアドレス多重割当の可

能性があるとして、レイヤマネジメントに通知する。
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表５－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

勧誘されないレスポンスフレーム受信時の処置

勧誘されない ＴＥＩ－割当 リンク設定待 リンク解放待 マルチフレーム動作モード

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾚｰﾑ 設定モード ﾀｲﾏ回復状態

ＵＡレスポンス

Ｆ＝１

MDL－ｴﾗｰ－

表示

勧誘された 勧誘された MDL－ｴﾗｰ－表示 MDL－ｴﾗｰ－表示

ＵＡレスポンス

Ｆ＝０

MDL－ｴﾗｰ－

表示

MDL－ｴﾗｰ－

表示

MDL－ｴﾗｰ－

表示

MDL－ｴﾗｰ－表示 MDL－ｴﾗｰ－表示

ＤＭレスポンス

Ｆ＝１

無　視 勧誘された 勧誘された MDL－ｴﾗｰ－表示 再設定

MDL－ｴﾗｰ－表示

ＤＭレスポンス

Ｆ＝０

設　定 無　視 無　視 再設定

MDL－ｴﾗｰ－表示

再設定

MDL－ｴﾗｰ－表示

監視レスポンス

Ｆ＝１

無　視 無　視 無　視 MDL－ｴﾗｰ－表示 勧誘された

監視レスポンス

Ｆ＝０

無　視 無　視 無　視 勧誘された 勧誘された

Ｉレスポンス

Ｆ＝１

無　視 無　視 無　視 Ｆ＝０として扱う

MDL－ｴﾗｰ－表示

勧誘された

5.9　システムパラメータの一覧表

　以下のパラメータリストは、各々のデータリンクコネクションに対応している。デフォルトとは、他の

いかなる割当もしくはネゴシエーションが行われない場合に定義された値を用いることを意味している。

パラメータネゴシエーションの方法は、ネゴシエーション可能な以下の値のために５．４節／ＪＴ－Ｑ９

２２に記述する。

　ネゴシエーションすることができるシステムパラメータ

－Ｔ２００（５．９．１節）

－Ｎ２０１（５．９．３節）

－ｋ　　　（５．９．４節）

－Ｔ２０３（５．９．５節）
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5.9.1　タイマＴ２００

　５．６節の規定に従って、フレームの送信の終わりに起動される再送タイマ（Ｔ２００）のデフォルト

値は１．５秒である。フレームリレーベアラサービスでは、累積中継遅延（ＣＴＤ）が利用可能であるな

らば、Ｔ２００はデータリンクレイヤマネジメントによって次のように算出することができる。

ＲＴＤ＝２＊ＣＴＤ （５－１）

Ｔ２００＝ｍａｘ（３＊ＲＴＤ，　１．５秒） （５－２）

　ここで

ＣＴＤ －累積中継遅延（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３を参照）

ＲＴＤ －一巡遅延

Ｔ２００ －再送タイマ。Ｔ２００の算出における「３」は応答待ちタイマ

のタイムアウトを避けるために必要となる

ｍａｘ（ａ，ｂ） －ａまたはｂの大きい方の値

5.9.2　最大再送回数（Ｎ２００）

　最大再送回数（Ｎ２００）は、フレームの再送の最大数を確認するシステムパラメータであり、そのデ

フォルト値は３である。

5.9.3　情報フィールドの最大オクテット長（Ｎ２０１）

　情報フィールドのオクテット長のデフォルトは２６０オクテットである。その他のすべての最大値は

ユーザ・網および網間でネゴシエーションされる。

　ネゴシエーションされた最大値として１５９８オクテット以上を網がサポートすることは、ＬＡＮ間通

信のような適用形態において、ユーザ装置による分割と再組立の必要性を最小化するために強く推奨され

る。

5.9.4　アウトスタンディングＩフレームの最大数（ｋ）

　ある与えられた時間において、アウトスタンディング（すなわち確認されていない）として持てる連続

的に番号付けられたＩフレームの最大数（ｋ）は、１２７を越えないシステムパラメータである。このパ

ラメータはまた「最大ウインドウサイズ」と呼ばれる。

　１６Ｋｂｉｔ／ｓのリンクではデフォルト値は３である。６４Ｋｂｉｔ／ｓのリンクではデフォルト値

は７である。３８４Ｋｂｉｔ／ｓのリンクではデフォルト値は３２である。１．５３６Ｍｂｉｔ／ｓまた

は１．９２０Ｍｂｉｔ／ｓのリンクではデフォルト値は４０である。

5.9.5　タイマＴ２０３

　アイドルタイマ（Ｔ２０３）はフレームがやり取りされない最大時間を示し、そのデフォルト値は３０

秒である。

5.10　データリンクレイヤのモニタ機能

　データリンクのモニタ機能の動作は、標準ＪＴ－Ｑ９２１に記述されている。
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付属資料　Ａ

（標準ＪＴ－Ｑ９２２に対する）

フレームリレーベアラサービス使用のための標準ＪＴ－Ｑ９２２コア仕様

Ａ．１　概　要

　本付属資料は、フレームリレーベアラサービス使用のための標準ＪＴ－Ｑ９２２コア仕様について記述

しており、標準ＪＴ－Ｑ９２２本文との相違と、フレームリレー手順を実現するために必要な構成を明ら

かにしている｡

　本資料は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．１２２と、サービスを記述したＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．２３３で示されてい

る、フレームリレーＦＭＢＳレイヤ２手順の適切な動作のためのフレーム構成、手順の要素、フィールド

のフォーマットおよび手順を含んでいる。標準ＪＴ－Ｑ９２２コア仕様は、ＤＬ－コア－サービスユーザ

データの透過的な転送を提供する。

　注－本付属資料で定義されている標準ＪＴ－Ｑ９２２コア仕様を使用するときは、ＬＡＰＦ手順の要素

を用いても用いなくてもよい。

　本手順は、ＬＡＰＦのサブセットである。その目的は、

－ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．２３３で定義されているＬＡＰＦのコア機能を共有すること。

－任意のＩＳＤＮのチャネル上で用いられること。

－標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されているＬＡＰＤ手順と同時にＤチャネル上で動作すること。

である。データリンクの識別は、グループ信号または事前の合意により決定される。グループ信号は、付

録Ⅱ／ＪＴ－Ｑ９２２で定義されている。

　フレームリレーベアラサービスを実現するＬＡＰＦのコア機能は次のように考えられる。

－フレームの境界識別、配列、透過性

－アドレスフィールドを用いたフレームの多重化、分配

－｢０」ビットを挿入する前または除去した後に、フレームが整数個のオクテットで構成されているか

どうかの検査

－フレームが長すぎたり、短すぎないかどうかの検査

－伝送エラーの検出（エラーの回復はしない。）

－輻輳制御機能

Ａ．２　同位間通信のためのフレーム構成

Ａ.2.1　概　要

　すべてのデータリンク同位間の通信は、付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示すフォーマットのフレームで

行われる。

Ａ.2.2　フラグシーケンス

　２．２節参照。
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Ａ.2.3　アドレスフィールド

　アドレスフィールドは、付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示すように、少なくとも２オクテットで構成す

るが、オプションとして４オクテットまで拡張できる。アドレスフィールドのフォーマットは、Ａ．３．

２節で定義する。

Ａ.2.4　制御フィールド

　ＤＬ－コア－サブレイヤに見られる制御フィールドは、フレームリレーのフレーム構成には存在しない。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

フラグ

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット１

アドレスフィールド上位オクテット　注

アドレスフィールド下位オクテット

２

３

フレームリレー情報フィールド

４

Ｎ－３

フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）第１オクテット

フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）第２オクテット

Ｎ－２

Ｎ－１

フラグ

０ １ １ １ １ １ １ ０ Ｎ

　注－アドレスフィールドのデフォルト長は２オクテットである。これはユーザ・網インタフェースある

いは網間インタフェースの両者の合意により、３または４オクテットに拡張することができる。

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

フレームリレーのフレームフォーマット（２オクテットアドレスフィールド）

～
～

～
～
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Ａ.2.5　フレームリレー情報フィールド

　フレームにフレームリレー情報フィールドを持つ場合は、アドレスフィールド（Ａ．３．２節参照）の

後で、かつＦＣＳフィールド（Ａ．２．７節参照）の前に置かれる。フレームリレー情報フィールドは、

整数個のオクテットで構成される。

　フレームリレー情報フィールドの最大長は、Ａ．５．１節で定義される。

Ａ.2.6　透過性

　送信データリンクレイヤエンティティは、開始および終了フラグシーケンスの間のフレーム内容（アド

レス、情報およびＦＣＳフィールド）を調べ、すべての５個の連続する「１」ビット（ＦＣＳの最後の５

ビットを含む）の後に「０」ビットを挿入する。これは、フレーム内にフラグやアボートシーケンスがあ

ると見なされないためである。受信データリンクレイヤエンティティは、開始および終了フラグシーケン

スの間のフレーム内容を調べ、５個の連続する「１」ビットの直後の「０」ビットをすべて除去する。

Ａ.2.7　ＦＣＳフィールド

　ＦＣＳの使用法の定義は、２．７節に記述されている。

Ａ.2.8　フォーマット規定

　フォーマットと番号規定の定義は、２．８節に記述されている。

Ａ.2.9　無効フレーム

　無効フレームの定義は、２．９節に記述されている。

　長すぎるフレームを受信したとき、網は次のことができる。

－フレームを廃棄する（注参照）または、

－送信先のユーザに対してフレームの一部を送った後、フレームを廃棄する、または

－送信先のユーザに対して完全なフレームを有効なＦＣＳとともに送る。

　注－本方法は、標準ＪＴ－Ｑ９２２手順が、不正なフレームと長すぎるフレームを識別する機能をもて

ない場合があることを意味する。

　これらの動作のどれを選ぶかは、フレームリレー網装置の設計者の選択であり、標準化の対象ではない。

したがってユーザは、網がいかなる動作をとるか、あらかじめ仮定してはいけない。さらに網はオプショ

ンとして、長すぎるフレームの数または頻度が網の定めた境界値を越える場合は、フレームリレーの呼を

切断することがある。

Ａ.2.10　フレームアボート

　フレームアボートの定義とそれに対する動作は、２．１０節に述べられている。
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Ａ．３　ＤＬ－コア－サービスサブレイヤのための手順要素とフィールドフォーマット

Ａ.3.1　概要

　この付属資料に書かれている手順要素は、Ａ．６節に記述されている輻輳マネジメントのためのオプ

ション手順をインプリメントするＤＬ－コア－サービスサブレイヤによって使用される。

Ａ.3.2　アドレスフィールドフォーマット

　アドレスフィールドフォーマットを付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。このフィールドはアドレス

フィールド拡張ビット、コマンド／レスポンス指示をサポートしているエンドユーザ端末が使用するため

に予約されているビット、順方向・逆方向明示的輻輳通知ビット、廃棄可能表示、第３または第４オク

テットの「アドレスフィールド」が下位ＤＬＣＩフィールドかＤＬ－コア制御情報かを指示するビット、

データリンク.コネクション識別子（ＤＬＣＩ）フィールドを含んでいる。アドレスフィールドの最小の長

さ、およびデフォルトの長さは２オクテットであり、より大きなＤＬＣＩのアドレス範囲をサポートした

り、オプションのＤＬ－コア制御機能をサポートするために３または４オクテットに拡張することができ

る。３または４オクテットのアドレスフィールドはユーザ・網または網間の両者の合意に基づいてユー

ザ・網インタフェースあるいは網間インタフェースでサポートされる。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

デフォルト

アドレス

フィールド

（上位　ＤＬＣＩ） ＊ ＥＡ

０

（２オクテット）

（下位　ＤＬＣＩ） ＦＥ

ＣＮ

ＢＥ

ＣＮ

ＤＥ ＥＡ

１

または

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

３オクテット

（上位　ＤＬＣＩ） ＊ ＥＡ

０

アドレス

フィールド ＤＬＣＩ ＦＥ

ＣＮ

ＢＥ

ＣＮ

ＤＥ ＥＡ

０

（下位　ＤＬＣＩ）または

ＤＬ－コア制御

Ｄ／

Ｃ

ＥＡ

１
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または

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

（上位　ＤＬＣＩ） ＊ ＥＡ

０

４オクテット

アドレス

ＤＬＣＩ ＦＥ

ＣＮ

ＢＥ

ＣＮ

ＤＥ ＥＡ

０

フィールド

ＤＬＣＩ ＥＡ

０

（下位　ＤＬＣＩ）または

ＤＬ－コア制御

Ｄ／

Ｃ

ＥＡ

１

Ｄ／Ｃ　＝ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示　（Ａ．３．３．７節参照）

ＤＥ　　＝廃棄可能表示　（Ａ．３．３．５節参照）

ＥＡ　　＝アドレスフィールド拡張ビット　（Ａ．３．３．１節参照）

＊　　　＝コマンド／レスポンス識別をサポートするためのビット。コーディングは適用形態に依存

（Ａ．３．３．２節参照）

ＦＥＣＮ＝順方向明示的輻輳通知　（Ａ．３．３．３節参照）

ＢＥＣＮ＝逆方向明示的輻輳通知　（Ａ．３．３．４節参照）

ＤＬＣＩ＝データリンクコネクション識別子　（Ａ．３．３．６節参照）

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

アドレスフィールドフォーマット
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Ａ.3.3　アドレスフィールド変数

Ａ.3.3.1　アドレスフィールド拡張ビット（ＥＡ）

　ＥＡビットの定義と使用法は３．３．１節で記述されている。

Ａ.3.3.2　コマンド・レスポンスビット（Ｃ／Ｒ）

　Ｃ／ＲビットはＤＬ－コア－プロトコルでは使われていない。コーディングは適用形態に依存する。Ｄ

Ｌ－コア－プロトコルはＤＬ－コア－サービスユーザ間でＣ／Ｒビットを透過的に運ぶ。

Ａ.3.3.3　順方向明示的輻輳通知（ＦＥＣＮ）

　ＦＥＣＮビットは輻輳した網によりセットされることがあり、ユーザに輻輳回避手順が必要であること

を通知する。なおその手順はＦＥＣＮ通知を伝えるフレームと同一方向のトラヒックに適用する。ＦＥＣ

Ｎビットは受信したエンドシステムに対して、受信するフレームがリソース輻輳に遭遇したことを示すた

めに「１」に設定される。ＦＥＣＮビットはＦＥＣＮ通知を受信した輻輳方向フレームの受信側の速度調

整に使ってもよい。網またはユーザによる本ビットの設定はオプションであるが、網は本ビットをクリア

（「０」に設定）してはならない。ＦＥＣＮビットを提供しない網は本ビットを変更しないで通過させる。

本ビットの使用例は付録Ⅰ／ＪＴ－Ｑ９２２に記述されている。

Ａ.3.3.4　逆方向明示的輻輳通知（ＢＥＣＮ）

　ＢＥＣＮビットは輻輳した網によりセットされることがあり、ユーザに輻輳回避手順が必要であること

を通知する。なおその手順はＢＥＣＮ通知を伝えるフレームと逆方向のトラヒックに適用する。ＢＥＣＮ

ビットは受信したエンドシステムに対して、送信するフレームがリソース輻輳に遭遇したことを示すため

に「１」に設定される。ＢＥＣＮビットはＢＥＣＮ通知を受信した輻輳方向フレームの送信側の速度調整

に使うことができる。

　網またはユーザによる本ビットの設定はオプションであるが、網は本ビットをクリア（「０」に設定）

してはならない。ＢＥＣＮビットを提供しない網は本ビットを変更しないで通過させる。本ビットの使用

例は付録Ⅰ／ＪＴ－Ｑ９２２に記述されている。

Ａ.3.3.5　廃棄可能表示（ＤＥ）

　本ビットは、もし使用されるなら、輻輳状態の場合は他のフレームより優先して廃棄されるフレームで

あるということを示すために「１」に設定される。本ビットの網あるいはユーザによる設定はオプション

である。網は本ビットをクリア（「０」に設定）してはならない。ＤＥビットを提供しない網は本ビット

を変更しないで通過させる。輻輳時、網はフレームを廃棄する場合、ＤＥ＝１のフレームだけに限定され

ることはない。

Ａ.3.3.6　データリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）

　ＤＬＣＩは１０ビット長がデフォルトである。付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９２２に示されるように拡張ビッ

トはオプションとして長さを１６ビットまたは１７ビットまたは２３ビットに増すために使用することが

できる。最初の６ビット（上位ＤＬＣＩと認識される）の値が表３－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示される。

　次節に示されるＤ／Ｃ表示によってＤＬＣＩ長が変わることがある。

Ａ.3.3.7　ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示　（Ｄ／Ｃ）

　Ｄ／Ｃビットの定義と使用法は３．３．７節で記述されている。
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Ａ．４　ＩＳＤＮプロトコル構造におけるＤＬ－コア－プロトコルの位置づけ

　本節は、レイヤ構造におけるＤＬ－コア－プロトコルの位置づけを記述する。ＯＳＩ参照モデルの概念

（ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２００）、ＯＳＩサービス規定（ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２１０）およびＩＳＤＮプロ

トコル参照モデル（ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．３２０）が使用される。レイヤ間通信の定義および機能モデルへ

の一般的な導入は、４章／ＪＴ－Ｑ９２２で記述する。本付属資料ではＤＬ－コア－サブレイヤのサブレ

イヤ通信のための代表的なモデルも記述する。

　付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ９２２および付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９２２はＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．２３３に準拠す

るコアサービスをサポートするためのメッセージとプリミティブの関係を示すモデルである。

　Ｕプレーンレイヤ２は、さらにＤＬ－制御－サブレイヤとＤＬ－コア－サブレイヤとに分けられる。

　ＤＬ－コア－サブレイヤは、ＤＬ－コア－ＳＡＰにおいてユーザ、すなわちＤＬ－制御－サブレイヤに

対しコアサービスを提供する。

　図に示されるモデルは、フレームリレーおよびフレームスイッチの両方を包含する。フレームリレーの

場合は網側におけるＤＬ－制御－サブレイヤエンティティは存在しない。

　信号フローは、図４－２／ＪＴ－Ｑ９２２から図４－５／ＪＴ－Ｑ９２２に示されるとおりである。付

図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ９２２は、発呼アクセスおよび着呼アクセスインタフェースにおける信号フローを示

す。付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９２２は、解放アクセスおよび被解放アクセスインタフェースにおける信号フ

ローを示す。

　付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９２２は、ＬＡＰＦのコア仕様で定義されたプリミティブを示す。
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付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

プリミティブ種別

種　　別 パラメータ
一般名

要求 表示 応答 確認 優先順位識別子 ﾒｯｾｰｼﾞﾕﾆｯﾄ
ﾒｯｾｰｼﾞﾕﾆｯﾄの内容

レイヤ３　－　レイヤ２　マネジメント

M2N－割当 Ｘ － － － － Ｘ DL-CEI,DLCI（注１）

M2N－解除 Ｘ － － － － Ｘ DLCI

ＤＬ－コア－ユーザ　－　ＤＬ－コア

DL－ｺｱ－ﾃﾞｰﾀ Ｘ Ｘ － － － Ｘ 付属資料 A.4.2.2 節参照

ＤＬ－制御　－　レイヤ２　マネジメント

MDL－割当 Ｘ － － － － Ｘ DL－ｺｱ－CEI, DL－CEI

MDL－解除 Ｘ － － － － Ｘ DL－ｺｱ－CEI

ＤＬ－コア　－　レイヤ２　マネジメント

MC－割当 Ｘ Ｘ － － － Ｘ DLCI, DL－ｺｱ－CEI

MC－解除 Ｘ － － － － Ｘ DLCI

レイヤ２　－　レイヤ１

PH－ﾃﾞｰﾀ Ｘ Ｘ － － Ｘ

注２

Ｘ ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸﾚｲﾔ

同位間ﾒｯｾｰｼﾞ

Ｘ：有り　　－：無し

注１－オプショナルパラメータ。これらの値がない場合は、デフォルト値か付録Ⅲ／ＪＴ－Ｑ９２２に示

す手順を使用する。

注２－レイヤ１のための優先順位識別子はＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２１１には示されておらず、基本インタ

フェースのＤチャネルに対してのみ使用される。ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２１１は、優先順位をレイヤ

１のサービス品質パラメータとみなさない。
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注１－ＤＬ－制御－プロトコルとして、ＪＴ－Ｑ９２２プロトコル手順、その他のＣＣＩＴＴ勧告プロト

コル、ＴＴＣ標準プロトコル、あるいはＤＬ－コア－サブレイヤサービスと互換性のあるＤＬ－コ

ア－サービスユーザのようなエンドシステム間を接続するすべてのプロトコルが適用可能である。

注２－割当てられたＤＬＣＩは、「呼設定(SETUP) 」メッセージに対する最初のレスポンス中に示される。

（たとえば「呼設定受付(CALL PROC) 」メッセージ）

注３－「サービス要求」については、それ自体ＤＬ－制御－サブレイヤにより提供されるサービスに依存

するため、本標準ではこれ以上定義しない。

注４－フレームリレーのために、このＤＬ－制御－サブレイヤエンティティは、２つのエンドシステム間

のＵプレーンレイヤ２コネクションを確立した。網側（発呼側）にＤＬ－制御－サブレイヤエン

ティティが存在しないため、Ｕプレーンリンク確立に際し、Ｕプレーンレイヤ２のプロトコルデー

タユニット（ＰＤＵ）間にはいかなる衝突も発生しない。

注５－これは、「ＤＬ－コア－データ－要求」より前に「ＭＣ－割当－要求」を受信する場合を示す。さ

もなければ、ＤＬＣＩを得るために「ＭＣ－割当－表示」が発行される。

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ９２２（１／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コアサービスコネクション確立のためのプリミティブとメッセージの関係

ＣプレーンにおけるＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３手順

着呼側から

「最初の応答」（注２）

「サービス要求」（注３）

呼設定 レイヤ３

網側

開始
 レイヤ３
 ユーザ側

Ｍ２Ｎ－割当－要求 応答

（注５）

DL-SAP

DL-ｺｱ-SAP

応答確認

ＭＤＬ－割当－要求

Ｕプレーン

レイヤ２

マネジメント

ＡＳＰ

（網側）

Ｕプレーン
レイヤ２

マネジメント
ユーザ側

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

 DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

  （注４）

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｍ２Ｎ－割当－要求

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

DL-ｺｱ-SAP

ＭＣ－割当－要求 ＭＣ－割当－要求

同位エンド

システムの

DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

ＤＬ－制御－プロトコル（注１）



- 41 - ＪＴ－Ｑ９２２

注１－ＤＬ－制御－プロトコルとして、ＪＴ－Ｑ９２２プロトコル手順、その他のＣＣＩＴＴ勧告プロト

コル、ＴＴＣ標準プロトコル、あるいはＤＬ－コア－サブレイヤサービスと互換性のあるＤＬ－コ

ア－サービスユーザのようなエンドシステム間を接続するすべてのプロトコルが適用可能である。

注２－割当てられ確認されたＤＬＣＩは、「呼設定(SETUP) 」メッセージに対する最初のレスポンス中に

示される。（たとえば「呼設定受付(CALL PROC) 」メッセージ）

注３－フレームリレーのために、このＤＬ－制御－サブレイヤエンティティは、２つのエンドシステム間

のＵプレーンレイヤ２コネクションを確立した。網側（発呼側）にＤＬ－制御－サブレイヤエン

ティティが存在しないため、Ｕプレーンリンク確立に際し、Ｕプレーンレイヤ２のプロトコルデー

タユニット（ＰＤＵ）間にはいかなる衝突も発生しない。

注４－これは、「ＤＬ－コア－データ－要求」より前に「ＭＣ－割当－要求」を受信する場合を示す。さ

もなければ、ＤＬＣＩを得るために「ＭＣ－割当－表示」が発行される。

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ９２２（２／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コアサービスコネクション確立のためのプリミティブとメッセージの関係

ＣプレーンにおけるＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３手順

「最初の応答」（注２）

呼設定 レイヤ３

ユーザ側

開始

 レイヤ３

網側

Ｍ２Ｎ－割当－要求応答

（注４）

DL-SAP

DL-ｺｱ-SAP

応答確認

ＭＤＬ－割当－要求

Ｕプレーン

レイヤ２

マネジメント

ＡＳＰ

（網側）

Ｕプレーン

レイヤ２

マネジメント

ユーザ側

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

 DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

  （注３）

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｍ２Ｎ－割当－要求

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

DL-ｺｱ-SAP

ＭＣ－割当－要求ＭＣ－割当－要求

同位エンド

システムの

DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

ＤＬ－制御－プロトコル（注１）
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注１－ＤＬ－制御－プロトコルとして、ＪＴ－Ｑ９２２プロトコル手順、その他のＣＣＩＴＴ勧告プロト

コル、ＴＴＣ標準プロトコル、あるいはＤＬ－コア－サブレイヤサービスと互換性のあるＤＬ－コ

ア－サービスユーザのようなエンドシステム間を接続するすべてのプロトコルが適用可能である。

注２－「サービス解放」については、それ自体ＤＬ－制御－サブレイヤにより提供されるサービスに依存

するため、本標準ではこれ以上定義しない。「サービス解放確認」はＣプレーン内コネクションの

早めの解放を避けるために要求される。

注３－フレームリレーのために、このＤＬ－制御－サブレイヤエンティティは、２つのエンドシステム間

のＵプレーンレイヤ２コネクションを解放する。網側（被解放側）にＤＬ－制御サブレイヤエン

ティティが存在しないため、Ｕプレーンリンク解放に際し、Ｕプレーンレイヤ２のプロトコルデー

タユニット（ＰＤＵ）間にはいかなる衝突も発生しない。

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９２２（１／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コアサービスコネクション解放のためのプリミティブとメッセージの関係

ＣプレーンにおけるＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３手順

「サービス解放確認」「サービス解放」
（注２）

レイヤ３

網側

レイヤ３

ユーザ側

  開始

Ｍ２Ｎ－解除－要求

Ｍ２Ｎ－解除－要求

解放

切断

DL-SAP

DL-ｺｱ-SAP

解放完了

ＭＤＬ－解除－要求

Ｕプレーン

レイヤ２

マネジメント

ＡＳＰ

（網側）

Ｕプレーン
レイヤ２

マネジメント
ユーザ側

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

 DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

  （注３）

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

DL-ｺｱ-SAP

ＭＣ－解除－要求 ＭＣ－解除－要求

同位エンド

システムの

DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

ＤＬ－制御－プロトコル（注１）
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注１－ＤＬ－制御－プロトコルとして、ＪＴ－Ｑ９２２プロトコル手順、その他のＣＣＩＴＴ勧告プロト

コル、ＴＴＣ標準プロトコル、あるいはＤＬ－コア－サブレイヤサービスと互換性のあるＤＬ－コ

ア－サービスユーザのようなエンドシステム間を接続するすべてのプロトコルが適用可能である。

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９２２（２／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

コアサービスコネクション解放のためのプリミティブとメッセージの関係

ＣプレーンにおけるＣＣＩＴＴ　Ｑ．９３３手順

レイヤ３

網側

開始

レイヤ３

ユーザ側 Ｍ２Ｎ－解除－要求

Ｍ２Ｎ－解除－要求 解放

切断

DL-SAP

DL-ｺｱ-SAP

解放完了

ＭＤＬ－解除－要求

Ｕプレーン

レイヤ２

マネジメント

ＡＳＰ

（網側）

Ｕプレーン

レイヤ２

マネジメント

ユーザ側

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

 DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 DL－コア

－サブレイヤ

エンティティ

DL-ｺｱ-SAP

ＭＣ－解除－要求ＭＣ－解除－要求

同位エンド

システムの

DL－制御

－サブレイヤ

エンティティ

ＤＬ－制御－プロトコル（注１）
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Ａ.4.1　物理レイヤサービスによるサポート

　物理レイヤサービスはＯＳＩ物理レイヤサービス規定（ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２１１）で定義されている。

全二重（双方向同時）のポイント・ポイント同期伝送だけが使用される。オプションとしての物理レイヤ

のＰＨ－コネクション起動／停止サービスはＤＬ－コア－プロトコルをサポートするためには現在は使わ

れていない。

Ａ.4.2　ＤＬ－コア－サービス

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．２３３では、ＤＬ－コア－サブレイヤ用のレイヤサービス記述を提供している。Ｄ

Ｌ－コア－プロトコルは本レイヤサービスを提供しサポートするために使用される。

Ａ.4.2.1　プリミティブ

　ＤＬ－コア－データプリミティブは、付属資料　Ｂ／Ｉ．２３３に記述されている。

Ａ.4.2.2　パラメータ

　ＤＬ－コア－データプリミティブで使用するパラメータは、付属資料　Ｂ／Ｉ．２３３に定義されてい

る。これらのコアサービスパラメータとＤＬ－コア－プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）のマッピング

を次に示す。

コアサービスパラメータ

（CCITT 勧告 I.233 に定義）

DL－ｺｱ－ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ DL－ｺｱ－PDU ﾌｨｰﾙﾄﾞ

要　求 表　示

ＤＬ－コア－ユーザデータ Ｘ Ｘ 情報フィールド

廃棄可能性 Ｘ － 廃棄可能表示

逆方向輻輳発生 － Ｘ ＢＥＣＮ

順方向輻輳発生 － Ｘ ＦＥＣＮ

DL－ｺｱ－ｻｰﾋﾞｽﾕｰｻﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙ制御情報 Ｘ Ｘ Ｃ／Ｒビット

Ｘ：有り

－：無し

Ａ.4.2.3　手　順

Ａ.4.2.3.1　プリミティブ／フレームリレーフレームのマッピング

　ＤＬ－コア－エンティティが、ＤＬ－コア－サービスユーザからコア－データ－要求を受信した場合、

同位エンティティに対してフレームリレーフレームを送信する。

　ＤＬ－コア－エンティティが、正しいフレームリレーフレームを受信した場合、ＤＬ－コア－サービス

ユーザに対してコア－データ－表示を通知する。

Ａ.4.2.3.2　パラメータ／フィールドのマッピング

　コア－データ－要求とコア－データ－表示プリミティブのパラメータは、Ａ．４．２．２節に示される

フレームリレーフレームのフィールドに直接マッピングされる。



- 45 - ＪＴ－Ｑ９２２

Ａ.4.3　レイヤマネジメント

　付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９２２はＤＬ－コア－サブレイヤマネジメントエンティティとＤＬ－コア－サブ

レイヤエンティティ間でやりとりされるプリミティブを示す。

Ａ.4.3.1　プリミティブ

Ａ.4.3.1.1　ＭＣ－割当－要求

　ＭＣ－割当－要求プリミティブは以下の目的のために、レイヤマネジメントエンティティにより使用さ

れる。

－ＤＬ－コア－サブレイヤエンティティにＤＬ－コア－コネクションが設定されたことを通知するため

－そのコア－コネクションをサポートするために、ＤＬ－コア－エンティティ間で使用されることが認

められたＤＬＣＩを伝えるため

－ＤＬ－コア－コネクションを識別するために使用される一義的に関係づけられたＤＬ－コア－コネク

ション－エンドポイント識別子を伝えるため

－ＤＬ－コア－コネクションをサポートするために使用されるＰｈ－コネクション－エンドポイント識

別子を伝えるため

Ａ.4.3.1.2　ＭＣ－解除－要求

　ＭＣ－解除－要求プリミティブは、ＤＬ－コア－サブレイヤエンティティにＤＬＣＩが解放されたと伝

えるためにレイヤマネジメントエンティティにより使用される。

Ａ.4.3.1.3　Ｍ２Ｎ－割当

　Ｍ２Ｎ－割当プリミティブは、４．１．１．１０節／ＪＴ－Ｑ９２２に定義されている。

Ａ.4.3.1.4　Ｍ２Ｎ－解除

　Ｍ２Ｎ－解除プリミティブは、４．１．１．１１節／ＪＴ－Ｑ９２２に定義されている。

Ａ.4.3.1.5　ＭＤＬ－割当－要求

　ＭＤＬ－割当－要求プリミティブは、ＤＬ－制御－サブレイヤエンティティ内のＤＬ－コア－ＣＥＩと

ＤＬ－ＣＥＩとの間のマッピングを行う。

Ａ.4.3.1.6　ＭＤＬ－解除－要求

　ＭＤＬ－解除－要求プリミティブは、ＤＬ－ＣＥＩとＤＬ－コア－ＣＥＩとの間のマッピングを解除す

るためレイヤ２マネジメントエンティティにより使用される。

Ａ.4.3.2　パラメータ

Ａ.4.3.2.1　ＤＬＣＩ値

　ＤＬＣＩ値パラメータは、ＤＬ－コア－コネクションをサポートするＤＬ－コア－エンティティ間に使

用されることが認められたＤＬＣＩを伝える。構造および使用法は３．６節に定義する。

Ａ.4.3.2.2　ＤＬ－コア－コネクションエンドポイント識別子

　ＤＬ－コア－ＣＥＩはＤＬ－コア－コネクションを一義的に識別し、ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．２３３に定義

される。
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Ａ.4.3.2.3　ＤＬ－コネクションエンドポイント識別子

　ＤＬ－ＣＥＩは、ＤＬ－コネクションを一義的に定義する。

Ａ.4.3.2.4　Ｐｈ－コネクションエンドポイント識別子

　Ｐｈ－コネクションエンドポイント識別子は、一義的にＰｈ－コネクションを識別し、ＤＬ－コア－コ

ネクションのサポートに使用される。

Ａ.4.3.3　手　順

　固定フレームリレーベアラコネクションでは、ＤＬ－コア－コネクションのサポートによるＤＬ－コア

－プロトコル動作に関する情報はＤＬ－コア－レイヤマネジメントにより維持される。交換型フレームリ

レーベアラコネクションでは、レイヤ３がＤＬ－コア－サブレイヤに代わってＤＬ－コア－コネクション

を設定および解放する。従って、ＤＬ－コア－プロトコル動作に関する情報は、レイヤ３マネジメントに

相当するものおよびローカルなシステム環境の動作を通してＤＬ－コア－サブレイヤマネジメントにより

維持される。

Ａ.4.3.3.1　ＤＬ－コア－コネクション設定

　ＤＬ－コア－サブレイヤエンティティに対しＤＬ－コア－コネクションが設定されることを通知する必

要がある場合（交換型フレームリレー呼の設定のため、あるいは固定フレームリレーベアラコネクション

の再設定通知のため、あるいはシステム初期化のため）、ＤＬ－コア－レイヤマネジメントエンティティ

はＤＬ－コア－サブレイヤエンティティに対し、ＭＣ－割当－要求プリミティブを通知する。さらにレイ

ヤ２マネジメントエンティティは、ＤＬ－制御－サブレイヤエンティティに対しＭＤＬ－割当－要求を起

動する。

　ＤＬ－コア－サブレイヤエンティティはサポートするＰｈ－コネクション、ＤＬ－コア－ＣＥＩおよび

ＤＬＣＩ間の必要なマッピングを設定する。まだ設定していないならば、Ｐｈ－コネクション上でのフラ

グ転送を開始する。

　ＤＬ－制御－サブレイヤエンティティは、ＤＬ－コア－ＣＥＩおよびＤＬ－ＣＥＩ間の必要なマッピン

グを設定する。

Ａ.4.3.3.2　ＤＬ－コア－コネクション解放

　ＤＬ－コア－サブレイヤエンティティに対しＤＬ－コア－コネクションが解放されることを通知する必

要がある場合（交換型フレームリレー呼の解放のため、あるいは固定フレームリレーベアラコネクション

が障害であることの通知のため）、ＤＬ－コア－レイヤマネジメントエンティティはＤＬ－コア－サブレ

イヤエンティティに対し、ＭＣ－解除－要求プリミティブを、そしてＤＬ－制御－サブレイヤエンティ

ティに対し、ＭＤＬ－解除－要求を通知する。

　ＤＬ－コア－サブレイヤエンティティはサポートするＰｈ－コネクション、ＤＬ－コア－ＣＥＩおよび

ＤＬＣＩ間のいかなるマッピングも解放する。

　ＤＬ－制御－サブレイヤエンティティは、ＤＬ－コア－ＣＥＩおよびＤＬ－ＣＥＩ間のいかなるマッピ

ングも解放する。
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Ａ．５　システムパラメータの一覧表

　以下のシステムパラメータリストは、個々のフレームリレーコネクションに対応している。

Ａ.5.1　フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長（Ｎ２０３）

　フレームリレー情報フィールドのデフォルト最大オクテット長は２６２オクテットである（すなわち、

Ｎ２０１＋２）。フレームリレー情報フィールドの最小長は１オクテットである。デフォルトの最大長は

２オクテットの制御フィールドと最大２６０オクテットの情報フィールドをもち、これはＤチャネルにお

けるＬＡＰＤと互換性をもって動作するように選ばれた。他の全ての最大長は、ユーザ・網間または網間

においてネゴシエーションする（例えばＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９３３を用いる）。フレームリレー情報

フィールドの最小長は１オクテットである。１６００オクテット以上をネゴシエーションされた最大値と

して網がサポートすることは、ＬＡＮ間通信のようなアプリケーションにおいてユーザ装置による分割と

再組立の必要性を最小化するために強く推奨される。

Ａ．６　輻輳制御手順

　ユーザプレーンでの輻輳は、到着するトラヒックが網のキャパシティを越えた時に発生する。それはま

た、他の原因（例えば設備の破損）でも発生し得る。網の輻輳は、スループット速度、遅延およびエンド

ユーザにより発生するフレーム紛失に影響を及ぼす。

　エンドユーザは網が輻輳状態になった場合、網に対する負荷を減らすようにする。輻輳時にエンドユー

ザが網に対する負荷を減少することが、結果的には効果的なスループットの向上になる。

　輻輳制御は以下の機構により達成される。

　ｉ．）　輻輳回避機構、および／又は

ｉｉ．）　輻輳回復機構

　Ａ．６．２節とＡ．７節で検討する輻輳回避（注）機構は、網とユーザにおける輻輳の悪影響を最小に

するために輻輳の初期段階において使用する。

　注－ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．３７０で定義されている輻輳回避機構は、サービス品質の低下を最小にするこ

とを意図している。品質の規定は、標準ＪＴ－Ｑ９２２の範囲外である。

　Ａ．６．１節で定義する輻輳回復機構は、重輻輳と直面したときに網の機能障害を防ぐために使用する。

　輻輳回避と輻輳回復は、フレームリレー網における輻輳制御として有効であり、かつ相補的な形態であ

る。

Ａ.6.1　暗黙的輻輳検出

　暗黙的輻輳検出機構として、フレームリレー網がユーザへ何らかの通知を送ることはない。暗黙的輻輳

の検出では、フレーム紛失を検出するレイヤ２手順上に現れるイベントを用いる（例えば、標準ＪＴ－Ｑ

９２２におけるリジェクトフレームの受信、タイマ回復、等）。

　この機構の目的は、エンドユーザによる網の負荷の軽減である。ユーザによるこの軽減の使用はオプ

ションである。付録ＩのＩ．１節で、１つのアプローチ例について記述する。
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Ａ.6.2　明示的通知

　明示的通知は、輻輳回避のための手順である。明示的通知は、データ転送フェーズのプロトコルの一部

である。ユーザは明示的輻輳通知に対してリアクションをとる（すなわち、リアクションは強く望まれる

オプションである）。明示的輻輳通知にアクションをとることができないユーザは、網が生成した明示的

通知を受信し、そして無視するための能力をもつ。

　明示的輻輳通知を受信したことに対するエンドユーザのリアクションは、速度ベースである。

Ａ.6.2.1　明示的輻輳信号

　明示的輻輳信号は、順方向（フレームの送信先の方向）と、逆方向（フレームの送信元の方向）の双方

へ送信される。順方向明示的輻輳通知は、アドレスフィールド中のＦＥＣＮビットを用いることにより提

供される。逆方向明示的輻輳通知は次の２つの方法のうちの１つにより提供される。逆方向のフレームが

あるときは、適当なフレームのアドレスフィールド中のＢＥＣＮビットを用いることができる。もう１つ

の方法として、網は単一の統合リンクレイヤマネジメントメッセージを生成することがある（Ａ．７節参

照）。統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージは、Ｕプレーン物理パス上を通過する。網

によるＣＬＬＭの生成と送信はオプションである。

　全ての網は、ＦＥＣＮビットおよびＢＥＣＮビットによる輻輳通知をリセットすることなく転送する。

Ａ.6.2.2　速度減少方式

　エンドユーザが用いる特定の速度減少方式については規定しないが、付録ＩのＩ．２節で一例について

記述する。

Ａ．７　統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ

　統合リンクレイヤマネジメントメッセージは、機能情報を転送するためのＸＩＤフレームの使用に関す

るＩＳＯ８８８５の定義を基礎としている。ＣＬＬＭの生成と転送はオプションである。付図Ａ－５／Ｊ

Ｔ－Ｑ９２２および付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ９２２にＸＩＤフレームのフォーマットを示す。各パラメータ

は、型、長さ、値の順に記述される。以下の節では、統合リンクレイヤマネジメントメッセージの機能

フィールドについて記述する。全てのフィールドは一部を除き、２進符号で示してある。

Ａ.7.1　アドレスオクテット

　２オクテットのデフォルトアドレスサイズは、以下のように使用する。

　注－３または４オクテットのアドレスフィールドに対するＣＬＬＭの使用は、今後の検討課題である。

　デフォルトの２オクテットアドレスの場合、オクテット１およびオクテット２はアドレスフィールドを

意味する。アドレスフィールドの第１オクテットは、６ビットの上位ＤＬＣＩサブフィールドを含む。第

２オクテットは、４ビットの下位ＤＬＣＩサブフィールドを含む。

　ＣＬＬＭメッセージはＸＩＤレスポンスフレームに入れて送信される。Ｄチャネル上を転送される場合

を除き、ＣＬＬＭメッセージは付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ９２２に示すマネジメントＤＬＣＩにより送信され

る。この場合、輻輳表示ビットと廃棄可能表示は使用せず、「０」に設定する。Ｄチャネル上を転送され

る場合は、付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ９２２に示すように、アドレスオクテット１の第８ビットから第４ビッ

トとアドレスオクテット２の第８ビットから第２ビットを「１」に、そして第１オクテットの第３ビット

を「０」に設定した２オクテットアドレスフィールドを使用して送信する。輻輳表示ビットと廃棄可能表

示はこの場合存在しない。
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　注－Ｄチャネルアクセスを用いた半固定フレームリレーコネクションに対するＣＬＬＭの使用について

は今後の検討課題である。

　ＸＩＤフレームのオクテット１およびオクテット２はアドレスフィールドを意味し、オクテット１の第

２ビットはコマンド／レスポンスビット（Ｃ／Ｒ）である。輻輳制御適用形態としては、輻輳メッセージ

を受信した後、端末からのトラヒック輻輳を増加させるような後続フレームが生じないようにする。その

ため、ＣＬＬＭはＣ／Ｒビットを「１」に設定したＸＩＤレスポンスフレームに入れて送信する。

Ａ.7.2　制御フィールド

　オクテット３はメッセージタイプに対する制御フィールドの値を含む。これは、ＸＩＤの制御フィール

ドを意味する。

Ａ.7.3　ＸＩＤ情報フィールド

Ａ.7.3.1　フォーマット識別子フィールド

　オクテット４はフォーマット識別子フィールドである。フォーマット識別子フィールドは１オクテット

の長さとＩＳＯで定義されている。一般目的のフォーマット識別子は、ＩＳＯ８８８５によって１３０

（１０進数）の値が割り付けられている、また、これは付録Ⅲ／ＪＴ－Ｑ９２２で記述されているように、

レイヤマネジメントによってパラメータネゴシエーションのために用いられる。

Ａ.7.3.2　グループフィールド

Ａ.7.3.2.1　グループ識別子フィールド

　オクテット５はグループ識別子フィールドである。グループ識別子フィールドの値は、１５（１０進

数）であり、これはプライベートパラメータを示すためにＩＳＯ８８８５によって割り付けられている。

　注－ＩＳＯ８８８５のＤＡＭ３の文脈において、「プライベート」はＩＳＯ８８８５で定義されている

ＨＤＬＣの特定パラメータの範囲外のパラメータを意味していると解釈される。

Ａ.7.3.2.2　グループ長フィールド

　オクテット６、７はグループ長フィールドである。この１６ビットのフィールドはグループフィールド

のグループ長フィールドを除くオクテット長を示す。グループ長フィールドの最大値は、情報フィールド

の最大オクテット数が２６０であるＤチャネルの適用形態と互換性をもたせるため２５６とする。

Ａ.7.3.2.3　グループ値フィールド

　グループ値フィールドは、２つ以上のパラメータフィールドより構成される。パラメータセット識別

（パラメータ値「０」）は、ＩＳＯ８８８５／ＤＡＭ３によりグループ値フィールド内がプライベートパ

ラメータかどうかを識別する。その他のパラメータは次の順番になっている。：理由表示識別子それから

ＤＬＣＩ識別子

Ａ.7.3.3　パラメータセット識別のためのパラメータ

　パラメータセット識別のパラメータは必須であり、なければそのフレームは無視される。
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Ａ.7.3.3.1　パラメータセット識別フィールド

　オクテット８は第１パラメータのためのパラメータ識別子フィールドであり、ＩＳＯ８８８５／ＤＡＭ

３により「０」に設定される。パラメータ値「０」はこのグループ内のパラメータが、プライベートパラ

メータセットであることを識別する。

Ａ.7.3.3.2　パラメータセット識別長フィールド

　オクテット９はパラメータセット識別フィールドの長さを示し、２進符号「４」に設定される。

オクテット ビット フィールド名

８７６５４３２１

1 １１１１１０Ｒ０ アドレス　第１オクテット　（Ｒはレスポンスを示す）

2 １１１１０００１ アドレス　第２オクテット

3 １０１０１１１１ ＸＩＤ制御フィールド

4 １０００００１０ フォーマット識別子（１３０）

5 ００００１１１１ グループ識別子＝１５（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ）

6 グループ長　第１オクテット

7 グループ長　第２オクテット

8 ００００００００ パラメータ識別子＝０（パラメータセット識別子）

9 ０００００１００ パラメータ長（４）

10 ０１１０１００１ パラメータ値＝１０５（ＩＡ５コードでは　１）

11 ００１１０００１ パラメータ値＝　４９（ＩＡ５コードでは　１）

12 ００１１００１０ パラメータ値＝　５０（ＩＡ５コードでは　２）

13 ００１１００１０ パラメータ値＝　５０（ＩＡ５コードでは　２）

14 ００００００１０ パラメータ識別子＝２（理由表示識別子）

15 ０００００００１ パラメータ長＝１

16 理由表示値

17 ００００００１１ パラメータ識別子＝３（ＤＬＣＩ識別子）

18 パラメータ長

19 ＤＬＣＩ値　（１番目のＤＬＣＩのオクテット１）

20 ＤＬＣＩ値　（１番目のＤＬＣＩのオクテット２）

／ ／ ／ ／

19+2(n-1)

20+2(n-1)

19+2n

20+2n

ＤＬＣＩ値　（ｎ番目のＤＬＣＩのオクテット１）

ＤＬＣＩ値　（ｎ番目のＤＬＣＩのオクテット２）

ＦＣＳ　第１オクテット

ＦＣＳ　第２オクテット

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

２オクテットのアドレスフィールドを用いた統合リンクレイヤマネジメントメッセージ

（ＢまたはＨチャネル）
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オクテット ビット フィールド名

８７６５４３２１

1 １１１１１０Ｒ０ アドレス　第１オクテット　(SAPI=62)（Ｒはﾚｽﾎﾟﾝｽを示す）

2 １１１１１１１１ アドレス　第２オクテット　(TEI=127)

3 １０１０１１１１ ＸＩＤ制御フィールド

4 １０００００１０ フォーマット識別子（１３０）

5 ００００１１１１ グループ識別子＝１５（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ）

オクテット６から２ｎ＋１８は付図Ａー５／ＪＴ－９９２の

ＢまたはＨチャンネルについてのものと同じ。

／ ／ ／ ／

19+2n

20+2n

ＦＣＳ　第１オクテット

ＦＣＳ　第２オクテット

付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

２オクテットのアドレスフィールドを用いた統合リンクレイヤマネジメントメッセージ

（Ｄチャネル）

Ａ.7.3.3.3　パラメータ値フィールド

　オクテット１０～１３でＸＩＤフレームプライベートパラメータグループの使用方法がＣＣＩＴＴ勧告

Ｉ．１２２プライベートパラメータであることを識別する。

オクテット１０は「Ｉ」のＩＡ５値（２進符号１０５）である。

オクテット１１は「１」のＩＡ５値（２進符号４９）である。

オクテット１２と１３は「２」のＩＡ５値（２進符号５０）である。

Ａ.7.3.4　理由表示識別子のためのパラメータフィールド

　理由表示識別子は必須であり、なければフレームは無視される。

Ａ.7.3.4.1　パラメータ識別子フィールド

　オクテット１４は理由表示識別子フィールドである。理由表示識別子フィールドが「２」に設定された

時は、このパラメータに続くオクテットには理由表示識別子が入る。

Ａ.7.3.4.2　パラメータ長フィールド

　オクテット１５は理由表示識別子の長さである。このフィールドは２進符号「１」に設定する。
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Ａ.7.3.4.3　理由表示値

　オクテット１６は理由表示値である。本オクテットはメッセージの理由表示値を示している。この理由

表示はメッセージを発行したレイヤマネジメントエンティティのある輻輳した網ノードで決定されたもの

である。

ビット 理由表示

８７６５４３２１

００００００１０ トラヒックによる網輻輳　－　短時間

００００００１１ トラヒックによる網輻輳　－　長時間

０００００１１０ ファシリティまたは装置故障　－　短時間

０００００１１１ ファシリティまたは装置故障　－　長時間

００００１０１０ 保守動作　－　短時間

００００１０１１ 保守動作　－　長時間

０００１００００ 不定　－　短時間

０００１０００１ 不定　－　長時間

他のすべての値はリザーブされている。

不定の理由表示値であってもＣＬＬＭメッセージは無視されない。

　注－理由表示値は一時的状態によって送られるならば、理由表示値は「短時間」とコーディングされる

べきである。（例．秒または分オーダーでの時間が予想できる状態）そうでなければ、「長時間」

とコーディングされるべきである。使用法は網特有である。

Ａ.7.3.5　ＤＬＣＩ識別子のためのパラメータフィールド

　ＤＬＣＩ識別子が無い場合は、そのフレームは無視される。

Ａ.7.3.5.1　パラメータ識別子フィールド

　パラメータ識別子フィールド（オクテット１７）が「３」に設定された時は、このパラメータに続くオ

クテットには輻輳しているフレームリレーベアラコネクションのＤＬＣＩが入る。

Ａ.7.3.5.2　パラメータ長フィールド

　オクテット１８はオクテット中で通知されるＤＬＣＩの長さである。例えば、（ｎ）個のＤＬＣＩが通

知され、それぞれ２オクテット長の場合は、オクテットサイズは２（ｎ）倍となる。

Ａ.7.3.5.3　パラメータ値フィールド

　オクテット１９からＦＣＳオクテットまでは輻輳状態となっている論理リンク数を識別するＤＬＣＩ値

が入る。ＤＬＣＩフィールドは第１オクテットの第８ビットから第３ビットまでと、第２オクテットの第

８ビットから第５ビットまでで構成される。第１オクテットの第８ビットが最上位ビットで第２オクッ

テットの第５ビットが最下位ビットである。第１オクテットの第２ビットから第１ビットまでと第２オク

テットの第４ビットから第１ビットまではリザーブされている。

Ａ.7.4　ＦＣＳフィールド

　フレームの最終２オクテットがフレームチェックシーケンスフィールドである。
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Ａ.7.5　輻輳ノードの動作

　ノードが輻輳した時は、アドレスフィールドの順方向明示的輻輳通知と逆方向明示的輻輳通知のビット

を「１」に設定すること、および／又は　マネジメントデータリンク上の統合リンクレイヤマネジメント

メッセージを用いることで輻輳状態を通知することがある。

　明示的輻輳通知の目的は

　１．輻輳が発生したことを網入り口のノードに通知すること。これにより端のノードは網輻輳を減少さ

せる適切な処置をとることができる。

および／又は

　２．ネゴシエーションしたスループットを超過したことを送信元へ通知する。

である。

　統合リンクレイヤマネジメントメッセージには輻輳したフレームリレーベアラコネクションに関連する

ＤＬＣＩのリストが含まれる。これらのＤＬＣＩは現在動作中のもの、および動作中でない送信元に対応

する。動作中でない送信元へ通知する目的はこれらの送信元が動作中となって輻輳が増大することを避け

るためである。

　もし、全てのＤＬＣＩ情報が単一フレーム内に納まらない場合は、複数の統合リンクレイヤマネジメン

トメッセージを送ることがある。
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付属資料　Ｂ

（標準ＪＴ－Ｑ９２２に対する）

ポイント・ポイント手順のＳＤＬ

Ｂ．１　概　要

　この資料の目的は、データリンクレイヤのポイント・ポイント手順のＳＤＬ図の一例を提供し、本標準

を理解する上での手助けをする事である。

　この図では、データリンクレイヤエンティティの全ての可能な動作について記述している訳ではなく、

複雑さを最小限にするため、非分割形の表現を選んだ。ＳＤＬ図は、それゆえに、本標準の本文中にある

手順の全範囲のインプリメントを規定するものではない。手順の本文記述が最も完全で正確なものである。

　本モデルは、データリンクレイヤのポイント・ポイント手順の同位間モデルであり、全範囲のＤＬＣＩ

に対して、ユーザと網の両側のデータリンクレイヤエンティティに適用可能である。これは標準ＪＴ－Ｑ

９２１に対して用いられたものと同一であり、付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ９２１にそのモデル図を示す。

Ｂ．２　ポイント・ポイントデータリンクレイヤエンティティの状態の概観

　ポイント・ポイント手順のＳＤＬ表現は、３．４．２節／ＪＴ－Ｑ９２０の３つの基本状態を拡張した

ものに基づき、以下の８つの状態（ステート）がある。

状態１　ＴＥＩ非割当

状態２　ＴＥＩ割当待

状態３　リンク設定用ＴＥＩ割当待

状態４　ＴＥＩ割当

状態５　リンク設定待

状態６　リンク解放待

状態７　マルチフレーム設定

状態８　タイマ回復

　これらの状態の相互関係の概観図を付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。この概観図は完全な相互関係

を示すものではなく、ＳＤＬ図の紹介としてのみ示されているものである。

　全てのデータリンクレイヤエンティティは、概念的に、ＴＥＩ非割当状態（状態１）で開始され、１つ

のＤＬＣＩ値を要求するためにマネジメントエンティティと相互動作することになる。ユニットデータ要

求によって開始されるＤＬＣＩ割当ての場合には、データリンクレイヤエンティティは、ＴＥＩ割当待状

態（状態２）を経て、ＴＥＩ割当状態（状態４）へ遷移することになる。リンク設定要求により開始され

る場合には、リンク設定用ＴＥＩ割当待状態（状態３）を経て、リンク設定待状態（状態５）へと遷移す

ることになる。状態４～８においては、ユニットデータ要求に対し、データリンクレイヤが直接サービス

し得る。ＴＥＩ割当状態（状態４）でリンク設定要求を受信した場合は、リンク設定手順が開始され、リ

ンク設定待状態（状態５）への遷移が生ずることになる。ＬＡＰ設定手順の完了により、データリンクレ

イヤエンティティをマルチフレーム設定状態（状態７）へと導く。マルチフレーム設定状態（状態７）に

おいては、確認形データ転送要求に対して、手順の条件下で直接的にサービスできる。データリンクレイ

ヤエンティティ手順のフロー制御とデータ転送の両方で使用されるタイマＴ２００がタイムアウトすると、

タイマ回復状態（状態８）への遷移が開始される。タイマ回復手順の完了により、データリンクレイヤエ

ンティティはマルチフレーム設定状態（状態７）へ戻ることになる。ＳＤＬ図の状態（ステート）７と８

では、標準で定義されている以下の状態（コンディション）がみられる。
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　 (a) 　相手受信ビジー

　 (b) 　リジェクト異常

　 (c) 　自受信ビジー

　さらに、状態（ステート）の追加定義を避けるために、その他の状態（コンディション）も使用される。

相手がＬＡＰの解放を開始すると、データリンクレイヤエンティティは、直接ＴＥＩ割当状態（状態４）

にはいる。一方、リンク解放要求の場合には、解放待状態（状態６）を経由する。ＤＬＣＩ解除により、

ＴＥＩ非割当状態（状態１）へ遷移することになる。
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付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ポイント・ポイント手順の状態の概観

リンク設定要求

リンク設定要求ユニットデータ要求

リンク設定要求
ＤＬＣＩ割当

ＤＬＣＩ解除

ＤＬＣＩ割当

ＬＡＰ解放完了

リンク解放要求

リンク解放要求

相手が
ＬＡＰ解放

開始

相手が
ＬＡＰ解放

開始

相手が
ＬＡＰ設定

開始

ＬＡＰ設定
完了

T200 タイマ
タイムアウト

タイマ回復
完了

２
ＴＥＩ割当待

１
ＴＥＩ非割当

３
リンク設定用
ＴＥＩ割当待

４
ＴＥＩ割当

５
リンク設定待

７
マルチフレーム

設定

６
リンク解放待

いずれかの状態

１
ＴＥＩ非割当

８
タイマ回復
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Ｂ．３　使用シンボル一覧表

　以下のシンボルと略号が本記述内で使用される。シンボルとその意味およびその適応法の完全な記述は

ＣＣＩＴＴ　Ｚシリーズ勧告（Ｘ．１からＸ．５巻）にある。

付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＳＤＬ図内で使用する表記法

本記述法を採用したことにより、データリンクレイヤエンティティで必要

となった内部的なイベントや信号を意味している。

再送カウンタ

ＭＤＬ－エラー－表示プリミティブ内で使用されるエラーコード。エラー

コードは、付表Ｖ－１／ＪＴ－Ｑ９２２で定義されている。複数のエラー

コードが存在する場合には１つだけが採用される。

＊＊＊

　ＲＣ

（Ａ－Ｏ）

j)

k)

l)

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

i)

状態

信号受信

信号発生

信号のセーブ（新しい状態への遷移の完了までの間）

プロセス記述

判定

手順呼出

手順定義

インプリメントのオプション
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Ｂ．４　キューの使用

　データリンクレイヤエンティティの満足な記述を可能とするために、ＵＩフレームとＩフレームの転送

のための概念上のキューが明白に述べられている。これらの概念上のキューは実際には有限であるが概念

的には無限の大きさを持ち、またポイント・ポイント手順のインプリメントを制限することはない。２つ

の追加信号（「ＵＩフレームをキューにつなげ」と「Ｉフレームをキューにつなげ」）はこれらキューの

起動をサービスするために提供される。
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Ｂ．５　ＳＤＬ図

  

  

  

注－ＵＩフレームをキューにつなげのプロセスは付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２内で記述されている。

付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ９２２（１／３）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＬ－

設定－要求

ユニットデータ
をＵＩキューに
入れる

ＤＬ－ユニット

データ－要求

ＭＤＬ－

割当－表示

ＵＩフレームを

キューにつなげ

＊＊＊

注

３
リンク設定用
ＴＥＩ割当待

１

ＴＥＩ非割当

ＭＤＬ－

割当－表示

２

ＴＥＩ割当待
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注１－ＵＩフレームをキューにつなげのプロセスは付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２内で記述されている。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ９２２（２／３）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＬ－

設定－要求

ユニットデータ
をＵＩキューに
入れる

ＵＩフレームを

キューにつなげ

ＴＥＩのセーブ

＊＊＊

注１

＊＊＊

注１

３
リンク設定用
ＴＥＩ割当待

２

ＴＥＩ割当待

ＤＬ－ユニット

データ－要求

ＵＩフレームを

キューにつなげ

ＭＤＬ－

割当－要求

ＭＤＬ－

エラー－応答

ＵＩキュー廃棄

継続的

レイヤ１停止

ＵＩキュー廃棄

４

ＴＥＩ割当

１

ＴＥＩ非割当

１

ＴＥＩ非割当

２

ＴＥＩ割当待
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注１－ＵＩフレームをキューにつなげのプロセスは付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２内で記述されている。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ９２２（３／３）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＬ－

解放－表示

３
リンク設定用
ＴＥＩ割当待

３
リンク設定用
ＴＥＩ割当待

データリンク

設定

レイヤ３起動の

セット

ＵＩフレームを

キューにつなげ

＊＊＊

注１

ＤＬ－ユニット

　データ－要求

ＭＤＬ－

割当－要求

ＭＤＬ－

エラー－応答

継続的

レイヤ１停止

ユニットデータ
をＵＩキューに
入れる

ＴＥＩのセーブ ＵＩキュー廃棄 ＵＩキュー廃棄

＊＊＊

注１

ＵＩフレームを

キューにつなげ

ＤＬ－

解放－表示

１

ＴＥＩ非割当

１

ＴＥＩ非割当

５

リンク設定待
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－４／ＪＴ－Ｑ９２２（１／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

４

ＴＥＩ割当

ＤＬ－

設定－要求

ＵＩキュー廃棄
データリンク

設　定

ＤＬ－

解放－確認

ＤＭ送信

リンク
設定可

ＵＡ送信ＤＭ送信

異常状態クリア

Ｖ（Ｓ）＝０
Ｖ（Ａ）＝０
Ｖ（Ｒ）＝０

Ｎ

Ｙ

ＤＬ－

解放－要求

ＭＤＬ－

解除－要求

継続的

レイヤ１停止
ＳＡＢＭＥ受信 ＤＩＳＣ受信

ＵＩキュー廃棄 Ｆ＝Ｐ Ｆ＝Ｐ

レイヤ３起動

のセット

ＤＬ－

設定－表示

Ｔ２０３起動

４

ＴＥＩ割当

１

ＴＥＩ非割当

４

ＴＥＩ割当

４

ＴＥＩ割当

５

リンク設定待

４

ＴＥＩ割当

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－４／ＪＴ－Ｑ９２２（２／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＭ受信ＵＡ受信

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｃ、Ｄ）
Ｆ＝１

リンク
設定可

レイヤ３

起動のクリア

データリンク

設　定

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｙ

４

ＴＥＩ割当

５

リンク設定待

４

ＴＥＩ割当

４

ＴＥＩ割当
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注１－レイヤ２による再設定が起動された場合のみ生じ得る。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ９２２（１／３）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＬ－

設定－要求

Ｆ＝Ｐ
ＩおよびＵＩ

キュー廃棄

ＩおよびＵＩ

キュー廃棄
Ｉキュー廃棄

レイヤ３

起動のセット

Ｔ２００停止Ｔ２００停止

ＵＡ送信

注１ 注１

５

リンク設定待

ＤＬ－

解放－要求

ＭＤＬ－

解除－要求

継続的

レイヤ１停止

ＳＡＢＭＥ

受　信

ＤＬ－

解放－表示

ＤＬ－

解放－表示

５

リンク設定待

５

リンク設定待

４

ＴＥＩ割当

１

ＴＥＩ非割当
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ９２２（２／３）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

５

リンク設定待

ＵＡ受信ＤＩＳＣ受信

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｄ）

Ｆ＝１

Ｔ２００停止

Ｔ２０３起動

Ｆ＝Ｐ

レイヤ３
起動ＤＭ送信

Ｉキュー廃棄

ＤＬ－

設定－表示

V(S)=V(A)

Ｖ（Ｓ）＝０
Ｖ（Ａ）＝０
Ｖ（Ｒ）＝０

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

ＤＬ－

設定－確認

５

リンク設定待

５

リンク設定待

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注１－レイヤ２による再設定が起動された場合のみ生じ得る。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ９２２（３／３）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＭ受信

Ｆ＝１

ＲＣ＝ＲＣ＋１

　Ｐ＝１

Ｉキュー廃棄

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｇ）

RC＝N200

タイマＴ２００

タイムアウト

Ｉフレームを

キューにつなげ

ＤＬ－

データ－要求

レイヤ３
起動

Ｉキュー廃棄

ＳＡＢＭＥ

送　信

Ｔ２００起動
ＤＬ－

解放－表示

Ｉフレームを

キューにつなげ

Ｉキューに積む

Ｉフレームを

キューにつなげ

＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊

注１

Ｎ

Ｎ

ＮＮ

ＹＹＹ

Ｙ

５

リンク設定待

レイヤ３
起動

ＤＬ－

解放－表示

Ｔ２００停止

５

リンク設定待

４

ＴＥＩ割当

５

リンク設定待

４

ＴＥＩ割当

５

リンク設定待

５

リンク設定待
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ９２２（１／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

継続的

レイヤ１停止

ＭＤＬ－

解除－要求

Ｆ＝ＰＵＩキュー廃棄 ＵＩキュー廃棄 Ｆ＝Ｐ

ＤＭ送信

Ｆ＝１

ＤＬ－

解放－確認
ＵＡ送信

Ｔ２００停止Ｔ２００停止Ｔ２００停止

Ｎ

Ｙ

６

リンク解放待

ＳＡＢＭＥ

受　信
ＤＩＳＣ受信

ＵＡ

受　信

ＤＬ－

解放－確認

ＤＬ－

解放－確認

ＭＤＬ－ｴﾗｰ

－表示（Ｄ）

１

ＴＥＩ非割当

４

ＴＥＩ割当

４

ＴＥＩ割当

６

リンク解放待

６

リンク解放待

６

リンク解放待
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－６／ＪＴ－Ｑ９２２（２／２）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

６

リンク解放待

ＤＭ受信
タイマＴ２００

タイマアウト

Ｆ＝１
ＲＣ

＝Ｎ２００

ＤＬ－

解放－確認

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｈ）

ＲＣ＝ＲＣ＋１

Ｐ＝１

Ｔ２００停止 ＤＩＳＣ送信

Ｔ２００起動

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｙ

ＤＬ－

解放－確認

６

リンク解放待

４

ＴＥＩ割当

６

リンク解放待

４

ＴＥＩ割当
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注１－この信号の再発生はＩキューのシーケンス規則に影響を与えない。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（１／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｎ

注１

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

ＤＬ－

設定－要求

Ｉフレームを

キューにつなげ

ＤＬ－

解放－要求

ＤＬ－

データ要求

Ｉキュー廃棄
相手

受信ビジーＩキュー廃棄 Ｉキューに積む

V(S)=V(A)+k
データリンク

設　定

ＲＣ＝０

Ｐ　＝１

Ｉフレームを

キューにつなげ

次Ｉキューの

取り出し

ＤＩＳＣ

送　信

Ｐ＝０

レイヤ３起動

のセット

Ｔ２０３停止

Ｔ２００再起動

Ｉコマンド

送　信

V(S)=V(S)+1

確認保留中

のクリア

Ｔ２００
作動中

Ｔ２０３停止

Ｔ２００起動

Ｙ

Ｎ

Ｉフレームを

キューにつなげ

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

５

リンク設定待

６

リンク解放待

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（２／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

タイマＴ２０３

タイムアウト

ＲＣ＝０
問い合わせ

の送信

Ｉ及びＵＩ

キュー廃棄

Ｉコマンド

送　信

相手
受信ビジー

Ｙ

Ｎ

最終送信済み
Ｉフレームの
取り出し

V(S)=V(S)-1

Ｐ＝１

V(S)=V(S)+1

確認保留中

のクリア

Ｔ２００起動

ＲＣ＝ＲＣ＋１

ＲＣ＝０

ＭＤＬ－

解除－要求

ＤＬ－

解放－表示

Ｔ２００停止

Ｔ２０３停止

タイマＴ２００

タイムアウト

継続的

レイヤ１停止

Ｉ及びＵＩ

キュー廃棄

ＤＬ－

解放－表示

Ｔ２００停止

Ｔ２０３停止

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

問い合わせ

の送信

８

タイマ回復

１

ＴＥＩ非割当

４

ＴＥＩ割当

８

タイマ回復
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（３／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

Ｙ

Ｎ

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

ＳＡＢＭＥ

受　信
ＤＩＳＣ受信 ＵＡ受信

Ｆ＝Ｐ Ｉキュー廃棄
ＭＤＬ－エラー

－表示 (C、D)

ＵＡ送信 Ｆ＝Ｐ

異常状態

クリア
ＵＡ送信

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｆ）

ＤＬ－

解放－表示

V(S)=V(A)
Ｔ２００停止

Ｔ２０３停止

Ｉキュー廃棄

ＤＬ－

設定－表示

Ｔ２００停止

Ｔ２０３起動

Ｖ（Ｓ）＝０
Ｖ（Ａ）＝０
Ｖ（Ｒ）＝０

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

４

ＴＥＩ割当
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注１－これらの信号は本ＳＤＬ表現の範囲外で生成され、またコネクションマネジメントエンティティで

も生成され得る。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（４／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＭ受信

データリンク

設　定

注１注１

Ｙ Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｎ Ｎ

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

自受信ビジー

のセット

自受信ビジー

のクリア

Ｆ＝１ 自受信ビジー 自受信ビジー

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｅ）

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｂ）

自受信ビジー

のセット

自受信ビジー

のクリア

Ｆ＝０ Ｆ＝０

レイヤ３起動

のクリア

ＲＮＲレスポ

ンス　送信

確認保留中

のクリア

ＲＲレスポ

ンス　送信

確認保留中

のクリア

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

５

リンク設定待

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（５／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

相手受信ビジー

のクリア

ＲＲ受信

Ｙ Ｙ

Ｙ

ＹＹ

Ｙ

Ｎ Ｎ

Ｎ

ＮＮ

Ｎ

コマンド

Ｆ＝１

Ｐ＝１

問い合わせの

レスポンス

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ａ）

１
６

ＲＥＪ受信

相手受信ビジー

のクリア

コマンド

Ｐ＝１

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

問い合わせの

レスポンス

Ｆ＝１

２
６

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ａ）
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（６／12）

（ＣＣＩＴＴ－Ｔ　Ｑ．９２２）

Ｙ

ＮＮ

１
５

Ｙ

Ｙ

V(A)
≦N(R)≦

V(S)

N(R)＝V(S)

V(A)=N(R)

Ｔ２００停止

Ｔ２０３再起動

Ｎ

Ｙ

Ｎ

N(R)＝V(A)

V(A)=N(R)

Ｔ２００再起動

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

２
５

Ｎ（Ｒ）

エラー回復

V(A)=N(R)

V(A)
≦N(R)≦

V(S)

Ｔ２００停止

Ｔ２０３起動

再送の起動

５

リンク設定待

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（７／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＲＮＲ受信 ＦＲＭＲ受信

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

コマンド

相手受信

ビジーのセット

Ｐ＝１

Ｆ＝１

データリンク

設　定

Ｙ

ＮV(A)
≦N(R)≦

V(S)

V(A)＝N(R)

Ｔ２０３停止

Ｔ２００再起動

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ａ）

Ｎ（Ｒ）

エラー回復

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｋ）

レイヤ３起動

のクリア

問い合わせの

レスポンス

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

５

リンク設定待

５

リンク設定待

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注１－確認保留中のプロセスは、この付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２の（10／12）に記述されている。

注２－このＳＤＬ表現には、付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２１のオプションの手順は含まれていない。

注３－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（８／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

Ｉコマンド

受　信

注１

V(R)＝V(R)＋１

注２

＊＊＊

Ｙ

Ｎ

Ｙ

N(S)=V(R)

自受信
ビジー

Ｎ

リジェクト異常

状態のクリア

ＤＬ－

データ－表示

Ｐ＝１
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（９／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

N(R)エラー

回　復

３
８

V(A)
≦N(R)≦

V(S)
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受信ビジー

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｙ
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Ｎ

Ｙ

Ｙ
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Ｔ２０３再起動

N(R)＝V(A)

V(A)=N(R)

Ｔ２００再起動

５

リンク設定待

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（10／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

確認保留

確認保留中

のクリア

Ｆ＝０

ＲＲ送信

＊＊＊

Ｎ

Ｙ

確　認
保留中

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（11／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

７
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Ｙ
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Ｙ

Ｎ
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Ｙ

Ｎ
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確認保留中
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５

リジェクト異常
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情報の廃棄
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付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２（12／12）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）
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Ｆ＝１

Ｙ

Ｙ

Ｎ

ＮV(A)
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V(S)

ＭＤＬ－エラー
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５
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５
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Ｙ

Ｎ
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Ｙ

Ｎ
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Ｔ２０３起動
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N(R)＝V(A)
Ｙ

Ｎ

Ｔ２００再起動

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（１／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＬ－

設定－要求

Ｉフレームを

キューにつなげ

ＲＣ＝０

　Ｐ＝１

Ｉキューに

積む

Ｔ２００再起動

レイヤ３

起動のセット

Ｉキュー廃棄

データリンク

設　定

Ｉフレームを

キューにつなげ

ＤＩＳＣ

送　信

８

タイマ回復

＊＊＊

＊＊＊

ＤＬ－解放－

要求

ＤＬ－

データ－要求

Ｉキュー廃棄

８

タイマ回復

５

リンク設定待

６

リンク解放待
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（２／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

問い合わせ
の送信

最終送信済み
Ｉフレームの
取り出し

タイマＴ２００
タイムアウト

８
タイマ回復

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｙ
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V(S)=V(A)

相手
受信ビジー

V(S)=V(S)-1
Ｐ＝１

Ｉコマンド
送　信

V(S)=V(S)+1

確認保留中
のクリア

Ｔ２００起動

ＲＣ＝ＲＣ＋１

ＭＤＬ－エラー
－表示（Ｉ）

データリンク
設　定

レイヤ３起動
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ＭＤＬ－
解除－要求
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キュー廃棄

ＤＬ－
解放－表示

Ｔ２００停止

継続的
レイヤ１停止

ＩおよびＵＩ
キュー廃棄

ＤＬ－
解放－表示

Ｔ２００停止

５
リンク設定待

１
ＴＥＩ非割当

４
ＴＥＩ割当

８
タイマ回復
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（３／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＵＡ受信ＤＩＳＣ受信
ＳＡＢＭＥ

受　信

Ｉキュー廃棄

Ｆ＝Ｐ

Ｉキュー廃棄

Ｖ（Ｓ）＝０
Ｖ（Ａ）＝０
Ｖ（Ｒ）＝０

Ｔ２００停止

Ｔ２０３起動
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ＵＡ送信
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８
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ＤＬ－
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ＭＤＬ－エラー
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４
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８

タイマ回復

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定
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注１－これらの信号は本ＳＤＬ図の範囲外で生成され、またコネクションマネジメントエンティティでも

生成し得る。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（４／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＤＭ受信
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データリンク

設　定
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Ｙ

Ｎ
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－表示（Ｅ）
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Ｙ

Ｎ
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注１

自受信ビジー

Ｙ

Ｎ

自受信ビジー
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Ｆ＝０

ＲＲレスポ
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ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｂ）

５

リンク設定待

８

タイマ回復
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（５／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＲＲ受信 ＲＥＪ受信
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Ｙ Ｙ
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タイマ回復

コマンド

Ｐ＝１
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５
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７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定



ＪＴ－Ｑ９２２ - 86 -

注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（６／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）
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Ｎ
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Ｙ
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タイマ回復
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のセット

ＲＮＲ受信

Ｆ＝１

コマンド

Ｐ＝１
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≦N(R)≦
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Ｙ
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注１－確認保留のプロセスはこの付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｑ９２２の（１０／１２）に記述されている。

注２－このＳＤＬ図には、付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２１のオプション手順は含まれていない。

注３－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（７／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）
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＊＊＊
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リジェクト異常

状態のクリア

ＤＬ－

データ－表示

Ｐ＝１

Ｎ

Ｎ

Ｙ
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４
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Ｎ

Ｙ

リジェクト
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Ｎ

Ｙ

Ｆ＝Ｐ

ＲＲ送信

確認保留中

のクリア

リジェクト異常
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Ｆ＝Ｐ

ＲＥＪ送信
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８

タイマ回復
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情報の廃棄

Ｎ

Ｙ

Ｆ＝Ｐ

ＲＮＲ送信

確認保留中

のクリア
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２１（８／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

V(A)＝N(R)
N(R)エラー

回　復

４
７

V(A)
≦N(R)≦

V(S)

Ｎ

Ｙ

８

タイマ回復

５

リンク設定待
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注－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（９／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

Ｆ＝０

ＲＲ送信

＊＊＊

確認保留

８

タイマ回復

確認保留中
Ｎ

Ｙ

確認保留中

のクリア

８

タイマ回復

８

タイマ回復
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付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（１０／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

８

タイマ回復

Ｉレスポンス

受信

V(R)＝V(R)＋１

＊＊＊

Ｙ

Ｎ

Ｙ

N(S)=V(R)

自受信
ビジー

Ｎ

リジェクト異常

状態のクリア

ＤＬ－データ

－表示

確認保留中
Ｙ

Ｎ

確認保留

確認保留中

のセット

情報の廃棄

リジェクト
異常状態

Ｙ

Ｎ

Ｆ＝０

ＲＥＪ送信

確認保留中

のクリア

６

リジェクト異常

状態のセット

情報の廃棄
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注－もしデータリンクレイヤエンティティが相手受信ビジー状態にある場合は、Ｆビットに２進符号で

「１」を設定したＲＮＲレスポンスフレームを使用しなければならない。

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｑ９２２（１１／１１）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

V(A)＝N(R)

Ｆ＝１

Ｎ 注

V(A)
≦N(R)≦

V(S)

再送の起動

８

タイマ回復

６

V(A)＝N(R)

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｔ２００停止

Ｔ２０３起動

相手受信ビジー

のクリア

７

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ設定

N(R)エラー
回復

５

リンク設定待
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注１－関連状態とは以下の通りである。

４　ＴＥＩ割当

５　リンク設定待

６　リンク解放待

７　マルチフレーム設定

８　タイマ回復

注２－データリンクレイヤは上記状態のいずれか（元の状態）に戻る。

注３－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２（１／６）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

＊＊＊

＊＊＊

ＤＬ－ユニット

データ－要求

ＤＬ－ユニット

データ－表示
ＵＩキューに積む

関連状態

（注１）

ＵＩフレームを

キューにつなげ

ＵＩコマンド

受　信

キューから
ＵＩフレームを
取り出す

ＵＩフレームを

キューにつなげ
Ｐ＝０ 注２

ＵＩコマンド

送　信

注２

注２
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注１－関連状態とは以下の通りである。

７　マルチフレーム設定

８　タイマ回復

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２（２／６）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

関連状態

（注１）

制御フィールド

エラー（Ｗ）

ＭＤＬ－エラー
－表示
　(L, M, N, O)

情報フィールド

不許可（Ｘ）

レイヤ３起動

のクリア

５

リンク設定待

不正な長さ

（Ｘ）

Ｉフレームが

長すぎる（Ｙ）

データリンク

設　定
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注１－関連状態とは以下の通りである。

４　ＴＥＩ割当

５　リンク設定待

６　リンク解放待

注２－データリンクレイヤは上記の状態のいずれか（元の状態）に戻る。

注３－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２（３／６）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

関連状態

（注１）

制御フィールド

エラー（Ｗ）

情報フィールド

不許可（Ｘ）

注２

不正な長さ

（Ｘ）

Ｉフレームが

長すぎる（Ｙ）

ＭＤＬ－
エラー－表示
　(L, M, N, O)
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付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２（４／６）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＭＤＬ－エラー

－表示（Ｊ）

異常状態

のクリア

相手受信ビジー

のクリア

フレーム

リジェクト

ＲＣ＝０

Ｐ＝１

リジェクト異常

状態のクリア

レイヤ３起動

のクリア
ＳＡＢＭＥ送信

自受信ビジー

のクリア

Ｔ２００再起動

Ｔ２０３停止

確認保留中

のクリア

ＹＮ

Ｐ＝１

自受信ビジー

ＲＮＲコマンド

送　信

確認保留中

のクリア

Ｔ２００起動

ＲＲコマンド

送　信

Ｎ（Ｒ）

エラー回復

データリンク

設　定

異常状態

クリア

問い合わせ

の送信
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注１－Ｉフレームの必要な再送のために正しい信号の番号が生成されても、それらのシーケンス規則の変

化はない。

注２－この付図は、標準ＪＴ－Ｑ９２１からの変更はない。

付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２（５／６）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

＊＊＊

注１

Ｙ

Ｎ

Ｆ＝１ V(S)=N(R)

自受信ビジー
Ｙ

Ｎ

Ｉフレームを

キューにつなげ

ＲＲレスポンス

送　信

確認保留中

のクリア

V(S)= V(S)-１

Ｉキューを

逆にたどる

問い合わせの

レスポンス

ＲＮＲレスポンス

送　信

再送の起動
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付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｑ９２２（６／６）

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＦＲＭＲ

送　信

データリンク

設　定

フレーム

リジェクト

ＦＲＭＲ

オプション
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付録　Ⅰ

（標準ＪＴ－Ｑ９２２に対する）

網の輻輳への応答

Ⅰ．１　網の輻輳の暗黙的検出に応じるような動的なウィンドウサイズの使用例

　動的なウィンドウアルゴリズムとは、網の輻輳を制御する方法のことである（２台のターミナル間での

回線交換接続はこの手順を持つ必要性はない）。輻輳がはじめに検出されたときと徐々に減ってゆくとき、

アルゴリズムは、送信側データリンクレイヤエンティティの送信ウィンドウを限定する。受信データリン

クレイヤエンティティは、アルゴリズムには関与せず、また、送信データリンクレイヤエンティティの関

与している情報も必要としない。あるリンクの一方向への輻輳は、他方向への輻輳とは関係なく扱われる。

Ⅰ.1.1　操　作

　データリンクレイヤエンティティが送信ウィンドウパラメータ（ｋ）を１に設定したとき、作業用ウィ

ンドウパラメータＶ（ｋ）の値は常に１であり、そしてそのアルゴリズムを用いる必要はない。もし、

データリンクレイヤエンティティのｋが１よりも大きいなら、輻輳してないときＶ（ｋ）はｋに等しい値

を用いる。

　この輻輳制御アルゴリズムは、Ｉフレームの紛失をトリガとする。データリンクレイヤエンティティは、

次の時この紛失を検出する。

－ＲＥＪフレームを受信したとき

－タイマＴ２００がタイムアウトし、Ｐビットが１のコマンドを送信し、それに続いてＦビットが１で現

在のＶ（Ｓ）より小さいＮ（Ｒ）値のＩフレームレスポンスまたはＳフレームレスポンスを受信したと

き。

　データリンクレイヤエンティティがこれらのイベントのどちらか一方を検出したとき、Ｖ（ｋ）に以前

の値より小さい値（例えば　０．２５倍）を設定することで、動的なウィンドウアルゴリズムを起動する。

しかしながら、Ｖ（ｋ）＜１にする必要はない。

注－この値は一例である。もっと大きな値（例えば　０．５倍）を使用することができるが、この値は従

来のスループットに戻るのに必要な時間を短くしようとして、輻輳期間を長くすることになるかもし

れない。

　Ｉフレームが完全に送信され確認されると、送信ウィンドウサイズＶ（ｋ）は輻輳していない値ｋに戻

るまで少しずつ大きくされる。Ｖ（ｋ）の増加を制御するいくつかののアルゴリズムがある。一例を下記

に示す。

　ユーザはあるウィンドウ期間においてそれ以上のフレーム紛失が検出されなかった場合、ワーキング

ウィンドウサイズを１ずつ増加することができる。もし、現在のワーキングウィンドウサイズが８未満で

あれば、ユーザは全ウィンドウ期間待たなくても５フレーム受信の後、ウィンドウサイズを増加すること

ができる。

注－もしｋの値が大きいなら、ユーザは１より大きい定数分だけ任意にワーキングウィンドウを大きくす

ることができる。

　Ｖ（ｋ）が最大値ｋに達したとき動的なウィンドウアルゴリズムは終了する。
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　コネクション上で徐々に平衡状態に移行させるために、「スロースタート」メカニズムが推奨される。

初期速度は、スループットかそれ以下に設定される。これはユーザが送信を始めるときに衝撃的な負荷が

網にかかるのを避けるためである。もしコネクションが長い時間（例えば１０秒のオーダで）アイドル状

態にあったなら、送出速度はスループットかそれ以下に戻される。

Ⅰ.1.2　システムパラメータと変数の一覧

　以下に、本アルゴリズムでの付加的なシステムパラメータと変数を定義する。

1)　送信ワーキングウィンドウ（Ｖ（ｋ））

ある与えられた時間内の連続的に番号の付与されたアウトスタンディング（未確認の）Ｉフレー

ムの最大数。輻輳していないとき、Ｖ（ｋ）は、最大アウトスタンディングＩフレーム（ｋ）に

等しい。最初はＶ（ｋ）＝ｋである。

2)　動的なウィンドウステップサイズ（Ｎｗ）

Ｎｗはシステムパラメータであり、動的なウィンドウアルゴリズムにより送信ワーキングウィン

ドウが増加される前に、送信確認されていなければならないＩフレームの数である。デフォルト

値は５である。

3)　確認情報カウンタ（Ｉａ＿Ｃｔ）

このカウンタは、動的なウィンドウアルゴリズムにおいて送信ワーキングウィンドウＶ（ｋ）が

最後に調整された後に送信確認されたＩフレームの数である。

Ⅰ．２　ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮおよびＣＬＬＭ使用のためのサンプルアルゴリズム

　本節では、順方向と逆方向の輻輳表示（ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＣＬＬＭ）の設定例と、これらの表示に

対するユーザのリアクション例を示す。

Ⅰ.2.1　ＦＥＣＮの使用法

Ⅰ.2.1.1　ＦＥＣＮ受信時のユーザ動作

　ユーザは測定期間「Ｏ」を通じてＦＥＣＮがセットされたフレームの数とＦＥＣＮがクリアされたフ

レームの数とを比較する。この期間においてＦＥＣＮビットが設定されたフレームの数がクリアされたフ

レームの数と等しいかそれを越えた場合、ユーザは現在のスループットをそれまでの値の７／８（０．８

７５）に減ずる。また、ＦＥＣＮビットを設定した数がクリアした数より少ない場合、ユーザは情報速度

をそのスループットの１／１６増加することができる。

　測定期間「Ｏ」は、エンド・エンドの中継遅延のおよそ４倍に等しい。同等の効果があるなら、端末は

タイマによらない他のメカニズムを使用することができる。

　コネクション上で徐々に平衡状態に移行させるために、「スロースタート」メカニズムが推奨される。

初期速度は、スループットかそれ以下に設定される。これはユーザが送信を始めるときに衝撃的な負荷が

網にかかるのを避けるためである。もしコネクションが長い時間（例えば１０秒のオーダで）アイドル状

態にあったなら、送出速度はスループットかそれ以下に戻される。
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Ⅰ.2.1.1.1　速度ベース制御の近似としてのウインドウの使用

　速度ベース制御の近似としてウインドウベースメカニズムを使用するのが便利なインプリメントもある。

それらのインプリメントでは、その送出速度を測定できるかもしれないし、できないかもしれない。また、

接続確立中に網とネゴシエートしたスループットに合わせることができるかもしれないし、できないかも

しれない。実際の送出速度はエンド・エンドの中継遅延、アクセス速度、ウインドウサイズ、およびフ

レームサイズによって制限される。

注－速度ベース制御の近似としてのウインドウメカニズムは、フレームサイズの統計的変化が相対的に小

さい場合のみかなり正確である。

　ウインドウプロトコルを使用する場合、ユーザはＦＥＣＮへの反応として、ＦＥＣＮビットが設定され

たフレームの数とクリアされたフレームの数とを比較する。この測定期間は、現在のウインドウサイズと

等しいフレーム数が送られ確認される期間の２倍（すなわち２ウインドウ期間）である。ＦＥＣＮビット

が設定された数がクリアされた数と等しいかそれを越えた場合、ユーザはそのワーキングウインドウサイ

ズをそれまでの値の７／８（０．８７５）に減少する。しかしながらそのワーキングウインドウサイズを

１（１フレーム分）未満に減少させる必要はない。ＦＥＣＮビットが設定された数がクリアされた数より

少なくなったとき、ユーザはそのバーチャルサーキットの最大ウインドウサイズを越えない範囲で、ウイ

ンドウサイズ変数を１（１フレーム分）増加させることができる。それらの調整後、ＦＥＣＮビットの

セットカウンタとクリアカウンタはリセットされ、再び比較がはじめられる。

　ワーキングウインドウは、例えば１（１フレーム分）などの小さい値に初期設定される。これはユーザ

が送信を始めるとき、網に衝撃的な負荷がかかるのを避けるためである。もしコネクションが長い時間

（例えば１０秒のオーダで）アイドル状態にあったなら、ウインドウサイズをその初期値へ減少させるの

が適切である。コネクションが収容しうる情報速度の最大ウインドウサイズは、エンドシステムにより制

限される。ワーキングウインドウサイズは、その値を越えて調整されることはない。

　注－本アルゴリズムは、ユーザデータにウインドウ調整情報をのせて送る場合に、その確認情報が欠落

してもあまり影響を受けない。

Ⅰ.2.1.2　ＦＥＣＮを使用するユーザの暗黙的通知に対する推奨動作

　もし、ユーザがフレーム紛失を検出できるなら、これに対するリアクションが準備されるべきである。

これは、明示的輻輳通知と（相互に排他的であるというよりむしろ）相補的なものである。

　ユーザがフレーム紛失を検出すると、送出速度をそれまでの０．２５倍に抑制する。

　注－この値は一例である。もっと大きな値（例えば０．５倍）を使用することができるが、この値は従

来のスループットに戻るのに必要な期間を短くしようとして、輻輳期間を長くすることになるかもしれな

い。

　もし、網が明示的輻輳通知を提供していることが判っていて測定期間「Ｏ」の間、ＦＥＣＮビットが設

定されたフレームが受信されなければ、フレーム紛失は伝送誤りによるもので輻輳によるものでないであ

ろうことが判る。この場合は、スループットはそれまでの０．６２５倍に抑制される。

　ユーザはある測定期間においてそれ以上のフレーム紛失が検出されなかった場合、スループットを最初

にフレーム紛失を検出しなくなったときの値の０．１２５倍ずつ増加させてよい。そしてスループットが

最初にフレーム紛失を検出したときの０．５倍に達するとこの増加係数は０．６２５に変わる。これらの
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増加係数はⅠ．２．１．１節の明示的輻輳通知で規定されている増加係数で制限される。

Ⅰ.2.1.2.1　速度ベース制御の近似としてのウインドウの使用

　ユーザは、速度ベース制御の近似としてウインドウベースメカニズムを使用することができる。

　ユーザはフレームの紛失を検出すると、そのワーキングウインドウサイズを以前の値の０．２５倍また

は１の内の大きい方の値に減少させる。

　もし、網が明示的輻輳通知を提供していることが判っていて、前のウインドウ期間にＦＥＣＮビットが

セットされたフレームが受信されなければ、フレーム紛失は伝送誤りによるもので輻輳によるものではな

いであろうことが判る。この場合は、ワーキングウインドウサイズをそれまでの値の０．６２５倍または

１の内の大きい方の値に減少させる。

　ユーザは、あるウインドウ期間においてそれ以上のフレーム紛失が検出されなかった場合、ワーキング

ウインドウサイズを１ずつ増加することができる。もし、現在のワーキングウインドウサイズが８未満で

あれば、ユーザは全ウインドウ期間待たなくても５フレーム受信の後、ウインドウサイズを増加すること

ができる。これらの増加係数は、Ⅰ．２．１．１の明示的輻輳通知で規定されている増加係数で制限され

る。

Ⅰ.2.1.3　網でのＦＥＣＮビットの使用

　ＦＥＣＮビットは、切迫輻輳状態を検出した網のエンティティによってセットされることがある。本

ビットを設定するための条件は網オプションであり、以下の手順を例示する。

　フレームリレー交換システムは、システムにおけるそれぞれのキューのサイズをモニタする。切迫輻輳

の判定は網設計の問題であり、標準化の課題ではない。

Ⅰ.2.1.3.1　切迫輻輳に対する判定についてのインプリメント例

　本節は、輻輳が切迫しているかどうか網が判定に使用することができる一つの方法を記述する。切迫輻

輳の概念を説明し、ＦＥＣＮビットを用いたフィードバックループの運用における網の役割についても実

例により説明する。他にも、同様かそれ以上の結果がえられるインプリメントがあるかもしれない。

　出力回線がアイドル（キューが空）からビジー（現在のフレームを含み、キューサイズが０でない）に

なるとき、再生成サイクルが始まる。前再生成サイクルの開始から現サイクル内の現時点までの間にわ

たってキューの平均サイズが計算される。もしキューの平均サイズが閾値を越えたなら、その回線は切迫

輻輳の状態にある。キューの平均サイズが閾値以下に落ちるまでの間、ＦＥＣＮビットを全ての出力フ

レームに設定する。

　平均キュー長は以下のように計算される。

　平均キュー長＝（キューサイズ×時間間隔）／（前と今のサイクルの継続時間）

（Ⅰ－１）
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Ⅰ.2.2　ＢＥＣＮの使用法

Ⅰ.2.2.1　速度ベース制御の使用法

Ⅰ.2.2.1.1　ユーザの明示的輻輳通知に対する推奨動作

　ＢＥＣＮメカニズムを使用するためには、ステップカウント、Ｓを定義する。ＳはＢＥＣＮビットを受

信した状態にもとづいて、送信部がいつ送信速度を増加させるか、または減少させるかを決定するために

使用できる。もし、ユーザが受信フレーム数が送信された数とほぼ同じになることを期待している場合に

は（例えば、直ちにＩフレームの応答を要求するＬＡＰＤのようなプロトコルを使用している時）、逆方

向フレーム速度の順方向フレームの速度に対する比率（Ｆｂ／Ｆｆ）は１に等しい。

Ｓ＝(Ｆｂ　／Ｆｆ)((ＩＲｆ)(ＴＤ)／Ｎ２０２ｆ＋(ＩＲｂ)( ＴＤ)／Ｎ２０２ｂ)

（Ｉ－２）

ここで、

　ＩＲｆ＝(Ｔｈｆ／８)＋(Ｂｅｆ／(Ｂｅｆ＋Ｂｃｆ))(ＡＲｆ／８)

（Ｉ－３）

　ＩＲｂ＝(Ｔｈｂ／８)＋(Ｂｅｂ／(Ｂｅｂ＋Ｂｃｂ))(ＡＲｂ／８)

（Ｉ－４）

Ｓ

Ｔｈｆ

Ｔｈｂ

ＴＤ

Ｎ２０２ｆ

Ｎ２０２ｂ

ＡＲｆ

ＡＲｂ

Ｂｅｆ

Ｂｅｂ

Ｂｃｆ

Ｂｃｂ

Ｆｂ／Ｆｆ

ステップカウント

順方向スループット

逆方向スループット

エンド・エンド中継遅延

順方向最大情報フィールド長

逆方向最大情報フィールド長

順方向アクセス速度

逆方向アクセス速度

順方向超過バーストサイズ

逆方向超過バーストサイズ

順方向認定バーストサイズ

逆方向認定バーストサイズ

時間内に期待されるか、あるいは何かのインプリメントで測定された受信フレーム数

の送信フレーム数に対する比率

　ＢＥＣＮビット＝「１」のフレームが受信され、しかもユーザの送出速度がスループットよりも大きい

ならば、ユーザは送出速度をフレームリレーコネクションと合意するスループットに変更しなければなら

ない。

　ＢＥＣＮビットが設定されたＳ個の連続するフレームを受信した場合、ユーザは、送出速度を現在の速

度以下の次の「ステップ」速度に速度を変更しなければならない。次の速度減少は、さらにＢＥＣＮビッ

トが設定されたＳ個の連続したフレームを受信するまで起こさない。

　ステップ速度は、

０．６７５

０．５

０．２５

×

×

×

スループット

スループット

スループット

　である。
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　注－スループットを０．５倍未満とする必要性が起こりえないように網が設計されるならば、網のサー

ビス品質は、向上するであろう。網は、そのような必要性の発生を防ぐために他にとりうる動作

（例えば、再ルーチング）をとってもよい。

　ユーザが、速度をＢＥＣＮの受信の結果変動させたとき、ＢＥＣＮビットが解除された任意のＳ／２個

の連続したフレームを受信した後で、速度を０．１２５倍増加させることができる。

　コネクション上で徐々に平衡状態に移行させるために「スロースタート」メカニズムが推奨される。初

期速度は、スループットか、それ以下に設定される。これは、ユーザが送信を始めるときに衝撃的な負荷

が網にかかるのを避けるためである。もし、コネクションが長い時間（例えば、１０秒のオーダで）アイ

ドル状態にあったなら、送出速度はスループットか、それ以下に戻される。

Ⅰ.2.2.1.2　速度ベース制御の近似としてのウインドウの使用

　速度ベース制御の近似としてウインドウベースメカニズムを使用することが便利なインプリメントもあ

る。それらのインプリメントでは、その送出速度を測定できるかもしれないし、できないかもしれない。

また、接続確立中に網とネゴシエートしたスループットに合わせることができるかもしれないし、できな

いかもしれない。

　実際の送出速度は、エンド・エンド中継遅延、アクセス速度、ウインドウサイズ、およびフレームサイ

ズによって制限される。

　ＢＥＣＮを使用するために、ステップカウント、Ｓを定義する。Ｓは、輻輳ビットの状態に基づいて、

送信部がいつ送信速度を増加させるか、または減少させるかを決定するために使用できる。ウインドウ使

用による近似のためには、Ｓは１フレームが転送されて応答される間隔として定義する。（例えば、１ウ

インドウ期間）

　ＢＥＣＮビットが「１」に設定されたフレームを受信したならば、ユーザはワーキングウインドウサイ

ズを前の値の０．６２５倍に変更しなければならない。もし、ＢＥＣＮビットが設定されたＳ個の連続す

るフレームが続けて受信されたなら、この変更を繰りかえす。しかしながら、ウインドウサイズは１未満

に変更されることはない。

　ユーザは、ＢＥＣＮビットが解除された任意のＳ／２個の連続したフレームに続く１フレームを受信す

る毎にワーキングウインドウサイズを増加させることができる。これは、最大ウインドウサイズを超えな

い範囲で提供する。

　コネクション上で徐々に平衡状態に移行させるために「スロースタート」メカニズムが推奨される。

ワーキングウインドウは、小さな値（例えば、０．５  ×  最後に用いたワーキングウインドウサイズな

ど）に初期設定される。これはユーザが送信を始めるとき網に衝撃的な負荷がかかることを避けるためで

ある。もし、コネクションが長い時間（例えば１０秒のオーダで）アイドル状態にあったなら、ウインド

ウサイズをその初期値に設定する。

　注－速度ベース制御の近似としてウインドウメカニズムを使用することは、フレームサイズの統計的変

化が相対的に小さい場合のみかなり正確である。
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Ⅰ.2.2.2　ＢＥＣＮユーザの暗黙的輻輳通知に対する動作

Ⅰ.2.2.2.1　速度ベース制御の使用

　もし、ユーザがフレーム紛失を検出できるなら、これに対するリアクションが準備されるべきである。

これは、明示的輻輳通知と（相互に排他的であるというよりむしろ）相補的なものである。

　ユーザがフレーム紛失を検出すると、送出速度をそれまでの０．２５倍に抑制する。

　注－この値は一例である。もっと大きな値（例えば０．５倍）を使用することができるが、この値は従

来のスループットに戻るのに必要な期間を短くしようとして、輻輳期間を長くすることになるかも

しれない。

　もし、網が明示的輻輳通知を提供していることが判っていて測定期間「Ｏ」の間、ＢＥＣＮビットが

セットされたフレームが受信されなければ、フレーム紛失は伝送誤りによるもので輻輳によるものでない

であろうことが判る。この場合はスループットはそれまでの０．６２５倍に抑制される。

　ユーザが、速度をフレーム紛失の結果変動させたとき、ＢＥＣＮビットが解除された任意のＳ／２個の

連続するフレームを受信した後で、速度を０．１２５倍増加させてよい。

Ⅰ.2.2.2.2　速度ベース制御の近似としてのウインドウの使用

　ユーザは、速度ベース制御の近似としてウインドウベースメカニズムを使用することができる。

　ユーザはフレームの紛失を検出すると、そのウインドウサイズを以前の値の０．２５倍または、１の内

の大きい方の値に減少させる。

　もし、網が明示的輻輳通知を提供していることが判っていて、前のウインドウ期間にＢＥＣＮビットが

セットされたフレームが受信されなければ、フレーム紛失は伝送誤りによるもので輻輳によるものではな

いであろうことが判る。この場合は、ワーキングウインドウサイズをそれまでの値の０．６２５倍または、

１の内の大きい方の値に減少させる。

　ユーザはあるウインドウ期間においてそれ以上のフレーム紛失が検出されなかった場合、ワーキングウ

インドウサイズを１ずつ増加することができる。もし、現在のワーキングウインドウサイズが８未満であ

れば、ユーザは全ウインドウ期間待たなくても５フレーム受信の後、ウインドウサイズを増加することが

できる。これらの増加係数はＩ．２．１．１節の明示的輻輳通知で規定されている増加係数で制限される。

　注－速度ベース制御の近似としてウインドウベースのメカニズムの使用は、フレームの統計的変化が相

対的に小さい場合のみ、かなり正確である。
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Ⅰ.2.2.3　ＢＥＣＮビットを設定するための網側手順

　網は、もし可能であれば、フレーム廃棄が必要となる以前にＢＥＣＮビットを設定する。網は、このよ

うな場合ＢＥＣＮビットを設定し続け、さらに輻輳状態が解除された後、ＢＥＣＮビットを設定した送信

を数回続けることがある。

　もし輻輳状態が悪化すると、網はアクセスノードに対してスループットを超過して送信されるフレーム

を廃棄する。ある網は、ＤＥビットが「１」で示されるそれらのフレームを他のフレームに優先して廃棄

することがある。この段階で網は軽い輻輳状態であり、廃棄されないフレームに対してＢＥＣＮビットは

設定され続ける。

　もし、スループットを超過せずまたは、ＤＥビットも付加されないフレームでさえ廃棄されるほど輻輳

状態が悪化すると、重輻輳状態が発生する。網はユーザに速度の低減を助長するようＢＥＣＮを使用し続

けるとともに、さらに制御回復のための動作（例えば、復旧あるいは呼を別ルートで送る）を必要とする

ことがある。

Ⅰ.2.3　ＣＬＬＭの使用

Ⅰ.2.3.1　ＣＬＬＭ送信のための網側手順

　輻輳ノードの動作は、Ａ．７．５／ＪＴ－Ｑ９２２　で記述する。輻輳ノードは端のノードに対しても

情報を伝えておかなければならない。輻輳状態の場合、網内ノードはソースノードに対してＣＬＬＭを送

信する。ＣＬＬＭの原因コードは輻輳の理由を示し、端のノードはユーザに対して輻輳制御手順を起動す

るよう指示する。網内のいくつかのあるいは全てのノードがＣＬＬＭを送信することができるため、複数

の輻輳状態は、網を経由するユーザのフレームリレーコネクションに影響を与える。

Ⅰ.2.3.2　ＣＬＬＭ受信時のエンドユーザの推奨動作

エンドユーザがＣＬＬＭを出力することは、許可しない。

エンドユーザはＣＬＬＭを受信すると、Ｉ．２．２．１節で記述されるステップ／速度減少手順に従う。

Ⅰ.2.3.3　ＣＬＬＭユーザの暗黙的輻輳検出に対する動作

　エンドユーザの動作は、Ｉ．２．２．２節で記述されている。
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付録　Ⅱ

（標準ＪＴ－Ｑ９２２に対する）

信号の構成

グループ信号は、以下を含む。

グループ信号に関係するチャネル

　－１つの論理リンクが同一チャネル内の他の論理リンクのための信号を含む状態。：付図Ⅱ－１／ＪＴ

－Ｑ９２２参照。

マルチグループ信号に関係するチャネル

　－２つ以上の論理リンクが同一チャネル内の他の論理リンクの重複しないサブセットのための信号を含

む状態。：付図Ⅱ－２／ＪＴ－Ｑ９２２参照。

グループ信号に関係しないチャネル

　－チャネル内の１つの論理リンクが同一ファシリティのもう一つのチャネル内の論理リンクのための信

号を含む状態。ＩＳＤＮのインタフェース（標準ＪＴ－Ｉ４３０／標準ＪＴ－Ｉ４３１）では、同一

ファシリティにおけるＢチャネルまたはＨチャネル内でのリンクのＤチャネル制御を意味する。：付

図Ⅱ－３／ＪＴ－Ｑ９２２参照。

グループ信号に関係しないファシリティ＊

　－チャネル内の１つの論理リンクが異なるインタフェース上のチャネル内の論理リンクの信号を含む状

態。この信号のタイプは、グループ信号に関係しないチャネルがインタフェースで使用されない場合

のみ使用される。

：付図Ⅱ－４／ＪＴ－Ｑ９２２参照。

　＊「ファシリティ」とは、物理的転送パスを意味する。
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付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

グループ信号に関係するチャネル

リンク

チャネル

A (1)

A (2)

信　号

グループ“A”

A (3)

A (6)A (5)A (4) A (7)

A (11)A (8)

A (10)

A (12)
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付図Ⅱ－２／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

マルチグループ信号に関係するチャネル

リンク

チャネル

A (1)

信　号

グループ“A”

A (2) A (3)

B (1)A (5)A (4) B (2)

B (4)B (3)

B (5)

信　号

グループ“Ｂ”
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付図Ⅱ－３／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

グループ信号に関係しないチャネル

リンク

ファシリティ

チャネル

A (1)

A (2) A (3)

A (6)A (5)A (4) A (7)

A (11)A (8)

A (10)

A (12)

A (9)

信  号
グループ
“A”
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付図Ⅱ－４／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

グループ信号に関係しないファシリティ

リンク

ファシリティ

チャネル

A (1)

A (2) A (3)

A (6)A (5)A (4) A (7)

A (11)A (8)

A (10)

A (12)

A (9)

信　号
グループ
“A”
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付録　Ⅲ

（標準ＪＴ－Ｑ９２２に対する）

データリンクレイヤパラメータの自動ネゴシエーション

Ⅲ．１　概　要

　それぞれのデータリンクレイヤエンティティは、それに対応するデータリンクコネクションマネジメン

トエンティティを持つ。データリンクコネクションマネジメントエンティティは、正しい同位間の情報転

送のためのリンクパラメータの初期設定をおこなう。

　パラメータの初期設定の方法は、次の二つのいずれかである。

－５．９節に規定されたデフォルト値での初期設定

－同位エンティティにより与えられた値での初期設定

　後者の方法では、本付録で示すパラメータの自動ネゴシエーション手順を用いる。通常、レイヤ２のア

ドレスがマネジメントエンティティに与えられた後、レイヤマネジメントエンティティが、データリンク

コネクションマネジメントエンティティにパラメータの初期設定を要求する。

　データリンクコネクションマネジメントエンティティは、同位間通知手順を起動する。パラメータの初

期設定後、データリンクコネクションマネジメントエンティティは、レイヤマネジメントエンティティに

対して、パラメータが初期設定されたことを知らせる。そしてレイヤマネジメントエンティティは、ＭＤ

Ｌ－割当－要求を送出する。

Ⅲ．２　パラメータの初期設定

　パラメータの初期設定は、内部の初期設定手順または、データリンクレイヤパラメータの自動通知手順

により行うことができる。

Ⅲ．３　パラメータの内部初期設定

　レイヤマネジメントエンティティが、コネクションマネジメントエンティティにレイヤ２の割当てを通

知したとき、コネクションマネジメントエンティティは、リンクパラメータをデフォルト値に初期設定し

て、レイヤマネジメントに処理の終了を知らせる。

Ⅲ．４　データリンクレイヤパラメータの自動通知手順

　それぞれのデータリンクレイヤに対して、ＴＥＩ割当て状態の前に、データリンクレイヤパラメータを

同位データリンクコネクションマネジメントエンティティ間で交換できる。この手順はレイヤ２アドレス

を得た後でも起動可能である。

　データリンクコネクションマネジメントエンティティは、レイヤマネジメントエンティティからレイヤ

２アドレスを与えられた後、付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示すパラメータメッセージを持ち、Ｐビット

を「０」に設定したＸＩＤコマンドを送出し、コネクションマネジメントタイマＴＭ２０を起動する。

　ＸＩＤコマンドのＩフィールドは、その後のデータリンクレイヤ間の通信で必要とするパラメータを含

んでいる。

　このＸＩＤコマンドを受信した同位データリンクコネクションマネジメントエンティティは、サポート

できるパラメータを含み、Ｆビットを「０」に設定したＸＩＤレスポンスを送出する。
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　データリンクコネクションマネジメントエンティティが、タイマＴＭ２０がタイムアウトする前に上記

のＸＩＤレスポンスを受信したときは、タイマを停止し、レイヤマネジメントエンティティにパラメータ

の交換ができたことを知らせる。しかし、ＸＩＤレスポンスを受信する前にタイマＴＭ２０がタイムアウ

トした場合は、データリンクコネクションマネジメントエンティティは、ＸＩＤコマンドを再送し、再送

カウンタを増やしタイマＴＭ２０を再起動する。タイマＴＭ２０が再びタイムアウトした場合は、この再

送手順が繰り返される。再送カウンタがＮＭ２０となったときまたは、Ｉフィールドの長さが０のＸＩＤ

レスポンスを受信したときは、データリンクコネクションマネジメントエンティティは、レイヤマネジメ

ントエンティティにこれを通知し、パラメータをデフォルト値に初期設定する。レイヤマネジメントエン

ティティは、この状態を記録でき、データリンクレイヤエンティティにＭＤＬ－割当－要求プリミティブ

を送出する。

　タイマＴＭ２０は２．５秒、ＮＭ２０は３に設定する。

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

５ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ フォーマット識別子（ＦＩ）

６ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ グループ識別子（ＧＩ）

７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ グループ長（ＧＬ）

８ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ グループ長（ＧＬ）

９ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ＰＩ＝フレームサイズ（送信）

１０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ＰＬ＝２

１１ ２１５ ２８ ＰＶ＝送信Ｎ２０１の値

１２ ２７ ２０ ＰＶ＝送信Ｎ２０１の値

１３ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ＰＩ＝フレームサイズ（受信）

１４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ＰＬ＝２

１５ ２１５ ２８ ＰＶ＝受信Ｎ２０１の値

１６ ２７ ２０ ＰＶ＝受信Ｎ２０１の値

１７ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ＰＩ＝ウインドウサイズ（送信）

１８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＰＬ＝１

１９ ０ ２６ ２０ ＰＶ＝ｋの値

２０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ＰＩ＝再送タイマ（Ｔ２００）

２１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＰＬ＝１

２２ ２７ ２０ ＰＶ＝Ｔ２００の値＊

＊0.1 秒ずつ増加、最大値は 25.5 秒

付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

パラメータメッセージコーディング
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付録　Ⅳ

（標準ＪＴ－Ｑ９２２に対する）

ＪＴ－Ｑ９２２より上位でＯＳＩ－ＣＯＮＳを与えるためのコンバージェンスプロトコル

Ⅳ　概要

　以下の機能はＬＡＰＦより上位のプロトコルによってサポートされるように要求されている。

－分割と再組立

－リセット

－プロトコル識別子

－優先データ

－制限データ表示

　このコンバージェンスプロトコルの適正な動作のためにはＬＡＰＦの確認モードが必要である。ＯＳＩ

データ転送フェーズはエンドシステムのプロトコルによって与えられ、コネクションの確立フェーズに得

られた論理チャネル上の、データリンクレイヤの上位で動作する。このプロトコルは付属資料Ｂ／Ｉ．２

３３で記述されたサービスをサポートする。

　Ｎコネクション確立はⅣ．２．５節に記述されたリセット機能に基づいている。Ｎコネクション解放は

明白には述べてない。

Ⅳ．１　プロトコル要素

　このプロトコルは１オクテットの「プロトコル識別子フィールド」と１オクテットの「制御フィール

ド」と「データフィールド」からなる。（付図Ⅳ．１／ＪＴ－Ｑ９２２）これらのフィールドの集まりを

「プロトコルユニット」（ＰＵ）とみなす。プロトコル識別子フィールドのコーディングは適切な標準化

団体によって選択されている。（たとえばＩＳＯ／ＩＥＣ、ＪＴＣ／ＳＣ６、ＣＣＩＴＴ　ＳＧⅦ）制御

ヘッダは以下の要素からなる。

－分割フィールド（Ｓｇ）

－リセットフィールド（ＲＳＴ）

－制限データ表示フィールド（Ｑ）

－優先データ確認フィールド（ＸＣ）

－優先データ表示フィールド（Ｘ）

－ヘッダ拡張フィールド（Ｅ）
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

プロトコル識別子フィールド

Ｅ Ｘ ＸＣ Ｑ ＲＳＴ Ｓｇ 制御ヘッダ

データフィールド

付図Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

プロトコルユニット

Ⅳ.1.1　分割フィールド（Ｓｇ）

　分割フィールドはその長さがＮ３０１（Ｎ３０１はデータフィールドの最大オクテット長である）を超

えたときＮＳ利用者データを分割するのに使われる。分割フィールドは制御ヘッダのビット１と２からな

る。このフィールドは付表Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ９２２に従って解釈される。

付表Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

分割フィールドコーディング

ビット２ ビット１ 意　　　　　　　味

０

０

１

１

０

１

０

１

ＮＳ利用者データの中間セグメントの一つを含むデータフィールド

ＮＳ利用者データの開始セグメントを含むデータフィールド

ＮＳ利用者データの最終セグメントを含むデータフィールド

ＮＳ利用者データの分割していない完結したデータフィールド
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Ⅳ.1.2　リセット（ＲＳＴ）

　リセットフィールド（ＲＳＴ）は同位エンティティへのリセット指示あるいは、リセットが起きたとき

の同位エンティティに確認を与えるのに使われる。ＲＳＴフィールドは制御ヘッダのビット３とビット４

である。このフィールドは付表Ⅳ－２／ＪＴ－Ｑ９２２に従って解釈される。

付表Ⅳ－２／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

リセットフィールドコーディング

ビット４ ビット３ 意　　　　　　　味

０

０

１

１

０

１

０

１

リセット要求なし

リセット要求

リセット確認

使われていない

　ＲＳＴフィールドは「０１」に設定されるとき、データフィールドはリセットの発生元とその理由表示

に関する情報のみを含む。リセット発生元とその理由表示のフォーマットとコーディングは今後の検討課

題である。ＲＳＴフィールドが「１０」に設定されるときデータフィールドは空である。

Ⅳ.1.3　優先データ表示フィールド（Ｘ）

　優先データ表示フィールド（Ｘ）はデータフィールドが優先ＮＳ利用者データを含むことを表示するた

めに使われ、Ｘフィールドは制御ヘッダのビット７である。このフィールドは付表Ⅳ－３／ＪＴ－Ｑ９２

２に従って解釈される。Ｘフィールドが「１」に設定されるとき、データフィールドの最大長は３２オク

テットである。

付表Ⅳ－３／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

優先データ表示フィールドコーディング

ビット７ 意　　　　　　　味

０

１

優先ＮＳ利用者データでない

優先ＮＳ利用者データである
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Ⅳ.1.4　優先データ確認フィールド（ＸＣ）

　優先データ確認フィールド（ＸＣ）は優先ＮＳ利用者データの受信を確認するために使われる。ＸＣ

フィールドは制御ヘッダのビット６である。このフィールドは付表Ⅳ－４／ＪＴ－Ｑ９２２に従って解釈

される。

付表Ⅳ－４／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

優先データ確認フィールドコーディング

ビット６ 意　　　　　　　味

０

１

優先ＮＳ利用者データ確認ではない

優先ＮＳ利用者データ確認である

Ⅳ.1.5　制限データ表示フィールド（Ｑ）

　制限データ表示フィールド（Ｑ）は、ＰＵが特別な処理を要求する制限データを持つことを表示するた

めに使われる。Ｑフィールドは制御ヘッダのビット５である。このフィールドは付表Ⅳ－５／ＪＴ－Ｑ９

２２に従って解釈される。

付表Ⅳ－５／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

制限データ表示フィールドコーディング

ビット５ 意　　　　　　　味

０

１

普通ＮＳ利用者データ

制限ＮＳ利用者データ

Ⅳ.1.6　ヘッダ拡張フィールド（Ｅ）

　ヘッダ拡張フィールド（Ｅ）は現在の２オクテット以上に制御ヘッダを拡張するために使われる。Ｅ

フィールドは制御ヘッダのビット８である。このフィールドは付表Ⅳ－６／ＪＴ－Ｑ９２２に従って解釈

される。

付表Ⅳ－６／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ヘッダ拡張フィールドコーディング

ビット８ 意　　　　　　　味

０

１

制御ヘッダが拡張されている

制御ヘッダが拡張されていない

　このフィールドは「１」に設定する。制御ヘッダの拡張が必要なら、将来本標準で明記されるだろう。
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Ⅳ.1.7　システムパラメータ

本プロトコルでは、以下に示す３つのシステムパラメータが使用される。

－Ｎ３０１：最大データフィールド長

－Ｎ３００：最大再送回数

－Ｔ３００：再送タイマ

これらのパラメータのデフォルト値は以下に示すとおりである。

Ｎ３００＝３　（Ｎ２００）

Ｎ３０１＝２５８　（２６０－２）

Ｔ３００＝２秒　（＞Ｔ２００）

さらに、本プロトコルでは以下に示す３つのマーカが使用される。

　－優先－データ－送信マーカ：優先ＮＳ利用者データが送信され、受信確認を待っていることを示すた

めに使用される。

　－リセット－送信マーカ：リセットが送信され、受信確認を待っていることを示すために使用される。

　－非Ｎ－リセット－確認マーカ：ＲＳＴフィールドが「１０」または「０１」のプロトコルユニット受

信に対して、Ｎ－リセット－確認プリミティブを発行する必要がないことを示すために使用される。

これはネットワークサービス提供者がリセットを要求したときおよびリセットの衝突に対して適用さ

れる。しかしながら、「０１」に設定されたＲＳＴフィールドに対しては、Ｎ－リセット－表示プリ

ミティブが発行される　（Ⅳ．２．５節参照）。

Ⅳ．２　プロトコル手順

Ⅳ.2.1　普通データ＊

　Ｎ－データ－要求プリミティブ受信の際には、いかなるプロトコルユニットがすでに待ち合わせ状態に

あったとしても、ＮＳ利用者データを含むプロトコルユニットが送信される。ＮＳ利用者データフィール

ド長がＮ３０１オクテットを越える場合には、Ⅳ．２．４節で記述する手順によりＮＳ利用者データは分

割される。

　普通データおよびＳｇフィールドが「１１」であるＰＵ受信の際には、もし処理中のプリミティブがあ

ればこれにつづいてＮＳ利用者データを含むＮ－データ－表示プリミティブが発行される。さもなくば、

Ｎ－データ－表示プリミティブが発行される前にⅣ．２．４節で記述する手順が実行される。

＊ここでいう普通データとは、優先データでも制限データでもないＮＳ利用者データを示す。

Ⅳ.2.2　優先データ

　Ｎ－優先－データ－要求プリミティブ受信の際には、送信状態（すなわち、待ち合わせ状態のすべての

プロトコルユニット（ＰＵ）の先頭にあり、かついまだ送信完了していない状態）のＰＵがあれば、それ

につづいてＸフィールドが「１」に設定され、優先ＮＳ利用者データを含むＰＵが直ちに送信され、タイ

マＴ３００が起動されるとともに再送カウンタ（ＲＣ）が「０」に設定される。そして、以下に示す条件

に従い、優先データ送信マーカが設定されるとともに優先ＮＳ利用者データはマーカが解除されるまで一

旦蓄積される。

　－優先ＮＳ利用者データ長が３２オクテットを越える場合、優先ＮＳ利用者データは廃棄され、コネク

ション
＊＊

はⅣ．２．５節で記述する手順に従いリセットされる。

　注－優先データ転送は、エンド・エンドで行われる。

　＊＊ここでいうコネクションとは、同位エンティティ間通信の例に当たる。
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　Ｘフィールドが「１」に設定されたＰＵ受信の際には、送信状態（すなわち、待ち合わせ状態のすべて

のプリミティブの先頭にあり、かついまだ発行されていない状態）のいかなるプリミティブがあろうとも、

優先ＮＳ利用者データを含むＮ－優先－データ－表示プリミティブがただちに発行される。そしてＸＣ

フィールドが「１」に設定された優先－データ－確認が以下に示す条件に合致する最も早い機会に送信さ

れる。

　－優先ＮＳ利用者データ長が、３２オクテットを越える場合、ＰＵは廃棄され、コネクションはⅣ．２．

５節で記述する手順に従いリセットされる。

　優先データ確認は、専用のＰＵで転送されるかまたは普通、優先あるいは制限データ中に含まれる。

　ＸＣフィールドが、「１」に設定されたＰＵ受信の際には、優先－データ－送信マーカは解除される。

もし、優先－データ－送信マーカが設定されていないならば、ＰＵはＰＵのＸＣフィールドに「０」が設

定されたものとみなされ処理される。

　タイマＴ３００タイムアウトの際には、Ｘフィールドが「１」に設定されデータフィールドに優先ＮＳ

利用者データを含むＰＵが上記手順に従い再送される。再送回数がＮ３００を越えると、Ⅳ．２．５節に

記述するリセット手順が起動される。

Ⅳ.2.3　制限データ

　本プロトコルがＸ．２５とのインターワークのために使用される場合、レイヤ４を意識しない特別な

データの送信を必要としてもよい。そういった場合、そのようなデータ受信の際には、もしすでに待ち合

わせ状態にあるＰＵがあれば、それにつづいて制限データを含むＱフィールドが「１」に設定されたＰＵ

が転送される。もし、制限データ長がＮ３０１オクテットを越える場合には、Ⅳ．２．４節で記述する手

順に従い制限データが分割される。もし、制限データが分割される場合、すべてのセグメントのＱフィー

ルドは「１」に設定される。

　Ｑビットが「１」に設定されたＰＵ受信の際には、制限データはそれを処理すべき適当なエンティティ

に転送される。もし、制限データが分割される場合、Ⅳ．２．４節で記述する手順に従う。

　もし、制限データを受信可能な適当なエンティティがない場合、データフィールドの内容は廃棄される。

Ⅳ.2.4　分割と再組立

　Ｎ３０１を超える長さのＮＳ利用者データフィールド（または制限データ）を含むＮ－データ－要求プ

リミティブ（または制限データを送る要求）を受信すると、ＮＳ利用者データ（または制限データ）は、

Ｎ３０１に等しいかまたは、（十分なデータが残っていないとき）さらに小さなセグメントに分割され、

そして、以下の通りに送信される。

　－ＮＳ利用者データ（または制限データ）の最初のセグメントを含むＰＵのＳｇフィールドは「０１」

に設定される。

　－ＮＳ利用者データ（または制限データ）の中間のセグメントを含むＰＵのＳｇフィールドは「００」

に設定される。

　－ＮＳ利用者データ（または制限データ）の最後のセグメントを含むＰＵのＳｇフィールドは「１０」

に設定される。

　「０１」に設定したＳｇフィールドをもつＰＵを受信すると、再組立の手順は開始され、ＮＳ利用者

データが蓄積される。
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　「０１」または「１１」に設定したＳｇフィールドをもつＰＵを受信すると、もし前のＮＳ利用者デー

タ（または制限データ）の蓄積が途中で、まだ終了されていなければ、そのデータは廃棄され、そして、

コネクションは、Ⅳ．２．５節の手順に従ってリセットされる。

　「００」に設定したＳｇフィールドをもつＰＵを受信すると、データフィールドの内容は、次の条件に

従って蓄積されているＮＳ利用者データに付加される。

　－もしも、蓄積されているＮＳ利用者データ（または制限データ）がなければＮＳ利用者データ（また

は制限データ）セグメントは廃棄され、コネクションはⅣ．２．５節の手順に従ってリセットされる。

　－もしも、Ｑフィールドが前のセグメントのＱフィールドに一致していないならば、蓄積されたＮＳ利

用者データ（または制限データ）は廃棄され、コネクションはⅣ．２．５節の手順に従ってリセット

される。

　「１０」に設定したＳｇフィールドをもつＰＵを受信すると、データフィールドの内容は、蓄積されて

いるＮＳ利用者データに付加され、次の条件に従って（普通データの場合に）Ｎ－データ－表示プリミ

ティブが発行されるかまたは（制限データの場合に）蓄積されたデータが特別なプロトコルエンティティ

に送信される。

　－もしも、蓄積されているＮＳ利用者データ（または制限データ）がなければ、ＮＳ利用者データ（ま

たは制限データ）セグメントは廃棄され、コネクションはⅣ．２．５節の手順に従ってリセットされ

る。

　－もしも、Ｑフィールドが前のセグメントのＱフィールドに一致していないならば、蓄積されたＮＳ利

用者データ（または制限データ）は廃棄され、コネクションはⅣ．２．５節の手順に従ってリセット

される。

　分割されたＮＳ利用者データを蓄積中に「１」に設定したＸフィールドをもつＰＵが受信されたならば、

優先ＮＳ利用者データを含むＮ－優先－データ－表示プリミティブが発行され、分割されたＮＳ利用者

データの蓄積は継続される。

　もしも、ＤＬ－設定－表示プリミティブがＮＳ利用者データの再組立て中に受信されるならば、一部組

立てられたセグメントは廃棄され、ＮＳ提供者によるリセットが要求される。

Ⅳ.2.5　リセット

　リセット手順は以下のときに要求される。

　－Ｎ－リセット－要求プリミティブを受信したとき（ＮＳ利用者がリセットを要求する。）

　－情報転送状態中に、ＤＬ－設定－表示プリミティブを受信したとき（ＮＳ提供者がリセットを要求す

る。）

　－プロトコルエラーまたは誤った制御ヘッダフィールドを検出したとき

　リセット手順が起動されると、送信中のＰＵがあればそれらは廃棄され、タイマＴ３００が起動され、

ＲＣは「０」にセットされ、すべての存在しているキューやレジスタはクリアされ、「０１」（リセット

要求）に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵが送信され、リセット送信マーカが設定される。そして、

リセット送信マーカがクリアされるまで、「１０」に設定されたＲＳＴフィールドを持たないＰＵの受信

があればそれらは廃棄される。ＮＳ提供者がリセットを要求した場合、非Ｎ－リセット－確認マーカが設

定される。

　アウトスタンディングリセットが無い間に「０１」に設定したＲＳＴをもつＰＵを受信すると、すべて

のタイマは停止し、すべての存在するキューやレジスタはクリアされ、そしてＮ－リセット－表示プリミ

ティブが発行される。もしも、ＰＵのデータフィールドが認識できない発生元および／又は理由表示の

フィールドを含むならば、Ｎ－リセット－表示プリミティブの中の発生元と理由表示に対するパラメータ

は定義されないが、Ｎ－リセット－表示プリミティブ発行の一連の動作は有効である。
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　Ｎ－リセット－応答プリミティブを受信すると、「１０」に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵが最

も早い機会に送信される。

　「１０」に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵを受信すると、タイマＴ３００が停止され、リセット

送信マーカがクリアされそして、

　－もし、非Ｎ－リセット－確認マーカが設定されていないならばＮ－リセット－確認プリミティブが最

も早い機会に発行され、

　－もし、非Ｎ－リセット－確認マーカが設定されているならば、プリミティブは発行されない。（Ⅳ．

１．７節参照）

　以上については次の条件に従う。

　－もし、データフィールドがＰＵの中に含まれているならばＰＵは廃棄されコネクションはリセットさ

れる。

　タイマＴ３００がタイムアウトする時、「０１」に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵは送信され、

タイマＴ３００が再起動され、ＲＣは増加され、リセット送信マーカが設定される。もしＲＣが最大許可

値（Ｎ３００）に達したならば、コネクションは解放される。

　ＲＳＴフィールドが「１１」に設定されて受信された任意のＰＵ（プロトコルエラー）は廃棄され、コ

ネクションはリセットされる。

　通信開始時の同期のため、または、あるエラー状態の発生後の再同期のため、コネクションはリセット

される。「０１」に設定したＲＳＴフィールドをもつ１つのプロトコルユニットが送信され、タイマＴ３

００が起動される。そして、ＮＳ提供者がリセットを要求した事実を反映するためリセット送信マーカと

非Ｎ－リセット－確認マーカが設定される。通信開始時において、Ｎ－リセット－表示プリミティブは発

行されない（注）が、これと異なる状態では、Ｎ－リセット－表示プリミティブが発行される。

　注－通信開始時において、図５／ＣＣＩＴＴ　Ｘ．２１３によれば、ＮＣエンドポイントは状態２にあ

る。Ｎ－リセットプリミティブはこの状態において許可されていない。

　もしも、Ｎ－リセット－要求プリミティブが「０１」に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵと同時に

受信されるならば、すべてのタイマは停止され、存在するすべてのキューとレジスタがクリアされ、Ｎ－

リセット－確認プリミティブが発行され、そして「１０」に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵが送信

される。

　もしも、「０１」に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵを送信した後（しかしこれが確認される前

に）「０１」に設定したＲＳＴをもつＰＵが受信されるならば、リセットの衝突が発生する。そして、

「１０」に設定したＲＳＴフィールドをもつＰＵが送信される。リセット送信マーカはクリアされ、Ｎ－

リセット－確認プリミティブが発行され、そして、タイマＴ３００は、「１０」に設定したＲＳＴをもつ

ＰＵを受信した後に停止される。

Ⅳ.2.6　ヘッダエラー条件

　付表Ⅳ－７／ＪＴ－Ｑ９２２は、制御ヘッダオクテットの全ての可能なコーティングを示している。

「Ｃ」マークは制御ヘッダの正しい使用を表示している。「ｏ」マークは、フィールド（列または行）の

コーディングがこのプロトコルでは許可されていないことを表示するのに使われている。ë マークは、交

差する行と列が不適当なコーディングであることを表示している。

　不適当にコーディングされた（すなわち「ｏ」または「ë」）制御ヘッダをもつＰＵが受信されたとき、

ＰＵは廃棄され、コネクションはⅣ．２．５の手順に従ってリセットされる。
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付表Ⅳ－７／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

可能な制御ヘッダの組合せ
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Ｑ
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Ｘ
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ＲＳＴ
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Ｃ
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Ｃ

Ｃ
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Ｃ
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Ｃ
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Ｃ
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ｏ
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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Ｃ
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Ｃ

Ｃ
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Ｃ
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Ｃ
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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ë

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ë
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Ｃ
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ë

Ｃ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

Ｃ

ｏ
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制御ヘッダの正しい使用

許可されていないコーディング

制御ヘッダフィールドの誤った使用
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付録　Ⅴ

（標準ＪＴ－Ｑ９２２に対する）

基本状態でのＭＤＬ－エラー－表示の発生

Ⅴ．１　概　要

　ＭＤＬ－エラー－表示プリミティブが発生するエラー状況を付表Ｖ－１／ＪＴ－Ｑ９２２に示す。この

プリミティブはエラー状況を発生したデータリンクレイヤコネクションマネジメントエンティティに通知

する。エラーパラメータは、特定のエラー状態を記述したエラーコードを含んでいる。

　本付録は付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２１に記述されているＲＥＪレスポンスフレームの再送については適用さ

れない。

Ⅴ．２　付表Ｖ－１／ＪＴ－Ｑ９２２の構成

　「エラーコード」欄はＭＤＬ－エラー－表示プリミティブのパラメータに含まれる各状況を示している。

　「対応状態」と「エラー条件」と題した欄は特定のプロトコルエラーイベントとＭＤＬ－エラー－表示

プリミティブが発生したデータリンクレイヤの基本状態を記述している。

　エラー条件の記述において、レイヤマネジメントエンティテイによって実行される処置についてはイン

プリメント依存である。「インプリメント依存」とはレイヤマネジメントが報告されたエラーイベントを

記録（蓄積）するエラーカウンタのどのような形式を取り入れるかはオプションであるという意味である。

もし処置が取られた場合には、レイヤマネジメントはデータリンクレイヤが復旧処理をするか考慮しなけ

ればならない。
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付表Ｖ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

（ＣＣＩＴＴ　Ｑ．９２２）

ＭＤＬ－エラー－表示

エラー種別 エラーコード エラー条件 対応状態

（注１）

Ａ 監視フレーム（Ｆ＝１） 7

Ｂ ＤＭ（Ｆ＝１） 7,8

勧誘されないレス Ｃ ＵＡ（Ｆ＝１） 4,7,8

ポンス受信 Ｄ ＵＡ（Ｆ＝０） 4,5,6,7,8

Ｅ ＤＭレスポンス受信

（Ｆ＝０）

7,8

相手起動の再起動 Ｆ ＳＡＢＭＥ 7,8

再送失敗 Ｇ ＳＡＢＭＥ 5

（Ｎ２００回数） Ｈ ＤＩＳＣ 6

Ｉ 状態問い合わせ 8

Ｊ Ｎ（Ｒ）異常 7,8

Ｋ ＦＲＭＲレスポンス受信 7,8

その他 Ｌ 未定義フレーム受信 4,5,6,7,8

Ｍ

（注２）

Ｉフィールドの許されないフ

レーム受信

4,5,6,7,8

Ｎ 不正長フレーム受信 4,5,6,7,8

Ｏ Ｎ２０１エラー 4,5,6,7,8

注１－対応状態の記述については、付属資料Ｂ参照。

注２－5.8.5 節より、このエラーコードは決して発生しない。
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略語一覧

ＢＥＣＮ Backward explicit congestion notification

Ｃ／Ｒ Command/response field bit

ＣＥＩ Connection endponit identifier

ＣＬＬＭ Consolidated Link Layer Management

ＣＴＤ Cumulative transit delay

Ｄ／Ｃ DLCI/Data link core control indicator

ＤＥ Discard eligibility indicator

ＤＩＳＣ Disconnect

ＤＬ－ Communication between Layer 3 and data link layer

ＤＬ－ＣＯＲＥ Communications between the DL-CORE user and the DL-CORE

ＤＬＣＩ Data link connection identifier

ＤＭ Disconnected mode

Ｅ Expansion field of OSI header

ＥＡ Extended address field bit

ＦＣＳ Frame check sequence

ＦＥＣＮ Forward explicit congestion notification

ＦＩ Format identifier

ＦＭＢＳ Frame mode bearer service

ＦＲＭＲ Frame reject

ＧＩ Group identifier

ＧＬ Group length

Ｉ Information

ＩＳＤＮ Integrated Service Digital Network

ＩＳＯ International Standards Organization

ｋ Maximum number of outstanding I frames

Ｌ１ Layer1

Ｌ２ Layer2

Ｌ３ Layer3

ＬＡＮ Local area network

ＬＡＰＤ Link access procedure on the D-channel

ＬＡＰＦ Link access procedure for frame mode bearer service

Ｍ Modifier function bit

Ｍ２Ｎ Communication between Layer 3 and Layer 2

ＭＣ Communication between DL-CORE and layer 2 management

ＭＤＬ－ Communication between management entity and the data link layer

Ｎ（ｃ） Network layer for the control plane

Ｎ（Ｒ） Receive sequence number

Ｎ（Ｓ） Send sequence number

Ｎ（ｕ） Network layer for the user plane

ＯＳＩ Open systems interconnection

Ｐ／Ｆ Poll/Final bit
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ＰＤＵ Protocol data unit

ＰＨ－ Communication between data link layer and physical layer

ＰＩ Parameter identifier

ＰＬ Parameter length

ＰＵ Protocol unit

ＰＶ Parameter value

Ｑ Qualified data indication field

ＲＣ Retransmission counter

ＲＥＣ Receiver

ＲＥＪ Reject

ＲＮＲ Receiver not ready

ＲＲ Receiver ready

ＲＳＴ Reset field

ＲＴＤ Round trip delay

Ｓ Supervisory

ＳＡＢＭＥ Set asynchronous balanced mode extended

ＳＡＰ Service access point

ＳＣＦ Synchronization and convergence function

Ｓｇ Segmentation field

ＳＲＥＪ Selective reject

Ｓｕ Supervisory function bit

ＴＥＩ Terminal endpoint identifier

ＴＸ Transmit

Ｕ Unnumbered

ＵＡ Unnumbered acknowledgement

ＵＩ Unnumbered information

Ｖ（Ａ） Acknowledge state variable

Ｖ（ｋ） Current working window size

Ｖ（Ｍ） Recovery state variable

Ｖ（Ｒ） Receive state variable

Ｖ（Ｓ） Send state variable

Ｘ Expedited data indication field

ＸＣ Expedited data confirmation field

ＸＩＤ Exchange identification
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用語一覧

［Ａ］

access rate アクセス速度

acknowledgement 確認

active 通信中

activity アクティビティ

address field アドレスフィールド

Address field Extension Bit(EA) アドレスフィールド拡張ビット

ANNEX 付属資料

APPENDIX 付録

assign 割当

awaiting establishment state リンク設定待状態

awaiting release state 解放待状態

［Ｂ］

Backward Explicit Congestion Notification(BECN) 逆方向明示的輻輳通知

bearer service ベアラサービス

bit rate ビットレート（ビット速度）

［Ｃ］

cause 理由表示

channel チャネル

collapse 崩壊

Command Response Bit(C/R) コマンド／レスポンスビット

committed burst size 認定バーストサイズ

confirm 確認

congestion avoidance 輻輳回避

congestion control 輻輳制御

congestion recovery 輻輳回復

control field 制御フィールド

convergence function コンバージェンス機能

convergence protocol コンバージェンスプロトコル

cumulative transit delay(CTD) 累積中継遅延

［Ｄ］

data link connection identifier(DLCI) データリンクコネクション識別子

data link layer データリンクレイヤ

default デフォルト

demand 交換型

discard eligibility 廃棄可能性

Discard Eligibility Flag(DE) 廃棄可能表示

DL-CONTROL ＤＬ－制御

DL-CORE ＤＬ－コア

DL-data-indication ＤＬ－データ－表示

DL-data-request ＤＬ－データ－要求
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DL-establish-confirm ＤＬ－設定－確認

DL-establish-indication ＤＬ－設定－表示

DL-establish-request ＤＬ－設定－要求

DL-release-confirm ＤＬ－解放－確認

DL-release-indication ＤＬ－解放－表示

DL-release-request ＤＬ－解放－要求

DL-unitdata-request ＤＬ－ユニットデータ－要求

DLCI/DL-core control indicator(D/C) ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示

［Ｅ］

entity エンティティ

exception condition 異常状態

excess burst size 超過バーストサイズ

expedited data 優先データ

expedited data confirmation field 優先データ確認フィールド

expedited data indication field 優先データ表示フィールド

expedited NS-user-data 優先ＮＳ利用者データ

extension bit 拡張ビット

［Ｆ］

Forward Explicit Congestion Notification(FECN) 順方向明示的輻輳通知

frame mode bearer service(FMBS) フレームモードベアラサービス

frame-relaying フレームリレー

frame-switching フレームスイッチ

［Ｇ］

group signaling グループ信号

［Ｈ］

header expansion field ヘッダ－拡張フィールド

［Ｉ］

imminent congestion 切迫輻輳

implicit congestion detection 暗黙的輻輳検出

indication 表示

invalid 無効

［Ｌ］

link access procedure リンクアクセス手順

link access procedure for frame mode bearer service(LAPF) フレームモードベアラサービスのためのリンクア

クセス手順

link access procedure on the D-channel(LAPD) Ｄチャネル上でのリンクアクセス手順

logical channel 論理チャネル

［Ｍ］

MDL-assign-indication ＭＤＬ－割当－表示

MDL-assign-request ＭＤＬ－割当－要求

MDL-error-indication ＭＤＬ－エラー－表示

MDL-error-response ＭＤＬ－エラー－応答

MDL-remove-request ＭＤＬ－解除－要求
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multiple frame マルチフレーム

［Ｎ］

N-connection established Ｎコネクション確立

N-connection release Ｎコネクション解放

N-DATA-indication Ｎ－データ－表示

N-DATA-request Ｎ－データ－要求

N-EXPEDITED-DATA-indication Ｎ－優先－データ－表示

N-EXPEDITED-DATA-request Ｎ－優先－データ－要求

N-RESET-confirm Ｎ－リセット－確認

N-RESET-indication Ｎ－リセット－表示

N-RESET-request Ｎ－リセット－要求

N-RESET-response Ｎ－リセット－応答

No-N-RESET-confirm marker 非Ｎ－リセット－確認マーカ

Normal NS-user-data 普通ＮＳ利用者データ

network congestion 網輻輳

normal data 普通データ

NS-user ＮＳ利用者

NS ｰ provider ＮＳ提供者

［Ｏ］

offered load 網に対する負荷

offered rate 送出速度

［Ｐ］

P/F ポール／ファイナルビット

parameter set identification パラメータセット識別

peer 同位、相手

peer to peer 同位間

PH-activate-request ＰＨ－起動－要求

PH-activate indication ＰＨ－起動表示

PH-activate request ＰＨ－起動要求

PH-activate-indication ＰＨ－起動－表示

PH-data-indication ＰＨ－データ－表示

PH-data-request ＰＨ－データ－要求

PH-deactivate-indication ＰＨ－停止－表示

point-to-point ポイント・ポイント

primitive プリミティブ

priority indicator 優先順位識別子

PU プロトコルユニット

PV パラメータ値

［Ｑ］

qualified data 制限データ

qualified data indication field 制限データ表示フィールド

qualified NS-user-data 制限ＮＳ利用者データ
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［Ｒ］

rate reduction strategy 速度減少方式

reset field リセットフィールド

reset-sent marker リセット－送信マーカ

round trip delay(RTD) 一巡遅延

［Ｓ］

segmentation 分割

segmentation field(Sg) 分割フィールド

selective reject(SREJ) セレクティブリジェクト

semi-permanent 半固定

service access point(SAP) サービスアクセスポイント

severe congestion 重輻輳

slow start mechanism スロースタートメカニズム

statistical multiplexing 統計多重

step function count ステップ機能カウント

Synchronization and Convergence Function 同期とコンバージェンス機能

synchronous 同期

［Ｔ］

transfer priority 転送優先度

［Ｕ］

U-plane Ｕプレーン

unsolicited 勧誘されない

［Ｗ］

working window ワーキングウインドウ
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本文１章 　概　要

(1)．ＪＴ－Ｑ９２２の概要

ＪＴ－Ｑ９２２は、ＪＴ－Ｉ２３３で定義されたＵプレーンにおけるＦＭＢＳ(フレームモードベ

アラサービス)をサポートするために、データリンクレイヤ (LAPF) のフレーム構成、手順、要

素、フォーマットを規定する。

(2)．ＪＴ－Ｑ９２２とＪＴ－Ｉ２３３の関連

ＪＴ－Ｉ２３３の目的は、フレームモードベアラサービスの一連の標準を記述すること、個々の

フレームモードベアラサービスを記述すること、及びＩＳＤＮにおけるフレームモードベアラ

サービスの提供方法を標準化することである。

そして、そのＵプレーンにおけるフレームモードベアラサービスをサポートするデータリンクレ

イヤをＪＴ－Ｑ９２２で規定している。

ＪＴ－Ｉ２３３：「フレームモードベアラサービス」

ＪＴ－Ｑ９２２：「ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ２仕様」

Ｕプレーン Ｃプレーン

ユーザ特有 ＪＴ－Ｑ９３３

ＪＴ－Ｑ９２２

ＤＬ－制御 ＪＴ－Ｑ９２１

ＪＴ－Ｑ９２２

ＤＬ－コア

ＪＴ－Ｉ４３０／ＪＴ－Ｉ４３１

・Ｕプレーン：ユーザアプリケーション間のユーザ情報転送のための面。

・Ｃプレーン：Ｕプレーンの接続を制御する情報を転送するための面。

(3)．ＪＴ－Ｑ９２１（ＬＡＰＤ）との相違

ＬＡＰＦプロトコルと手順の仕様は、ＬＡＰＤプロトコルと標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義された手

順の拡張に基づいている。

ＬＡＰＤ（ＪＴ－Ｑ９２１） ＬＡＰＦ（ＪＴ－Ｑ９２２）

ネットワーク層 JT-Q931＊ JT-X25 ユーザ特有 ＊ここでは JT-Q93x シ

リーズ標準の代表例

データリンク層 ＤＬ－コントロール として示している。

ＤＬ－コア

物理層

 (JT-I430/JT-I431)

Ｄチャネル Ｂ，Ｄ，Ｈチャネル

ＦＭＢＳは「フレームリレーベアラサービス」と「フレームスイッチベアラサービス」に分けられる

・フレームリレーベアラサービス　：ＤＬ－コアプロトコルのみを使用。

・フレームスイッチベアラサービス：ＤＬ－コア及びＤＬ－制御プロトコルを使用。
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本文２章 　同位間通信のためのフレーム構成　（その１）

(1)．フレーム構成

ＬＡＰＦのフレーム構成を示す。この構成はＪＴ－Ｑ９２１と共通であるが、ＤＬＣＩを用い

るため、アドレスフィールドの構成がＪＴ－Ｑ９２１と異なる。

〔情報フィールドを持たないフレーム〕 〔情報フィールドを持つフレーム〕

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

フラグ フラグ

０ １ １ １ １ １ １ ０  ｵｸﾃｯﾄ１ ０ １ １ １ １ １ １ ０ ｵｸﾃｯﾄ １

アドレス 〃 ２ アドレス 〃 ２

フィールド 〃 ・ フィールド 〃 ・

制御（ａ） 〃 ・ 制御（ａ） 〃 ・

フィールド 〃 ・ フィールド 〃 ・

フレームチェック 〃 ・ 情報フィールド 〃 ・

シーケンス（ＦＣＳ） 〃 ・ フレームチェック 〃 ・

フラグ 〃 Ｎ シーケンス（ＦＣＳ） 〃 ・

０ １ １ １ １ １ １ ０ フラグ 〃 Ｎ

０ １ １ １ １ １ １ ０

(a) ・非確認形動作 ････ １オクテット

・マルチフレーム動作 ････ シーケンス番号を持つフレームは２オクテット

シーケンス番号を持たないフレームは１オクテット

　(2)．無効フレーム

無効フレームとは以下に示すいずれかのフレームである。

・２つのフラグによって正しく区切られていないフレーム

・「０」ビット挿入前あるいは「０」ビット削除後にオクテットの整数倍で構成されていないフ

レーム

・フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）誤りであるフレーム

・アドレスフィールドが１オクテットのフレーム

上記に加え、ＦＭＢＳではＤＬＣＩを使用することから、以下のフレームも無効フレームと見なす

必要がある。

・受信側がサポートしないＤＬＣＩを持つフレーム

・アドレスフィールドと終了フラグ間が３オクテット未満のフレーム

　(3)．フラグシーケンス

・ Ｄチャネル上ではＪＴ－Ｉ４３０の規定により、送信すべきレイヤ２フレームを持たない場合端

末は２進「１」を送信しなければならない（注）が、Ｄチャネル以外のチャネルにおいては、フ

レーム間を埋めるためにフラグを使用することが推奨されている。

　　　（注）このＤチャネル上での制約は、基本インタフェースでのポイント・マルチポイント接

続の場合で、かつＴＥからＮＴの方向に対してのみ適用される。
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本文２章 同位間通信のためのフレーム構成　（その２）

　(4)．ＬＡＰＦの特徴

・ＬＡＰＤの同位間通信と密接な関係

・ユーザ・網インタフェースに関する対称な手順

・ＤＬ－コア手順を含むコアサブレイヤ

・任意のＩＳＤＮチャネルでの適用

・ＬＡＰＤと同時にＤチャネルを共有

・データリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）の仕様

・レイヤマネジメント専用のＤＬＣＩの準備

・ＯＳＩ－ＣＯＮＳも転送可能
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本文３章  データリンクレイヤ同位間通信のための手順要素とフィールドフォーマット（その１）

　(1)．アドレスフィールドフォーマット

8 7 6 5 4 3 2 1

上位 DLCI C/R EA 0

下位 DLCI FECN BECN DE EA 1 (10bit DLCI)

図１．２オクテットアドレスフィールド（デフォルト）

8 7 6 5 4 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1

上位 DLCI C/R EA 0 上位 DLCI C/R EA 0

DLCI FECN BECN DE EA 0 下位 DLCI FECN BECN DE EA 0

下位 DLCI D/C EA 1 ＤL－コア制御 D/C EA 1

(D/C=0 : 16bit DLCI) (D/C=1 : 10bit DLCI)

図２．３オクテットアドレスフィールド（拡張）

8 7 6 5 4 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1

上位 DLCI C/R EA 0 上位 DLCI C/R EA 0

DLCI FECN BECN DE EA 0 DLCI FECN BECN DE EA 0

DLCI EA 0 下位 DLCI EA 0

下位 DLCI D/C EA 1 DL－コア制御 D/C EA 1

(D/C=0 : 23bit DLCI) (D/C=1 : 17bit DLCI)

図３．４オクテットアドレスフィールド（拡張）

EA =  0 : 継続フィールド有りEA　（アドレスフィールド拡張ビット）

1 : 継続フィールド無し

（最終フィールド）

C/R =  0 : コマンドフレームC/R （コマンド／レスポンスビット）

1 : レスポンスフレーム

FECN（順方向明示的輻輳通知）

BECN（逆方向明示的輻輳通知）

DE　（廃棄可能表示）

DLCI（データリンクコネクション識別子）

D/C =  0 : ＤＬＣＩD/C （ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御識別子）

1 : ＤＬ－コア制御（詳細未定）
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本文３章  データリンクレイヤ同位間通信のための手順要素とフィールドフォーマット（その２）

　(2)．ＬＡＰＤアドレスフィールドフォーマット

8 7 6 5 4 3 2 1

SAPI C/R EA 0

TEI EA 1

参考図．ＬＡＰＤアドレスフィールド

C/R （コマンド／レスポンスビット） C/R = 0 : ユーザ側からのコマンド／網側から

のレスポンス

1 : 網側からのコマンド／ユーザ側から

のレスポンス

SAPI　（サービスアクセスポイント識別子）

TEI 　（端末終端点識別子）

　（注）ＬＡＰＦとＬＡＰＤにおけるＣ／Ｒビットの定義が異なることに注意する必要がある。
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本文３章  データリンクレイヤ同位間通信のための手順要素とフィールドフォーマット（その３）

　(3)．ＤＬＣＩの値と機能

項　番 ＤＬＣＩの値

10bit DLCI 16bit DLCI 17bit DLCI 23bit DLCI

１ 0

(000)

0

(0000)

0

(00000)

0

(000000)

２ 1～ 15

(001 ～00F)

1～ 1,023

(0001 ～03FF)

1 ～ 2,047

(00001～007FF)

1 ～ 131,071

(000001～01FFFF)

３ 16～ 511

(010 ～1FF)

1,024～32,767

(0400 ～7FFF)

2,048 ～ 65,535

(00800～0FFFF)

131,072 ～4,194,303

(020000～3FFFFF)

４ 512～ 991

(200 ～3DF)

32,768 ～63,487

(8000 ～F7FF)

65,536 ～126,975

(10000～1EFFF)

4,194,304 ～8,126,463

(400000～7BFFFF)

５ 992～1,007

(3E0 ～3EF)

63,488 ～64,511

(F800 ～FBFF)

126,976 ～129,023

(1F000～1F7FF)

8,126,464 ～8,257,535

(7C0000～7DFFFF)

６ 1008～1,022

(3F0 ～3FE)

64,512 ～65,534

(FC00 ～FFFE)

129,024 ～131,070

(1F800～1FFFE)

8,257,536 ～8,388,606

(7E0000～7FFFFE)

７ 1,023

(3FF)

65,535

(FFFF)

131,071

(1FFFF)

8,388,607

(7FFFFF)

項　番 機　　　　能 SAPI 値 ＊）

１ インチャネル信号、必要時 ０

２ リザーブ ０

３ 網オプション：Ｄﾁｬﾈﾙ以外のﾁｬﾈﾙでユーザ情報をサポートする。 １～３１

４ ユーザ情報をサポートするための論理リンク識別 ３２～６１

５ フレームモードベアラサービスのレイヤ２マネジメント ６２

６ リザーブ ６３

７ インチャネルレイヤ２マネジメント、必要時 ６３

＊）ＬＡＰＤのＳＡＰＩの位置に相当する領域の値。
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本文３章  データリンクレイヤ同位間通信のための手順要素とフィールドフォーマット（その４）

(4) ．制御フィールドフォーマット

コーディング適用形態 ﾌｫｰﾏｯﾄ ｺﾏﾝﾄﾞ ﾚｽﾎﾟﾝｽ

8 7 6 5 4 3 2 1

Ｉ Ｉ Ｉ N(S) ０

N(R) P/F

非確認形および  RR  RR 0 0 0 0 0 0 0 1

確認形マルチフ N(R) P/F

レーム情報転送 Ｓ  RNR  RNR 0 0 0 0 0 １ 0 1

N(R) P/F

 REJ  REJ 0 0 0 0 １ ０ 0 1

N(R) P/F

SABME 0 1 1 P 1 1 1 1

DM 0 0 0 F 1 1 1 1

Ｕ UI 0 0 0 P 0 0 1 1

DISC 0 1 0 P 0 0 1 1

UA 0 1 1 F 0 0 1 1

FRMR 1 0 0 F 0 1 1 1

コネクション

マネジメント

Ｕ XID XID 1 0 1 P/F 1 1 1 1

Ｉフレームのフォーマットは、レスポンスとしてＦビットを用いることができるため

ＬＡＰＤのフォーマットと異なる。

ＳＲＥＪフレームの使用は、今後の検討課題。
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本文４章 　レイヤ間通信のための要素　（その１）

レイヤ間通信およびデータリンクレイヤとレイヤマネジメント間通信のための要素であるプリミ

ティブについて記述している。

　(1). アーキテクチャモデル

①. Ｃプレーン、Ｕプレーンを用いた表現

②. 同期とコンバージェンス機能（ＳＣＦ）

Ｕプレーン

同期機能

同期用 Ｃプレーン

同期機能

レイヤ　３ レイヤ　３

レイヤ　２ レイヤ　２

レイヤ　１ レイヤ　１

＊Ｃプレーン、Ｕプレーン間のレイヤ３接続・解放において必要な同期

機能をＣ／Ｕプレーン機能として統合させたもの

アプリケーション

ＳＣＦ

メッセージ

ＣプレーンＵプレーン
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本文４章 　レイヤ間通信のための要素　（その２）

　(2)．メッセージとプリミティブの関係

凡例）

ｼｽﾃﾑ

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ①

ﾚｲﾔ 3

ﾕｰｻﾞ側

ﾚｲﾔ 3

網側 ①

ｼｽﾃﾑ

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

③ ③

U ﾌﾟﾚｰﾝ U ﾌﾟﾚｰﾝ

ﾚｲﾔ 2 U ﾌﾟﾚｰﾝ U ﾌﾟﾚｰﾝ ﾚｲﾔ 2

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾕｰｻﾞ側

ﾚｲﾔ 2

ｴﾝﾃｨﾃｨ

ﾚｲﾔ 2

ｴﾝﾃｨﾃｨ

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

網側

Ｕプレーン上ＪＴ－Ｑ９２２手順

①　Ｍ２Ｎプリミティブ：　レイヤ３とレイヤ２マネジメントエンティティ間の通信

②　ＭＤＬプリミティブ：　レイヤ２マネジメントとデータリンクレイヤ間の通信

③　ＤＬプリミティブ　：　レイヤ３とデータリンクレイヤ間の通信

＊Ｃプレーンレイヤ機能ブロックは、Ｕプレーンレイヤ３機能、ＳＣＦを統合して表示して

　いる。

Ｃプレーン上ＪＴ－Ｑ９３３手順

②②
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本文４章 　レイヤ間通信のための要素　（その３）

プリミティブ概要（ＪＴ－Ｑ９２１等との差分）

(1)．一般名

①． ＭＤＬ－割当

－要求：レイヤ２のアドレス値を特定のＤＬ－ＣＥＩ値と物理レイヤコネクション

に対応させる。

－表示：レイヤ２のアドレス値とＤＬ－ＣＥＩ値の対応付けの必要性を表示する。

②．ＭＤＬ－解除

－要求：特定のレイヤ２アドレス値とＤＬ－ＣＥＩとの対応を解除する。

③．ＭＤＬ－エラー

－応答：レイヤ２アドレス値を得られない場合に使うときがある。

④．ＭＤＬ－ＸＩＤ

－応答：輻輳マネジメントとしてＣＬＬＭ輻輳信号情報の通知に使う。

⑤．Ｍ２Ｎ－割当

－要求：ＤＬＣＩとＤＬ－ＣＥＩの関係付けをする。

＊ オプショナルパラメータは、デフォルトか自動ネゴシエーションにて

　設定

⑥．Ｍ２Ｎ－解除

－要求：特定のＤＬＣＩとＤＬ－ＣＥＩの関係付けの解除をする。

(2)．パラメータ

①．優先順位識別子

・基本インタフェースのＤチャネル適用のみに使用（レイヤ１  ＪＴ－Ｉ４３０定義）

・ユーザ側において、ＤＬＣＩ＝「０」のメッセージを他と区別するためにのみ必要。

(3)．プリミティブ手順

・放送形式リンクは対応しない。
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本文５章 　データリンクレイヤの同位間手順の定義

(1)．本章ではデータリンクレイヤが使用する手順を規定している。

本章の内容については、ＪＴ－Ｑ９２２とＪＴ－Ｑ９２１間に差と言えるほどの相違点

はない。ＪＴ－Ｑ９２１からの変更は、コネクションマネジメントエンティティ情報転送

でのＸＩＤ－レスポンスが追加されたこと、輻輳マネジメントが規定されていることである。

(2)．相違点

レイヤ３ SAPI,TEI レイヤ３ ユーザ特有 DLCI ユーザ特有

データリンク データリンク データリンク データリンク

ＬＡＰＤ ＬＡＰＦ

パラメータのデフォルト値比較

パラメータ ＬＡＰＦ ＬＡＰＤ

再送タイマ　　（Ｔ２００（秒）） max （３＊ＲＴＤ，１．５） 　　１

アイドルタイマ（Ｔ２０３（秒）） ３０ 　１０

最大再送回数　（Ｎ２００） 　３ 　　３

情報フィールドの最大オクテット長

（Ｎ２０１(ｵｸﾃｯﾄ) ）

２６０（１５９８以上を推奨） ２６０

　16Kbps 　３ 信 16Kbps　１

アウトスタンディング 　64Kbps 　７ 号 64Kbps　７

Ｉフレームの最大数　（ｋ）  384Kbps ３２ 情 16Kbps　３

1.536Mbps ４０ 報 64Kbps　７

1.920Mbps ４０

＜備　考＞

①　ＲＴＤ　：一巡遅延

②　Ｔ２００は、応答待ちタイムアウトを避けるために上記式にて与えられる。

③　Ｎ２０１は、ＬＡＮ間通信のような適用形態において１５９８以上が推奨される。

・その他の特色

Ｉレスポンスがある。
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付属Ａ－１ 　概　要

付属資料Ａは、フレームリレーベアラサービス使用のためのＪＴ－Ｑ９２２コア仕様について

記述している。

ＪＴ－Ｑ９２２コア仕様

・ＬＡＰＦ（ＪＴ－Ｑ９２２）のサブセット

ＤＬ－制御

ＤＬ－コア ←　ＪＴ－Ｑ９２２コア

ＪＴ－Ｑ９２２コア仕様を使用するとき、ＬＡＰＦ手順の要素（ＤＬ－制御）を用いなくても

良い。

(1)．目　的

・ＪＴ－Ｉ２３３で規定されるＬＡＰＦコア機能の共有。

・任意のＩＳＤＮチャネルでの適用。

・ＬＡＰＤ手順と同時にＤチャネル上で動作する。

(2)．機　能

・フレームの境界識別、配列、透過性。

・アドレスフィールドを用いたフレームの多重／分配。

・フレームが整数オクテットで構成されているかのチェック。（「０」挿入前／除去後）

・フレーム長のチェック。

・伝送エラーの検出。（回復はしない）

・輻輳制御。

←　ＪＴ－Ｑ９２２（ＬＡＰＦ）
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付属Ａ－２ 　同位間通信のためのフレーム構成

(1)．フレームリレーのフレームフォーマット　（デフォルト）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

フラグ

０ １ １ １ １ １ １ ０ オクテット １

アドレスフィールド上位オクテット ２

アドレスフィールド下位オクテット ３

４

フレームリレー情報フィールド

Ｎ－３

フレームチｪｯクシーケンス（ＦＣＳ）第１オクテット Ｎ－２

フレームチｪｯクシーケンス（ＦＣＳ）第２オクテット Ｎ－１

フラグ

０ １ １ １ １ １ １ ０

Ｎ

この他にアドレスフィールドを３オクテットまたは４オクテットに拡張したフォーマットがある。

(2)．ＪＴ－Ｑ９２１との相違点

①．制御フィールド無し。

②．最大オクテット長を越えるフレーム受信時に網は以下のいずれかの処理を行う。

・無効フレームとして廃棄。（網が無効フレームと区別がつかない場合）

・送信先のユーザに対してフレームの一部を送り、フレームを廃棄する。

・送信先に完全なフレームを送る。

② の選択はフレームリレー網装置設計者に権利がある。したがってユーザは勝手に動作を想

定してはいけない。

最大オクテット長を越えるフレーム受信回数、または頻度が網の規定値を超えた場合は、呼

の切断が許される。

～
～

～
～



ＪＴ－Ｑ９２２補遺 - 14 -

付属Ａ－３  ＤＬ－コアサービスサブレイヤのための手順要素とフィールドフォーマット（その１）

ＪＴ－Ｑ９２１との相違点

(1)．アドレスフィールド内にＤＬＣＩ（データリンクコネクション識別子）と輻輳マネジメント

　　のためのフィールドを持つ。

(2)．輻輳マネジメント用ビット（ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥ）の使用。

(3)．２オクテットのアドレスフィールドを３または４オクテットに拡張可能。

(1)．アドレスフィールド

①．ＪＴ－Ｑ９２１（ＬＡＰＤ）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＳＡＰＩ C/R EA

０

ＴＥＩ EA

１

ＳＡＰＩ

ＴＥＩ

Ｃ／Ｒ

ＥＡ

：サービスアクセスポイント識別子

：端末終端点識別子

：コマンド／レスポンス

：アドレスフィールド拡張ビット（０：拡張、１：最終オクテット）

②．ＪＴ－Ｑ９２２　ＤＬ－コア（２オクテット）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

（上位　ＤＬＣＩ） ＊ EA

０

（下位　ＤＬＣＩ） FECN BECN DE EA

１

ＤＬＣＩ

＊

：

：

データリンクコネクション識別子

コーディングは適用形態に依存する。DL―コアサービスユーザ間で本ビットを

透過的に運ぶ。

ＦＥＣＮ

ＢＥＣＮ

ＤＥ

：

：

：

順方向明示的輻輳通知

逆方向明示的輻輳通知

廃棄可能表示

（０：通常，１：輻輳状態）

（０：通常，１：輻輳状態）

（次頁参照）
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付属Ａ－３  ＤＬ－コアサービスサブレイヤのための手順要素とフィールドフォーマット（その２）

(2)．ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥの使用方法

ユーザ

BECN=1

輻輳

（輻輳方向）

BECN=0

ユーザ

ユーザ 網

輻輳時に廃棄される優先度　：　フレームＡ　＜　フレームＢ

輻輳マネジメント用ビット（FECN/BECN/DE）の設定と受信したときの動作

受信ﾕｰｻﾞの動作 受信した網の動作

輻輳回避

ｻﾎﾟｰﾄ有

輻輳回避

ｻﾎﾟｰﾄ無

輻輳ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ用ﾋﾞｯﾄ

ｻﾎﾟｰﾄ有

輻輳ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ用ﾋﾞｯﾄ

ｻﾎﾟｰﾄ無

FECN = 0 － － 輻輳時「１」に設定 通過

FECN = 1 輻輳回避 － 通過 通過

BECN = 0 － － 輻輳時「１」に設定 通過

BECN = 1 輻輳回避 － 通過 通過

DE = 0 － － 「１」の設定は任意 通過

DE = 1 － － 通過 通過

注）送信ユーザによる輻輳マネジメント用ビットの設定は任意

－　　：　特定の動作なし。

通過　：　輻輳マネジメント用ビットを変更せずにそのまま通す。

フレームＡ　 (DE=0)

フレームＢ　(DE=1)

網 FECN=1FECN=0
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付属Ａ－３  ＤＬ－コアサービスサブレイヤのための手順要素とフィールドフォーマット（その３）

(3)．オクテットの拡張

①．ＪＴ－Ｑ９２２　ＤＬ－コア（３オクテット）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

（上位　ＤＬＣＩ） ＊ EA

０

ＤＬＣＩ FECN BECN DE EA

０

（下位　ＤＬＣＩ）またはＤＬ－コア

　　制御

D/C EA

１

②．ＪＴ－Ｑ９２２　ＤＬ－コア（４オクテット）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

（上位　ＤＬＣＩ） ＊ EA

０

ＤＬＣＩ FECN BECN DE EA

０

ＤＬＣＩ EA

０

（下位　ＤＬＣＩ）またはＤＬ－コア

　　制御

D/C EA

１

ＤＬＣＩ

＊

：

：

データリンクコネクション識別子

コーディングは適用形態に依存する。ＤＬ－コア－サービスユーザ間で本

ビットを透過的に運ぶ。

ＥＡ

ＦＥＣＮ

ＢＥＣＮ

ＤＥ

Ｄ／Ｃ

：

：

：

：

：

アドレスフィールド拡張ビット

順方向明示的輻輳通知

逆方向明示的輻輳通知

廃棄可能表示

ＤＬＣＩ／ＤＬ－コア制御表示

（０：拡張，１：最終オクテット）

（０：通常，１：輻輳状態）

（０：通常，１：輻輳状態）

（前頁参照）

（０：ＤＬＣＩ，１：ＤＬ－コア制御）
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付属Ａ－４ 　ＩＳＤＮプロトコル構造におけるＤＬ－コアプロトコルの位置づけ

　　本節では、レイヤ構造におけるＤＬ－コアプロトコルの位置づけと、ＤＬ－コアサブレイヤとの

サブレイヤ通信のための代表的なモデルとしてコアサービスコネクション確立及び解放について記

述されている。

　　下記では一例としてコアサービスコネクション確立のためのプリミティブとメッセージの関係を

信号フローにより示す。

ＪＴ－Ｑ９２２のコア仕様で定義されたプリミティブについては、付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９２２

を参照のこと。また、ＤＬ－コアサービスとレイヤマネジメントの使用目的とパラメータについ

て記述されている。

レイヤ３

網側

開始

レイヤ３

ユーザ側

「サービス要求」

DL-制御
ｻﾌﾞﾚｲﾔ
ｴﾝﾃｨﾃｨ

DL-ｺｱ

ｻﾌﾞﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

DL-ｺｱ

ｻﾌﾞﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

相手
ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑの
DL-制御
ｻﾌﾞﾚｲﾔ
ｴﾝﾃｨﾃｨ

応答確認

応答

「最初の応答」

呼設定

着呼側

から

③③

②

①

①

DL-SAP

DL-ｺｱ-SAPDL-ｺｱ-SAP

DL-制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

シ

ス

テ

ム

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

シ

ス

テ

ム

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

U ﾌﾟﾚｰﾝﾚｲﾔ 2 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ASP（網側）U ﾌﾟﾚｰﾝﾚｲﾔ 2 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾕｰｻﾞ側

①：Ｍ２Ｎ-割当-要求
②：ＭＤＬ-割当-要求
③：ＭＣ-　割当-要求
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付属Ａ－５ 　システムパラメータの一覧表

(1).　フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長（Ｎ２０３）

①.　フレームスイッチのフレーム又はＬＡＰＤのフレーム

フ

ラ

グ

アドレス

フィールド

制　御

フィールド

情　報

フィールド

ＦＣＳ

フ

ラ

グ

a b

②．ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰのﾌﾚｰﾑ

フ

ラ

グ

アドレス

フィールド

フレームリレー情報フィールド ＦＣＳ

フ

ラ

グ

c

・　a ：

・

制御フィールドのオクテット長

１　≦　a　≦　２

・　b ：

・

・

情報フィールドのオクテット長

Ｎ２０１：　情報フィールドの最大オクテット長

０　≦　b　≦　Ｎ２０１

・　c ：

・

∴

フレームリレー情報フィールドのオクテット長

Ｎ２０３：　フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長

１　≦　c　≦　Ｎ２０１　＋　２　≡　Ｎ２０３

(2) ．ＬＡＰＦのＮ２０１およびＮ２０３の値

デフォルト値 ＬＡＮ間通信等のアプリケーションのための推奨値

Ｎ２０１ ２６０ １５９８以上

Ｎ２０３ ２６２

(LAPD を意識)

１６００以上
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付属Ａ－６ 　輻輳制御手順　（その１）

(1).　Ｕプレーンにおける輻輳について

①. 要因：　リソースに到着するトラヒックが網のキャパシティを越える。

：　設備の故障等の他の理由。

②. 影響：　スループットの低下、遅延、フレーム紛失。

③. エンドユーザによる対応：　網に対するユーザ負荷の低減

→　効果的な輻輳時スループットの向上

(2). 相補的な２つの輻輳制御機構

①. 輻輳回避機構　→　輻輳の初期段階で有効。

②. 輻輳回復機構　→　重輻輳時に有効。網のダウンを防ぐ。

(3). 輻輳回避機構

①　明示的輻輳通知

ア) データ転送フェーズプロトコルの１つ。

イ) 明示的輻輳通知に対するユーザのリアクション：

・速度ベース

速度減少方式　→　規定せず。

・オプションであるが非常に望まれる。

ウ）通知方法

・順方向トラヒックに対して

データ転送フレームのアドレスフィールド中に含まれるＦＥＣＮビットにより通知する。

・逆方向トラヒックに対して

a) 逆方向トラヒックがある場合には、そのフレームのアドレスフィールド中に含まれ

るＢＥＣＮビットにより通知する。

b) Ｕプレーン上の統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ送信により

通知する。オプション。

Ｆ

□　：　ＦＥＣＮビットが設定されたフレーム

Ｂ

□　：　ＢＥＣＮビットが設定されたフレーム

→

逆方向トラヒック←
→順方向トラヒック

×　輻輳

ＦＦＦＦ

ＢＢＢ

←□□□□←□□□

□□□□→
ユーザ

網

ユーザ

要因ﾄﾗﾋｯｸ
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付属Ａ－６ 　輻輳制御手順　（その２）

エ）通知条件

・ 輻輳の発生していないノードが、ＦＥＣＮビットおよびＢＥＣＮビットによる明示的輻輳

通知を受けた場合、その通知をトランスペアレントに転送する。

(4). 輻輳回復機構

①．暗黙的輻輳検出

・レイヤ２のフレーム紛失検出手順（REJ ﾌﾚｰﾑ受信、タイマ回復等）による検出

→　エンドユーザによる網の負荷軽減。オプション。
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網

要因トラヒック

付属Ａ－７ 　統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ　（その１）

(1). 機　能

・マネジメントＤＬＣＩにより送信され、輻輳状況を通知する。

・ＸＩＤフレームを用いる。

・メッセージは下図の方向に送信される。

ソース

ユーザ

→

ＣＬＬＭ

ソース

ノード ＣＬＬＭ

輻　輳

ノード

(2). ＸＩＤフレーム構成

ＸＩＤ

フレーム構成

アドレス

フィールド

グループ

ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成

グループ値

ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成

パラメータｎ

ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成

制御

フィールド

ＸＩＤ情報

ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成

ｸﾞﾙｰﾌﾟ識別子

フィールド

パラメータ１

フィールド

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子

フィールド

ＸＩＤ情報

フィールド

ﾌｫｰﾏｯﾄ識別子

フィールド

ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

フィールド

パラメータ２

フィールド

パラメータ長

フィールド

グループ

フィールド

ｸﾞﾙｰﾌﾟ値

フィールド※

パラメータ３

フィールド

パラメータ値

フィールド

ＦＣＳ ※最大 256 ｵｸﾃｯﾄ

フィールド

①．制御フィールド

ＸＩＤの制御フィールドを示す。

②．フォーマット識別子

一般目的に割り当てられた値を用いる。

③．グループ識別子

プライベートパラメータに割り当てられた値を用いる。

④．パラメータ内容

・パラメータ１でＪＴ－Ｉ１２２パラメータであることを宣言する。

・パラメータ２に輻輳の理由表示が含まれる。

・パラメータ３に輻輳中のＤＬＣＩ（複数設定可能）が含まれる。
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付属Ａ－７ 　統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ  （その２）

(3)．特　徴

①．ＤＬＣＩ値は１００７（全チャネル共通）を使用する。

②． メッセージを受信した装置が、トラヒックを増加させるフレームを送信しないようにＸＩ

Ｄレスポンスフレームを用いる。

③．詳細に輻輳状況（輻輳の理由表示および輻輳中のＤＬＣＩ）を通知する。

④．逆方向のトラヒックがない場合に有効である。

⑤．使用は網オプションである。
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付属Ｂ 　ポイント・ポイント手順のＳＤＬ（その１）

　(1)．付属資料Ｂでは本標準の理解を助けるために、データリンクレイヤのポイント・ポイント手順

のＳＤＬ図の一例を示している。

(2) ．付属資料Ｂ中の殆どの SDL 図は標準ＪＴ－Ｑ921 と同じである。変更および追加分を以下に示

す。

付図番号 区分 内　　　　容

 B-3 (1/3) 変更 「ＭＤＬ－割当－要求」受信時の処理が削除された。

 B-7(11/12) 新規 「Ｉレスポンス」受信時の処理。標準ＪＴ－Ｑ９２２では I ﾚｽﾎﾟﾝｽが使用可

 B-7(12/12) 新規 上記付図Ｂ－７（１１／１２）の続き。

 B-8(10/11) 新規 「Ｉレスポンス」受信時の処理。標準ＪＴ－Ｑ９２２では I ﾚｽﾎﾟﾝｽが使用可

 B-8(11/11) 新規 上記付図Ｂ－８（１０／１１）の続き。

 B-9( 4/ 6) 変更 「Ｎ（Ｒ）エラー回復」における「データリンク設定」を「フレームリジ

ェクト」に変更。 5.8.5 節のＦＲＭＲに関する記述を受けている。

 B-9( 6/ 6) 新規 上記付図Ｂ－９（４／６）における「フレームリジェクト」処理。 5.8.5

節のＦＲＭＲに関する記述を受けている。

　(3)．付属資料Ｂ－３からＢ－９に基づく状態の概観（付図Ｂ－１に対する）を以下に示す。

状態の概観（その１）

２
ＴＥＩ割当待

４
ＴＥＩ割当

５

リンク設定待

MDL－ｴﾗｰ－応答

継続的ﾚｲﾔ１停止

３
リンク設定用
ＴＥＩ割当時

７
マルチフレーム

設定

６
リンク解放待

１
ＴＥＩ非割当

８
タイマ回復

MDL－解除－要求
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付属Ｂ 　ポイント・ポイント手順のＳＤＬ（その２）

１
ＴＥＩ非割当

３

リンク設定用

ＴＥＩ設定待

２
ＴＥＩ割当待

ＤＬ－設定－要求DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ－要求

継続的ﾚｲﾔ 1 停止

UA(F=1)
DM(F=1)
T200 ﾀｲﾑｱｳﾄ(N200 回)

４
ＴＥＩ割当

 ＤＬ－設定－要求

 DM(F=0)

５
リンク設定待

６
リンク解放待

７

マルチフレーム

設定

MDL-割当-要求MDL-割当-要求

SABME

継続的ﾚｲﾔ 1 停止

DISC

継続的ﾚｲﾔ 1 停止

DM(F=1)
T200 ﾀｲﾏﾀｲﾑｱｳﾄ

(N200 回）

SABME
I　ﾚｽﾎﾟﾝｽ(F=1)
RR ﾚｽﾎﾟﾝｽ(F=1)
REJ ﾚｽﾎﾟﾝｽ(F=1)
RNR ﾚｽﾎﾟﾝｽ(F=1)

DL-設定-要求

DM(F=0)
I(N(R)ｴﾗｰ)
RR(N(R)ｴﾗｰ)
REJ(N(R)ｴﾗｰ)
RNR(N(R)ｴﾗｰ)
異常ﾌﾚｰﾑ

＊

８

タイマ回復

DL－解放－要求

T200 ﾀｲﾑｱｳﾄ

T203 ﾀｲﾑｱｳﾄ

継続的ﾚｲﾔ 1 停止

DISC

制御ﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾗｰ、または

情報ﾌｨｰﾙﾄﾞ不許可、または

不正な長さ、または

I ﾌﾚｰﾑが長すぎる

状態の概観（その２）

＊
異常ﾌﾚｰﾑ=

UA(F=1)

DL－設定－要求

T200 ﾀｲﾑｱｳﾄ(N200 回)
DM
FRMR
異常ﾌﾚｰﾑ

＊

Ｉ(N(R)ｴﾗｰ)
RR(N(R)ｴﾗｰ)
REJ(N(R)ｴﾗｰ)
RNR(N(R)ｴﾗｰ)
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付録Ｉ 　網の輻輳への応答　（その１）

　(1)．暗黙的検出の場合（Ｉフレーム紛失検出の場合）

表Ⅰ－１．暗黙的検出時の制御（図Ⅰ－１参照）

(2)．明示的通知の場合

表Ⅰ－２．ＦＥＣＮによる通知を受信した時の制御（図Ⅰ－２、図Ⅰ－３参照）

*　現在のｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞと等しいフレーム数が送られ確認される期間の２倍（２ｳｨﾝﾄﾞｳ　期間）

ユ ー ザ に よ る 制 御網状態通 知 内 容

網 ユーザ

×Ｉﾌﾚｰﾑ紛失検出

Ｉフレーム紛失検出（ＲＥＪフレーム受信、タイ

マＴ２００のタイムアウト）の場合、送信ウィンド

ウサイズＶ（ｋ）の値を次の式により変更する。

Ｖ（ｋ）　＝　０．２５　×　Ｖ（ｋ）

　Ｉフレームの紛失がないことが確認された場合、

Ｖ（ｋ）の値を次の式により変更する。

Ｖ（ｋ）　＝　Ｖ（ｋ）　＋　１

輻輳時

回復時

あるｳｨﾝﾄﾞｳ期間
Ｉﾌﾚｰﾑの紛失

無し

回復時

回復時

輻輳時

輻輳時

ユ ー ザ に よ る 制 御網状態制御方法通 知 内 容

測定期間「Ｏ」で

（ＦＥＣＮビット＝１のフレーム数）

≧（ＦＥＣＮビット＝０のフレーム数）

の場合、データ転送速度を次の式により変更する。

データ転送速度＝現在のデータ転送速度×７／８

測定期間「Ｏ」で

（ＦＥＣＮビット＝１のフレーム数）

＜（ＦＥＣＮビット＝０のフレーム数）

の場合、データ転送速度を現在のデータ転送速度

（Ｂ）より１／１６ずつ増加させる。

ウ

ィ

ン

ド

ウ

に

よ

る

制

御

デ

ー

タ

転

送

速

度

に

よ

る

制

御

測定期間
＊ で

（ＦＥＣＮビット＝１のフレーム数）

≧（ＦＥＣＮビット＝０のフレーム数）の場合

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＝　現在のｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ×７／８

測定期間
＊ で

（ＦＥＣＮビット＝１のフレーム数）

＜（ＦＥＣＮビット＝１のフレーム数）の場合

ｳｲﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＝　現在のｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＋　１

ＦＥＣＮによる通知

網 ユーザ

測

定

期

間

FECN = 0

FECN = 1

・

・

・

・
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付録Ⅰ 　網の輻輳への応答　（その２）

表Ⅰ－３．ＢＥＣＮまたはＣＬＬＭによる通知を受信した時の制御

（図Ⅰ－４、図Ⅰ－５参照）

回復時

回復時

輻輳時

輻輳時

ユ ー ザ に よ る 制 御網状態制御方法通 知 内 容

ＢＥＣＮ／ＣＬＬＭ
による通知。

データ転送速度が合意するスループット（ＣＩ

Ｒ）以上で、かつＢＥＣＮ=１のフレームを受信

した場合、データ転送速度をＣＩＲにする。

データ転送速度がＣＩＲの時、Ｓ個のＢＥＣＮ

ビット＝１のフレームを受信した場合はデータ

転送速度を次の式により変更する。

１回目    ＣＩＲ×０．６７５

２回目    ＣＩＲ×０．５

３回目    ＣＩＲ×０．２５

Ｓ／２個のＢＥＣＮビット＝０のフレームを受信

した場合、データ転送速度を現在のデータ転送速

度（Ｂ）の０．１２５ずつ増加させる。

Ｓ／２個のＢＥＣＮビット＝０のフレームを受信

した場合、

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ ＝ 現在のｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＋　１

Ｓ個のＢＥＣＮビット＝１のフレームを受信した

場合、

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ ＝ 現在のｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ×０．６２５

Ｓ
個
の
フ
レ
ー
ム
受
信

網 ユーザ

BECN =1

BECN =1

・

・

・

・

ウ

ィ

ン

ド

ウ

に

よ

る

制

御

デ

ー

タ

転

送

速

度

に

よ

る

制

御
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付録Ⅰ 　網の輻輳への応答　（その３）

(3)．明示的通知を処理できる装置が暗黙的検出をした場合

表Ｉ－４．ＦＥＣＮを処理できる装置が暗黙的検出をした場合の制御

(図Ｉ－６，図Ｉ－７参照)

回復時

回復時

輻輳時

輻輳時

ユ ー ザ に よ る 制 御網状態制御方法通 知 内 容

ＦＥＣＮを処理
できる装置

フレームの紛失を検出した場合、

　データ速度　＝

現在のデータ速度×０．２５

（注）測定期間｢０｣の間、ＦＥＣＮビット｢１｣の

フレームが受信されなければ、フレームは伝

送誤りによるものとして、データ転送速度を

それまでの０．６２５倍に抑制する。

ある測定期間でフレームの紛失がない場合、

　データ転送速度を現在のデータ転送速度（Ｂ）

の０．１２５ずつ増加させ、データ転送速度が

（Ａ／２）になった時、データ転送速度を０．６

２５ずつ増加させる。

フレームの紛失を検出した場合、

　ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＝　現在のｳｲﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ×０．２５

（注）前のウィンドウ期間、ＦＥＣＮビット｢１｣

のフレームが受信されなければ、フレーム

失は伝送誤りによるものとする。この場合

ウインドウサイズはそれまでの０．６２５

倍または 1 の大きい方にする。

ある測定期間でフレームの紛失がない場合、

　ｳｲﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＝　現在のｳｲﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＋　１

ウ

ィ

ン

ド

ウ

に

よ

る

制

御

デ

ー

タ

転

送

速

度

に

よ

る

制

御

網 ユーザ

・

・

・

・

×紛失

　 を

　検出

あ

る

期

間

紛

失

無

し
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付録Ⅰ 　網の輻輳への応答　（その４）

表Ⅰ－５  ＢＥＣＮまたはＣＬＬＭを処理できる装置が暗黙的検出をした場合の制御

（表Ⅰ－６、図Ⅰ－８、図Ⅰ－９参照）

回復時

回復時

輻輳時

輻輳時

フレームの紛失を検出した場合、

データ転送速度　＝

現在のデータ転送速度×  ０．２５

（注）測定期間「Ｏ」の間、ＢＥＣＮビット｢１｣

のフレームが受信されなければ、フレームは

伝送誤りによるものとして、データ転送速度

をそれまでの０．６２５倍に抑制する。

Ｓ／２個のＢＥＣＮビット＝０のフレームを受信

した場合、

データ転送速度を現在のデータ転送速度（Ｂ）の

０．１２５ずつ増加させる。

フレームの紛失を検出した場合、

　ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＝　現在のｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ×0.625

（注）現在のウィンドウサイズと等しいフレー

ム数が送られ、確認される期間、ＦＥＣＮ

ビット｢１｣のフレームが受信されなければ

フレーム紛失は伝送誤りによるものとする。

この場合、ウィンドウサイズはそれまでの

０．６２５倍または１の大きい方にする。

網

網

ユーザ

ユーザ

×紛失

を

　検出

×紛失

を

　検出

ユ ー ザ に よ る 制 御

ウ

ィ

ン

ド

ウ

に

よ

る

制

御

・

・

・

・

・

・

・

網状態

デ

ー

タ

転

送

速

度

に

よ

る

制

御

制御方法通 知 内 容

ある測定期間でフレームの紛失がない場合、

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＝　現在のｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ　＋　１

BECN=0

BECN=0

フ
レ
―
ム
紛
失
無
し

あ
る
期
間

フ
レ
ー
ム
受
信

Ｓ
／
２
個
の
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付録Ⅰ 　網輻輳時のユーザの推奨動作例　（その１）

　(1)．暗黙的検出の場合

　(2)．明示的通知の場合

　　①．ＦＥＣＮによる通知

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ

＋１
＋１

＋１
＋１

図Ⅰ－１．ウィンドウによる制御
A１

A３=A２×0.25→
A４=A３×0.25→

A２=A１×0.25→

時間

図Ⅰ－２．データ転送速度による制御
A１

＋Ｂ/16
＋Ｂ/16

＋Ｂ/16
＋Ｂ/16A４=A３×7/8→

A３=A２×7/8→

A２=A１×7/8→

ﾃﾞｰﾀ転送速度

時間

Ｂ

図Ⅰ－３．ウィンドウによる制御
A１

＋１
＋１

＋１
＋１A４=A３×7/8→

A３=A２×7/8→

A２=A１×7/8→

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ

時間
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付録Ⅰ 　網輻輳時のユーザの推奨動作例　（その２）

　②．ＢＥＣＮまたはＣＬＬＭによる通知

図Ⅰ－４．データ転送速度による制御

図Ⅰ－５．ウィンドウによる制御

ﾃﾞｰﾀ転送速度

Ｂ

+B×0.125
+B×0.125

+B×0.125CIR×0.25→

CIR×0.5→

CIR×0.675→

ＣＩＲ→

時間

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ

A２＝

A１

＋１
＋１

＋１
＋１

A１×0.625→

A３ =A２× 0.625→

A４ =A３× 0.625→

時間
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付録Ⅰ 　網輻輳時のユーザの推奨動作例　（その３）

　(3)．明示的通知を処理できる装置が暗黙的検出をした場合

　　①．ＦＥＣＮを処理できる装置

図Ⅰ－７．ウィンドウによる制御

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ

A１

＋１
＋１

＋１
＋１

A１×0.25→

A ４ =A ３ × 0.25 →

時間

A ３ =A ２ × 0.25 →

A２=

C=

A1/2

A１

ﾃﾞｰﾀ転送速度

Ｂ

A3=A２×0.25→

+B×0.625

+B×0.125
+B×0.125

+B×0.125
+B×0.125

+B×0.125
+B×0.125A４=A３×0.25→

A１×0.25→

時間

A２=

図Ⅰ－６．データ転送速度による制御
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付録Ⅰ 　網輻輳時のユーザの推奨動作例　（その４）

　②．ＢＥＣＮまたはＣＬＬＭを処理できる装置

Ｂ

A１

ﾃﾞｰﾀ転送速度

+B×0.125
+B×0.125

+B×0.125
+B×0.125A４=A３×0.25→

A２=A１×0.25→

A３=A２×0.25→

時間

ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ

A１

＋１
＋１

＋１
＋１A４=A３×0.25→

A３=A２×0.25→

A２=A１×0.25→

時間

図Ⅰ－８．データ転送速度による制御

図Ⅰ－９．ウィンドウによる制御
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付録Ⅱ 　信号構成　（その１）

・「グループ信号」とは単純に論理リンクの集合体を意味する。
・ 「信号グループ」で獲得されたＤＬＣＩを用いて設定された論理リンクの集合体が「グループ信号」

である。

ベアラサービスを行う論理リンクと

同じチャネルに信号論理リンクが１つ

存在する形態。

ベアラサービスを行う論理リンクと

同じチャネルに信号用論理リンクが複

数存在する形態。

ベアラサービスを行うチャネルと信

号用論理リンクを含むチャネルが分離

している場合。

使用例：ＩＳＤＮインタフェースで

は、同一ファシリティにおける

ＢチャネルまたはＨチャネル内

でのリンクのＤチャネルによる

制御を意味する。

信号ｸﾞﾙｰﾌﾟ
“A”

ﾘﾝｸ

ﾁｬﾈﾙ

A(12)

A(11)A(10)A(8)

A(7)A(6)A(5)A(4)

A(3)A(2)

A(1)

信号ｸﾞﾙｰﾌﾟ“B”

信号ｸﾞﾙｰﾌﾟ
“A”

ﾘﾝｸ

ﾁｬﾈﾙ

A(3)

A(4) A(6)

B(3)

B(6)

B(4)

B(1) B(2)

A(2)

A(1)

信号ｸﾞﾙｰﾌﾟ
“A”

ﾘﾝｸ

ﾁｬﾈﾙ

A(12)

A(11)A(10)A(9)

A(7)A(8)A(5)

A(6)

A(4)

A(3)A(2)

A(1)

ﾌｧｼﾘﾃｨ
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付録Ⅱ 　信号構成　（その２）

チャネル内の１つの論理リンクが異

なるインタフェースの論理リンクの信

号を含む場合。

信号ｸﾞﾙｰﾌﾟ
“A”

ﾘﾝｸ

ﾁｬﾈﾙ

A(12)

A(11)A(10)A(9)

A(6)A(4) A(7)A(8)

A(3)A(5)A(2)

A(1)

ﾌｧｼﾘﾃｨ
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付録Ⅲ 　データリンクレイヤパラメータの自動ネゴシエーション

(1) ．データリンクパラメータの初期設定方法

① 　デフォルト値での初期設定

② 　相手エンティティにより与えられた値での初期設定

　(2). データリンクレイヤパラメータネゴシエーションの方法 ( (1)．②)

　ＴＭ20: 2.5 秒　　　　　NM20: 3 （デフォルト値）

　ＪＴ－Ｑ９２１との内容的な変更はないが、ＪＴ－Ｑ９２２ではオプションとして取り扱う。

　（ＪＴ－Ｑ９２１では、ＸＩＤフレームを用いたリンクパラメータ交渉手順は未使用としている。）

ＸＩＤコマンド（パラメータ含む）

ＸＩＤレスポンス（サポート可能パラメータ含む）
ＴＭ20
　起動

 * XID レスポンスが

無い場合、XID コ
マンドの再送は

NM20 回繰り返す。

それでもレスポン

スが無い場合は、

デフォルト値に設

定される。

*　　　　　　ＸＩＤコマンド

ＸＩＤコマンド

ＴＭ20
タイムアウト
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付録Ⅳ 　JT-Q922 より上位で OSI-CONS を与えるためのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽﾌﾟﾛﾄｺﾙ　（その１）

　(1)．概　要

本付録では、ＯＳＩによりレイヤ２（ＬＡＰＦ）より上位レイヤのプロトコルによりサポートされ

る機能、プロトコル要素およびプロトコル手順について記述している。

　(2)．コンバージェンスプロトコル要素

①. コンバージェンスプロトコル要素

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

制御ヘッダ

ア）Ｓｇ（分割フィールド）

Ｎ３０１（データフィールドの最大オクテット長）を越えたときＮＳ利用者データの分割の

有無および分割されたデータを識別するために使用される。

｢00｣：ＮＳ利用者データの中間セグメントの１つを含むデータフィールド

｢01｣：ＮＳ利用者データの開始セグメントを含むデータフィールド

｢10｣：ＮＳ利用者データの最終セグメントを含むデータフィールド

｢11｣：ＮＳ利用者データが分割されていない完結したデータフィールド

イ）ＲＳＴ（リセットフィールド）

同位エンティティに対し、リセットの発生およびその確認を与えるために使用される。

｢00｣：リセット要求なし

｢01｣：リセット要求

｢10｣：リセット確認

｢11｣：未使用

ウ）Ｘ（優先データ表示フィールド）

データフィールドが優先ＮＳ－ユーザデータであることを示す。

｢0｣ ：優先ＮＳ利用者データでない

｢1｣ ：優先ＮＳ利用者データである（データフィールドの最大長 32 オクテット）

エ）ＸＣ（優先データ確認フィールド）

優先ＮＳ－ユーザデータ受信の確認を示す。

｢0｣ ：優先ＮＳ利用者データ確認でない

｢1｣ ：優先ＮＳ利用者データ確認である

オ）Ｑ（制限データ表示フィールド）

プロトコルユニット（ＰＵ）が、制限データを持つことを示す。

｢0｣ ：普通ＮＳ利用者データ

｢1｣ ：制限ＮＳ利用者データ

プロトコルユニット(PU)

プロトコル識別子フィールド

データフィールド

XC SgRSTＱＸＥ
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付録Ⅳ 　JT-Q922 より上位で OSI-CONS を与えるためのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽﾌﾟﾛﾄｺﾙ　（その２）

カ）Ｅ（ヘッダ拡張フィールド）

制御ヘッダの拡張の有無を示す。本フィールドは ｢1｣に設定される。

｢0｣ ：制御ヘッダ拡張（継続検討中）

｢1｣ ：制御ヘッダ非拡張

②．システムパラメータ

ア）システムパラメータ一覧

システムパラメータ 意　　　味 デフォルト値

Ｎ３０１ 最大データフィールド ２５８（２６０－２）

Ｎ３００ 最大再送回数 ３（Ｎ２００）

Ｔ３００ 再送タイマ ２秒（＞Ｔ２００）

イ）マーカ

マーカ 用　　　途

優先 -データ- 送信マーカ ・優先ＮＳ利用者データが送信されたことを示す

・優先データ確認を含むＰＵ受信により解除

リセット- 送信マーカ ・リセットが送信されたことを示す

・リセット確認を含むＰＵ受信により解除

非Ｎ- リセット- 確認マーカ

・リセット要求またはリセット確認ＰＵ受信時、Ｎ- リセッ

ト- 確認プリミティブを発行する必要がないことを示す

・ただし、リセット要求ＰＵ受信に対してＮ- リセット- 表

示プリミティブを発行

(3)．コンバージェンスプロトコルの機能および手順

①．コンバージェンスプロトコルの機能

コンバージェンスプロトコルは、以下に示す機能から構成される。

ア) 分割と再組立

イ) リセット

ウ) プロトコル識別子

エ) 優先データ

オ) 制限データ表示
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付録Ⅳ 　JT-Q922 より上位で OSI-CONS を与えるためのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽﾌﾟﾛﾄｺﾙ　（その３）

②.  コンバージェンスプロトコルの手順

手順要素 概　　　要

普通データ 制限データでも優先データでもない NS 利用者データ。

優先データ

・Ｘフィールドが「１」に設定された PU 内のユーザデータ。

・優先 NS 利用者データ長 32 オクテット以内。

・ 優先 NS 利用者データを含む PU 送信後、優先データ送信マーカを設定し、確

認待ちとなる。この間、優先 NS 利用者データはキューイングされる。

・優先- データ- 確認を含む専用の PU、普通、優先あるいは制限データ受信に

よりマーカ解除。

・優先 NS 利用者データを含む PU 受信時、直ちに優先- データ- 確認を返送。

制限データ ・X.25 とインタワークするため、Ｑフィールドが「１」に設定した PU によりレ

イヤ４を意識しない特別なデータを転送。

分割と再組立

・N301 を越える長さの NS 利用者データフィールド（含む制限データ）を持つ PU

を受信すると、N301 に等しいかあるいはさらに小さなセグメントに分割され

送信。

・PU の制御ヘッダのコーディングは、２．１節参照。

・分割されたデータ（Sg フィールド｢01｣）を受信すると、再組立の手順が開始

され、Sg フィールドが「00」の PU に含まれる NS 利用者データを蓄積する。

Sg フィールドが「10」に設定された PU を受信すると、その PU 内の NS 利用者

データは、蓄積されたデータに付加され、組立は完了する。

・再組立を完了すると、標準データの場合Ｎ- データ表示プリミティブが発行

され、また制限データの場合再組立されたデータが、特別なプロトコルエン

ティティに転送される。

リセット

発

生

契

機

・優先 NS 利用者データ長が 32 オクテットを越える場合。

・優先 NS 利用者データを含む PU の再送回数が、N300 を越える場合。

・再組立が開始されて蓄積が終了していない段階で、分割されていないデータを

受信または開始セグメントを含む PU 受信時。

・蓄積されている NS 利用者データおよび制限データが無いにもかかわらず、中

間セグメントを含む PU 受信時。

・Ｑフィールドの不一致検出時。

・蓄積されている NS 利用者データおよび制限データが無いにもかかわらず、最

終セグメントを含む PU 受信時。

・ DL- 設定- 表示プリミティブが NS 利用者データの再組立中に受信されたとき。

手

順

①リセット手順の概要は、図Ⅳ－１に示す通り。

②リセット手順の準正常処理については図Ⅳ－２に示す。
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付録Ⅳ 　JT-Q922 より上位で OSI-CONS を与えるためのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽﾌﾟﾛﾄｺﾙ　（その４）

図Ⅳ－１．リセット手順の概要

レイヤ４レイヤ３レイヤ３レイヤ４

・全てのタイマ停止

・全てのキュー及びﾚｼﾞｽﾀﾘｱ

・③発行

・Ｎ－リセット－応答プリミテ

　ィブ受信時、⑤送信

・送信中のＰＵ廃棄

・タイマ T300 起動

・ＲＣ｢0｣ セット

・全てのキュー及びﾚｼﾞｽﾀｸﾘｱ

・②送信後、リセット送信マー

　カ設定

・ＮＳ提供者リセット要求時、

　非Ｎ－リセット－確認マーカ

　設定

リセット送信マーカ設定中

廃棄

・タイマ T300 停止

・リセット送信マーカクリア

・非Ｎ－リセット－確認マーカ

　（以下の処理をする）

非Ｎ－リセット－確認マーカが

未設定の場合

→⑥発行

非Ｎ－リセット－確認マーカが

設定中の場合

→⑥発行されない

③

④

⑥

⑤

②①

PU(RST=10 以外)

④Ｎ-ﾘｾｯﾄ-確認
　ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

①Ｎ-ﾘｾｯﾄ-要求
　ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

③Ｎ-ﾘｾｯﾄ-表示
　ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

⑥Ｎ-ﾘｾｯﾄ-確認
　ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

レイヤ３

レイヤ４

レイヤ３

レイヤ４
表示　　応答確認　　要求

ＳＡＰ

⑤PU(RST＝10) 送信

②PU(RST＝01) 送信
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付録Ⅳ 　JT-Q922 より上位で OSI-CONS を与えるためのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽﾌﾟﾛﾄｺﾙ　（その５）

図Ⅳ－２．準正常処理（１／３）

＜Ｔ３００タイムアウト＞

レイヤ３レイヤ３レイヤ４

ＰＵ（ＲＳＴ＝０１）

ＰＵ（ＲＳＴ＝０１）

ＰＵ（ＲＳＴ＝０１）

ＰＵ（ＲＳＴ＝０１）

ＲＣ＝Ｎ３００の場合

コネクション解放

Ｔ３００タイムアウト

Ｔ３００再起動、ＲＣ＝ＲＣ＋１

リセット送信マーカ設定

Ｔ３００起動、ＲＣ＝０

リセット送信マーカ設定

Ｎ－リセット－要求プリミティブ

Ｔ３００

Ｔ３００
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付録Ⅳ 　JT-Q922 より上位で OSI-CONS を与えるためのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽﾌﾟﾛﾄｺﾙ　（その６）

図Ⅳ－２．準正常処理（２／３）

＜Ｎ－リセット－要求プリミティブとＰＵ（ＲＳＴ＝０１）同時受信＞

図Ⅳ－２．準正常処理（３／３）

＜リセットの衝突＞

レイヤ４レイヤ３レイヤ３レイヤ４

ＰＵ（ＲＳＴ＝１０）

N-リセット- 確認ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

N-リセット- 確認ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

全てのタイマ停止

全てのキュー及びレジス

タクリア

ＰＵ（ＲＳＴ＝０１）
N-リセット- 要求ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

N-リセット- 要求ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

レイヤ４レイヤ３レイヤ３レイヤ４

リセット送信マーカクリア

N-リセット- 確認ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

リセット送信マーカクリア

N-リセット- 確認ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

N-リセット- 要求ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞN-リセット- 要求ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

T300 起動、RC=0

リセット送信マーカ

設定

T300 起動、RC=0

リセット送信マーカ

設定

PU(RST=01) PU(RST=01)

PU(RST=10)PU(RST=10)

T300 停止T300 停止


	　　



